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　最近、「美術館は生き残れるか」というテーマでシンポジウムがひ

らかれるという報せをある文化団体から受取った。また、地方自治

体の美術館で、民間企業や.0/に運営を委ねる「指定管理者制度」

を導入する館も出てきたという。

　これらの動きは、いろいろな公的組織の独立行政法人化とあい

まって、文化芸術の創造を助け普及を促進するシステムに大きな変

化が起りはじめたことを示している。

　そうしたなかにあって、今までに文化助成財団としての役割を果

し��年を迎えた私たちセゾン文化財団の果すべき役割はどのような

ものでなければならないのか。

　勿論、今まで行ってきた助成活動を継続するばかりでなく精度

を高め充実したものにしていかなければならないが、一方で変化に

対応する用意をする必要があるのではないか。そしてそれは変化か

ら身を守る姿勢ではなく、変化をむしろ発展の契機と考える視点に

立ってのことであることが望ましい。

　そのためには今私たちに何が求められているかを知ることが大切

だろう。国や公的機関も昔に較べれば本気で芸術文化を助ける仕

事に力を入れるようになった。それは大変心強いことだ。

　かつての軍事力を背景にした外交、昨今の経済力を背景にした

外交ではなく、文化の力を基本にした外交こそ、本来の平和外交だ、

という主張も正しいのではないか。

　そうした時代の動きのなかにあって私たちの財団はその基礎を固

め多彩なものにするために何をしなければならないか。

　この問題意識は表現を変えれば、国や公共機関と私たち民間の財

団の役割分担と協業関係を今後どう組むかということでもある。活

動の地理的領域としては国内と共に諸外国がある。いくつかの、軽

率さと無恥からくる政治家の失敗もあって、わが国はアジアの近隣

諸国から孤立しているが、よく考えるとその背後にお互いの文化につ

いての無理解があるようだ。その欠陥の一部は私たち財団がやれる

ことかもしれない。一方に、グローバリゼーションと呼ばれる単一市

場化の流れがあり、この流れは文化というものに理解のない資本の

手にかかるとその国、その地域の固有性を否定する行動になりかね

ず、それらが国際摩擦の原因になりかねない。

　こうしたことは私たちの守備範囲ではないとしても、その背後に文

化芸術の重要性についての欠落があるのではないか。

　このように考えてくると、私たちがしなければならないことは大変

多く、その種類は多様で範囲も拡がるばかりとの感を否定できない。

しかし私たちの力は限られている。そのなかから何に重点を置き、ど

こに軸足を置いて仕事をしていくべきか。

　理事、評議員の皆様をはじめ、今まで私たちの活動をサポートし

て下さった企業、識者の方 に々、今までの感謝と共に今後の御指導

をお願いする次第です。

����年�月

財団法人セゾン文化財団

理事長　堤　清二

ごあいさつ



2ECENTLY��)� LEARNED�FROM�A�*APANESE�CULTURAL�INSTITUTION�THAT�
A�SYMPOSIUM�ON�THE�THEME�h#AN�!RT�-USEUMS�3URVIVE�v�WAS�
GOING� TO�BE�HELD��-EANWHILE�� THERE�ARE� SOME�ART�MUSEUMS�
AMONG�THOSE�OPERATED�BY�LOCAL�GOVERNMENTS�THAT�HAVE�STARTED�
TO�ADOPT� THE�$ESIGNATED�-ANAGEMENT�3YSTEM��WHICH�ENTRUSTS�
THE�MANAGEMENT�OF�SUCH�MUSEUMS�TO�PRIVATE�CORPORATIONS�OR�
NON
PROlT�ORGANIZATIONS�

4HESE�DEVELOPMENTS���COMBINED�WITH� IMPLEMENTATION�
OF� THE� )NDEPENDENT� !DMINISTRATIVE� )NSTITUTION� 3YSTEM� BY�
VARIOUS�*APANESE�PUBLIC�INSTITUTIONS���TELL�US�THAT�THE�SYSTEMS�
ESTABLISHED�TO�ENHANCE�THE�CREATION�OF�CULTURE�AND�ARTS�IN�*APAN�
ARE�UNDERGOING�AN�ENORMOUS�CHANGE�

7HAT�KIND�OF�ROLE�SHOULD�THE�3AISON�&OUNDATION��A�CULTURAL�
GRANT
MAKING�FOUNDATION�THAT�IS�NOW�IN�ITS�EIGHTEENTH�YEAR��PLAY�
UNDER�SUCH�CIRCUMSTANCES�THEN�

7HILE� IT� IS�EVIDENT� THAT�WE�NEED�NOT�ONLY� TO�CONTINUE�OUR�
GRANT
MAKING�ACTIVITIES�BUT�ALSO� TO�KEEP�ON� IMPROVING� THEM��
PERHAPS�IT� IS�NECESSARY�FOR�US�TO�PREPARE�OURSELVES�SO�THAT�WE�
MAY�KEEP�UP�WITH�THE�CHANGES�AS�WELL���NOT�FROM�A�PERSPECTIVE�
TO�PROTECT�OURSELVES�FROM�THE�CHANGES��BUT�RATHER�FROM�ONE�TO�
CONSIDER�SUCH�CHANGES�AS�OPPORTUNITIES�FOR�FURTHER�PROGRESS�

)N� ORDER� TO� DO� SO�� IT� IS� IMPORTANT� THAT� WE� KNOW� WHAT� IS�
REQUIRED� FROM�OUR� FOUNDATION�AT� THIS�MOMENT�WHEN�NATIONAL�
AND�OTHER�PUBLIC� INSTITUTIONS�ARE�MORE�SERIOUSLY� INVOLVED� IN�
SUPPORTING� THE�ARTS�AND�CULTURE� THAN� IN� THE�PAST��WHICH� IS�A�
SITUATION�THAT�IS�EXTREMELY�ENCOURAGING�

-OREOVER�� THE�CURRENT�DISCUSSION�THAT�DIPLOMACY�BASED�ON�
CULTURAL�POWER���NOT�THE�KIND�BACKED�BY�MILITARY�POWER�OR��AS�
UNTIL�RECENTLY��BY�ECONOMIC�POWER���IS�THE�ONLY�AND�ESSENTIAL�
KIND�OF�PEACEFUL�DIPLOMACY��ALSO�SOUNDS�TRUE�

7HAT�CAN�WE�DO�THEN�TO�MAKE�THE�BASIS�OF�OUR�ORGANIZATION�
MUCH�lRMER�AND�DYNAMIC�WITHIN�THE�RECENT�CHANGES�

4HIS�KIND�OF�AWARENESS�OF� THE� ISSUES� LEADS� TO� THE�QUESTION�
ON�HOW�ROLES�SHOULD�BE�DIVIDED�AND�PARTNERSHIPS�BE� FORMED�

BETWEEN�NATIONAL�AND�OTHER�PUBLIC� INSTITUTIONS�AND�PRIVATE�
FOUNDATIONS�SUCH�AS�OURS��7E�ALSO�NEED�TO�KEEP�IN�MIND�THAT�
THE�GEOGRAPHICAL�SPHERES�OF�OUR�ACTIVITIES�ARE�BOTH�DOMESTIC�
AND� INTERNATIONAL�� $UE� TO� THE� ERRORS� MADE� BY� *APANESE�
POLITICIANS�FROM�THEIR�THOUGHTLESSNESS�AND�SHAMELESSNESS��OUR�
COUNTRY�IS�ISOLATED�FROM�OUR�NEIGHBORS�IN�!SIA��LOOKING�INTO�THE�
CIRCUMSTANCES�A�BIT� FARTHER��HOWEVER�� IT� IS�POSSIBLE�TO�SAY�THAT�
THE� LACK�OF�UNDERSTANDING�OF�EACH�OTHERgS�CULTURE� LIES� IN� THE�
BACKGROUND�OF�THIS�PROBLEM��0ERHAPS�WHAT�OUR�FOUNDATION�CAN�
DO�IS�TO�MAKE�UP�FOR�PART�OF�THIS�LOSS��!DDITIONALLY��THERE�IS�THE�
mOW�OF�ASSIMILATION�OF�THE�MARKETS�CALLED�GLOBALIZATION��WHICH��
IN� THE�HANDS�OF�BUSINESSES�AND�CORPORATIONS� INDIFFERENT� TO�
CULTURE��CAN�TURN�OUT�TO�BE�A�mOW�THAT�DENIES�THE�UNIQUENESS�OF�
A�NATION�OR�A�REGION�AND�THUS�BECOME�A�CAUSE�OF�FRICTION�AMONG�
NATIONS�

7HILE�SUCH�ISSUES�MAY�BE�OUT�OF�RANGE�OF�OUR� FOUNDATIONgS�
ACTIVITIES��NONETHELESS�IT�CANNOT�BE�IGNORED�AS�THEY�STEM�FROM�
THE�LACK�OF�SIGNIlCANCE�OF�CULTURE�AND�ARTS�

"Y� THINKING� IN� THIS� WAY�� IT� IS� CLEAR� THAT� THE� NUMBER� OF�
PROBLEMS�WE�NEED�TO�TACKLE�ARE�ENORMOUS�AND�VARY�SO�MUCH�
IN�TYPE�THAT�IT�GIVES�US�THE�IMPRESSION�THAT�THE�SCALE�WE�NEED�TO�
COVER�KEEPS�ON�EXPANDING�WITHOUT�AN�END��9ET�OUR�POWERS�ARE�
LIMITED��AND��CONSEQUENTLY��WE�NEED�TO�CHOOSE�WHAT�WE�SHOULD�
GIVE�PRIORITY�TO�AND�WHERE�TO�POSITION�OUR�AXIS�

7E�WOULD� LIKE� TO� THANK�OUR�DIRECTORS�AND� TRUSTEES�ALONG�
WITH�THE�CORPORATIONS�AND�EXPERTS�WHO�HAVE�OFFERED�THEIR�KIND�
SUPPORT� TO�OUR�ACTIVITIES�UP�TILL�NOW��AND�LOOK�FORWARD�TO�YOUR�
CONTINUING�AND�INCREASING�SUPPORT�TO�OUR�FOUNDATION�

!UGUST�����

3EIJI�4SUTSUMI
0RESIDENT
4HE�3AISON�&OUNDATION
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助成事業

)� 国内プログラム

���現代演劇・舞踊助成̶創造環境整備

ワークショップ、会議、シンポジウム等

　演劇・舞踊界の人材育成、システム改善、情報交流など芸術創

造を支える環境の整備を目的とした助成プログラム。ワークショッ

プ、会議、シンポジウム等の企画に対し、企画経費の一部を助成

（����年度実績：��万円～���万円）し、希望者には会場として森

下スタジオを提供する（スタジオ提供のみの場合あり）。原則として

同一テーマ／企画の継続助成は�年間を限度とする。現代演劇・舞

踊界が現在抱えている問題点を明らかにし、その解決方法を具体的

に提案する次の事業を重視する：

"�演出家、俳優、振付家、ダンサー、制作者、技術スタッフ等の技

術向上を目的とした経験者対象の人材育成プログラム

"�劇場等による人材発掘・育成企画

"�芸術支援を巡る議論が活発化することを目的とした政策提言や、

その基礎となるべき系統だった調査・研究

"�情報交流の場の提供、情報公開を推進するシステムの整備などを

目的とした会議、シンポジウムなど

アーツマネジメント留学・研修

　国際的視野を持つアーツマネジャーの養成を目的とした海外への

留学・研修に対し、���万円を上限として留学資金の一部を助成す

る。対象は下記のすべての条件を満たしている者とする。

"�演劇・舞踊関連の芸術経営／運営の専門家として�年以上の職歴

があること

"�海外の専門教育機関への留学、あるいは劇場・芸術団体への�カ

月以上の研修が内定していること

"�帰国後に留学の成果を活かし、国内の演劇・舞踊の振興に寄与す

る意欲と長期的展望を有すること

個人研修

　異文化体験を目的とした個人研修に対し、���万円を上限に渡航

費用の一部に対して助成金を交付。対象は日本を拠点に活動する

演出、振付、劇作、批評、プロデュースの専門家として�年以上の

活動歴を有し、�ヶ月以上の海外渡航を希望する個人。

���現代演劇・舞踊助成̶芸術創造

芸術創造活動 I

　演劇界・舞踊界での活躍が期待される若手の芸術家／芸術団体

に対し、経常費を含む年間の活動経費全般を対象に、その一部に対

して助成金を交付（����年度実績：���万円／件）。および希望者

には公演稽古、ワークショップ開催の場として森下スタジオを提供。

原則�年間にわたって助成を行うが、継続の可否に関しては毎年見

直す。対象は下記すべての条件を満たしている個人または団体とす

る。ただし、個人の場合は、将来団体の設立を目標としていることを

前提とし、プロデュース団体の場合は中心となる芸術家（演出家、脚

本家、振付家）が固定していることを条件とする。

"�申請時点で過去�回以上の公演実績がある

"�活動歴が��年未満

"�����年度の支出規模が���万円以上である

芸術創造活動 II

　「芸術創造活動Ｉ」の助成期間を終了した団体を申請対象者とす

る特別な継続助成プログラム。経常費を含む年間の活動費全般を

対象に、その一部に対して助成金を交付（����年度実績：���万

円／件）。および希望者には公演稽古、ワークショップ開催の場とし

て森下スタジオを提供。原則�年間にわたって助成を行うが、継続

の可否に関しては毎年見直す。なお、本プログラムは����年度の

時点で〈芸術創造活動Ｉ〉の助成を受けていた団体の申請をもって

終了する。

若手奨励助成

　〈芸術創造活動Ｉ〉に申請した一次選考通過者の中から今後の活

動が注目される若手に対し奨励金を付与する。

＊　　＊　　＊

特別助成 【非公募】

　国内における現代演劇・舞踊以外の芸術・文化分野の活動を支

援。

����年度事業概要



))� 国際交流プログラム

���知的交流

現代演劇・舞踊助成｜知的交流活動

　日本の現代演劇・舞踊芸術に関する会議・シンポジウムの開催、

翻訳出版、上演を目的とする翻訳などを通した日本文化の紹介に対

する助成プログラム。対象者には企画経費の一部を助成（����年

度実績：��万円～���万円）し、希望者には会議等の会場として森

下スタジオを提供。

翻訳出版助成 【非公募】

　日本の社会科学・人文科学や文学に関する文献を海外に継続的

に紹介する活動および関連事業に対して資金援助する。

���芸術交流

現代演劇・舞踊助成｜芸術交流活動 I：プロジェクト支援

　演劇・舞踊芸術の国際交流を通した創造活動の活性化、ならび

に日本の舞台芸術の国際化を目的とした、国際共同作業および公

演、あるいはその過程で行われるワークショップ等に対するプログラ

ム。森下スタジオの提供のみ（資金助成は非公募）。対象は、公演

の主体となる芸術家／芸術団体、または企画をプロデュース／マネジ

メントする個人／団体。ただし、海外の芸術家／芸術団体が日本で

公演を行う場合は、日本側の受け入れ先が確定していることを条件

とする。特に日本の現代演劇・舞踊の紹介に継続的に取り組もうと

する非営利機関との共同創造事業を優先的に支援する。

現代演劇・舞踊助成｜芸術交流活動 II：継続プロジェクト支援

　演劇・舞踊の国際交流において特に重要な意義をもつと思われる

�年以上の継続プロジェクトへの支援を目的とした助成プログラム。

企画経費の一部に対して助成金を交付（����年度実績：���万円／

件）。希望者には公演稽古、ワークショップ開催の場として森下スタ

ジオを提供。�年を上限として助成を行うが、継続の可否に関しては

毎年見直す。対象となるのは、日本に活動の拠点を置き、申請時点

で国際交流関係の事業の実績を持ち、活動歴が��年以上の個人／

団体。プロデュース団体の場合は中心となる芸術家（演出家、脚本

家、振付家）が固定していることを条件とする。

芸術交流活動【非公募】

　海外の非営利団体との継続的なパートナーシップに基づいた芸術

創造活動、日本文化紹介事業、フェローシッププログラム等に対し

て資金を提供する。

特別助成【非公募】

　現代演劇・舞踊以外の芸術・文化分野における国際交流事業を

支援。

自主製作事業・共催事業（セゾンシアタープログラム）

　自主製作事業としてセミナー、ワークショップ、シンポジウムの主

催、ニュースレターの刊行などを行う。

　共催事業「セゾンシアタープログラム」では、現代演劇・舞踊の創

造過程を支援し、かつ日本の舞台芸術界を活性化させるために非営

利団体等と協力して創造性ある企画を実施。

�
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4HE�GRANT
MAKING�ACTIVITIES�OF�THE�3AISON�&OUNDATION�CONSIST�
OF��)	�NATIONAL�PROGRAMS�DESIGNED�TO�ACTIVATE�THE�lELDS�OF�CON

TEMPORARY�*APANESE�THEATER�AND�DANCE��AND��))	� INTERNATIONAL�
PROGRAMS�INTENDED�TO�PROMOTE�MUTUAL�UNDERSTANDING�BETWEEN�
*APAN�AND�OTHER�NATIONS�AREAS�THROUGH�INTELLECTUAL�AND�ARTISTIC�
EXCHANGE�PROJECTS�

)��.ATIONAL�0ROGRAMS

���#ONTEMPORARY�4HEATER�AND�$ANCE���#REATIVE�%N

VIRONMENT�)MPROVEMENT�0ROGRAM

&OR�7ORKSHOPS��#ONFERENCES��3YMPOSIA��ETC�
4HIS�PROGRAM�SUPPORTS�WORKSHOPS��CONFERENCES��SYMPOSIA��

AND�OTHER�PROJECTS�AIMED�TO� IMPROVE�THE�INFRASTRUCTURE�OF� THE�
CONTEMPORARY�PERFORMING�ARTS�COMMUNITY�IN�*APAN��2ANGE�OF�
GRANTS�GIVEN�IN�THIS�PROGRAM�IN������� �c��������n�c���������	���
0RIORITY�USE�OF� THE�&OUNDATIONgS� REHEARSAL� FACILITIES� IN�4OKYO�
�-ORISHITA�3TUDIO	�MAY�BE�AWARDED�INSTEAD�OF�GRANTS�DEPENDING�
ON�THE�NATURE�OF�THE�PROJECT�

&OR�THE�YEAR������� THE�&OUNDATION�INVITED�PROJECTS�WITH�THE�
FOLLOWING�PURPOSES�IN�PARTICULAR�

�� 4RAINING�WORKSHOPS�FOR�DEVELOPING�AND�ENHANCING�DIRECT

ING��ACTING��CHOREOGRAPHING��DANCING��ADMINISTRATING��AND�
TECHNICAL�SKILLS

�� $ISCOVERY�DEVELOPMENT�PROGRAMS�FOR�TALENTED�NEW�ARTISTS�
BY�HALLS�AND�PERFORMING�SPACES��ETC�

�� 0OLICY�PROPOSAL�PROJECTS�FOR�GENERATING�DIALOGUES�ON�ART�SUP

PORT�ISSUES��OR�SYSTEMATIC�RESEARCH�PROJECTS�WITH�THE�AIM�TO�
LAY�THE�GROUNDWORK�FOR�SUCH�DISCUSSIONS

�� #ONFERENCES�OR�SYMPOSIA�FOR�PROMOTING�DATA�AND�INFORMA

TION�SHARING�DISCLOSURE�SYSTEMS�WITHIN�THE�PERFORMING�ARTS

&OR�!RTS�-ANAGEMENT�3TUDIES
4HIS�CATEGORY�ASSISTS�*APANESE�PERFORMING�ARTS�MANAGERS�TO�

GO�ABROAD�AND�STUDY�ARTS�ADMINISTRATION�AT�UNIVERSITIES�OR�OTHER�
EDUCATIONAL�INSTITUTIONS��OR�TO�UNDERTAKE�INTERNSHIPS�AT�PERFORM

ING�ARTS�ORGANIZATIONS�OUTSIDE�OF�*APAN�BY�AWARDING�SCHOLAR

SHIPS�UP� TO�c����������� �!PPLICANTS�MUST�HAVE��A	�MORE� THAN�
THREE�YEARS�OF�PROFESSIONAL�EXPERIENCE�IN�THE�lELD�OF�PERFORMING�
ARTS�ADMINISTRATION��AND��B	�APPROVAL�FROM�THE�EDUCATIONAL�INSTI

TUTION�OR�PERFORMING�ARTS�ORGANIZATION�ACCEPTING�HIM�OR�HER�FOR�A�
PERIOD�OF�MORE�THAN�THREE�MONTHS��AND��C	�A�LONG
TERM�PLAN�ON�
HOW�TO�CONTRIBUTE�TOWARD�THE�DEVELOPMENT�OF�*APANESE�THEATER�
OR�DANCE�BY�APPLYING�THE�SKILLS�AND�KNOWLEDGE�ACQUIRED�THROUGH�

THEIR�STUDIES�OR�INTERNSHIP�

)NDIVIDUAL�4RAVEL�&ELLOWSHIP
4HIS�CATEGORY�GIVES�PARTIAL�SUPPORT�TO�INDIVIDUALS�WHO�WISH�TO�

TRAVEL�ABROAD�TO�COME�INTO�CONTACT�WITH�INTER
CULTURAL�EXPERIENC

ES�BY�AWARDING�FELLOWSHIPS�UP�TO�c�����������!PPLICANTS�MUST�
HAVE�MORE�THAN�THREE�YEARS�OF�PROFESSIONAL�WORKING�EXPERIENCE�
IN�ONE�OF� THE�FOLLOWING�OCCUPATIONS�AND�PLAN�TO�TRAVEL�ABROAD�
FOR�MORE�THAN�ONE�MONTH��DIRECTING��CHOREOGRAPHY��PLAYWRITING��
PERFORMING�ARTS�CRITICISM��OR�PRODUCING�

���#ONTEMPORARY�4HEATER�AND�$ANCE���!RTISTIC�#RE

ATIVITY�%NHANCEMENT��!#%	�0ROGRAMS

4HE�AIM�OF�THESE�GENERAL�OPERATING�SUPPORT�PROGRAMS�ARE�TO�
ALLOW�ARTISTS�AND�OR�COMPANIES�TO�CONCENTRATE�ON�THEIR�ARTISTIC�
WORK�BY�AWARDING�LONG
TERM�GRANTS�OF�BETWEEN�THREE�TO�SIX�YEARS�
AND�PRIORITY�USE�OF�-ORISHITA�3TUDIO�FOR�REHEARSALS�AND�CREATIVE�
WORK��

!RTISTIC�#REATIVITY�%NHANCEMENT��!#%	�0ROGRAM�)
4HIS�PROGRAM�AWARDS�GRANTS�AND�PRIORITY�USE�OF�-ORISHITA�3TU


DIO�FOR�THREE�CONSECUTIVE�YEARS�AS�A�RULE�TO�PROMISING�*APANESE�
THEATER�AND�DANCE�ARTISTS�COMPANIES�WITH�AN�ACTIVE�HISTORY�OF�
LESS�THAN�lFTEEN�YEARS�AND�WHOSE�EXPENDITURES�FOR�THE�PREVIOUS�
lSCAL�YEAR�WERE�OR�ARE�EXPECTED�TO�BE�OVER�c������������)NDIVIDU

AL�ARTISTS�ARE�REQUIRED�TO�ESTABLISH�A�COMPANY�OR�ORGANIZATION�IN�
THE�NEAR�FUTURE����2ANGE�OF�GRANTS�GIVEN�IN�THIS�PROGRAM�IN��������
c����������COMPANY�	

!RTISTIC�#REATIVITY�%NHANCEMENT��!#%	�0ROGRAM�))
'RANTS�AND�PRIORITY�USE�OF�-ORISHITA�3TUDIO�ARE�AWARDED�FOR�

ANOTHER� THREE�YEARS�AS�A� RULE� TO�GRANTEES�CHOSEN�AMONG� THE�
COMPANIES�WHO�HAVE�COMPLETED�THE�ABOVE�PROGRAM�� ��2ANGE�
OF�GRANTS�GIVEN�IN�THIS�PROGRAM�IN������� �c����������COMPANY�	���
4HIS�PROGRAM�WILL�BE�TERMINATED�AFTER�THOSE�RECEIVING�THE�!#%�)�
GRANTS�FROM������OR�EARLIER�USE�UP�THEIR�APPLICATION�RIGHTS�

)NCENTIVE�!ID�TO�9OUNG�!RTISTS
3MALL� SUBSIDIES�ARE�AWARDED� TO�A�CHOSEN� FEW�AMONG� THE�

YOUNG�PERFORMING�ARTISTS�COMPANIES�WHO�HAVE�APPLIED�TO�AND�
PASSED�THE�lRST�SCREENING�OF�THE�!#%�)�PROGRAM�


�����
�����

3PECIAL�0ROJECT�3UPPORT�0ROGRAM��DESIGNATED�FUND�PROGRAM	

4HIS�PROGRAM�AWARDS�GRANTS�TO�CULTURAL�OR�ARTISTIC�PROJECTS�BE

LONGING�TO�lELDS�OTHER�THAN�CONTEMPORARY�THEATER�OR�DANCE�

.OTE��!PPLICATIONS�TO�THIS�PROGRAM�ARE�NOT�PUBLICLY�INVITED�

02/'2!-�/54,).%�
�����



))��)NTERNATIONAL�0ROGRAMS

���)NTELLECTUAL�%XCHANGE�0ROGRAMS

#ONTEMPORARY�4HEATER�AND�$ANCE���)NTELLECTUAL�%XCHANGE�
0ROGRAM

4HE�#ONTEMPORARY�4HEATER�AND�$ANCE���)NTELLECTUAL�%X

CHANGE�0ROGRAM�SUPPORTS�CONFERENCES��SYMPOSIA�� TRANSLATION�
PUBLICATION�AND�OTHER� RELATED�PROJECTS� THAT� IMPROVE� THE�VIS 

IBILITY�OF�CONTEMPORARY�*APANESE�THEATER�AND�DANCE�WITHIN�THE�
INTERNATIONAL�PERFORMING�ARTS�COMMUNITY��'RANTS�GIVEN�IN�THIS�
PROGRAM�IN��������c��������n�c����������GRANTEE	����0RIORITY�USE�
OF�-ORISHITA�3TUDIO�IS�ALSO�AWARDED�DEPENDING�ON�THE�GRANTEEgS�
REQUEST��

4RANSLATION�0UBLICATION�0ROJECT�0ROGRAM��DESIGNATED�FUND�
PROGRAM	

&INANCIAL�SUPPORT�IS�PROVIDED�TO�TRANSLATION�AND�PUBLICATION�
PROJECTS�OF�*APANESE�SOCIAL�SCIENCE�AND�HUMANITIES� LITERATURE�
AND�TO�ACTIVITIES�RELATED�TO�THESE�AREAS�

.OTE��!PPLICATIONS�TO�THIS�PROGRAM�ARE�NOT�PUBLICLY�INVITED�

���!RTISTIC�%XCHANGE�0ROGRAMS

#ONTEMPORARY�4HEATER�AND�$ANCE���#REATIVE�%XCHANGE�
0ROGRAM��3TUDIO�!WARD	

4HE�AIM�OF�THIS�PROGRAM�IS�TO�STIMULATE�INTERNATIONAL�CREATIVE�
PROJECTS�AND�TO�PROMOTE�*APANESE�PERFORMING�ARTS�ON�A�GLOBAL�
SCALE��INCLUDING�COLLABORATION�PROJECTS�AND�PERFORMANCES��AND�
OR�WORKSHOPS�HELD�DURING�THE�PROCESS�OF�SUCH�ACTIVITIES��ONLY�
3TUDIO�!WARDS�ARE�GIVEN�UNDER�THIS�PROGRAM	��!RTISTS�COMPANIES�
ORGANIZING�COLLABORATION�PROJECTS�OR�PERFORMANCE�TOURS��OR� IN

DIVIDUALS�AND�ORGANIZATIONS�INVOLVED�IN�THE�PRODUCTION�AND�OR�
MANAGEMENT�OF�THE�ABOVE�PROJECTS�ARE�ELIGIBLE�TO�APPLY�TO�THIS�
PROGRAM���!PPLICANTS�BASED�OUTSIDE�OF�*APAN�WHO�ARE�PLANNING�
TO�CONDUCT�A�TOUR�IN�*APAN�ARE�REQUIRED�TO�lND�A�*APANESE�HOST�
ORGANIZATION�BEFORE�SUBMITTING�AN�APPLICATION�� �0RIORITY�WILL�
BE�GIVEN�TO�COLLABORATION�PROJECTS�WITH�NOT
FOR
PROlT�ORGANIZA

TIONS�OUTSIDE�OF�*APAN�THAT�ARE�COMMITTED�TO�WORKING�WITH�AND�
PRESENTING�CONTEMPORARY�*APANESE�THEATER�AND�DANCE�ARTISTS�
COMPANIES�

#ONTEMPORARY�4HEATER�AND�$ANCE���#REATIVE�%XCHANGE�
0ROGRAM���&OR�,ONG
4ERM�0ROJECTS

!�GRANT�PROGRAM�THAT�AWARDS� LONG
 TERM�GRANTS� TO� INTERNA

TIONAL�EXCHANGE�PROJECTS� IN�WHICH�CONTEMPORARY� *APANESE�
THEATER�OR�DANCE�ARTISTS�COMPANIES�ARE� INVOLVED�AND�REQUIRE�
MORE� THAN� TWO�YEARS�UNTIL�COMPLETION���'RANTS�GIVEN� IN� THIS�
PROGRAM�IN�������c����������GRANTEE	���0RIORITY�USE�OF�-ORISHITA�

3TUDIO�IS�ALSO�AWARDED�UPON�REQUEST��4HOSE�ELIGIBLE�TO�APPLY�TO�
THIS�PROGRAM�ARE��A	�INDIVIDUALS�OR�COMPANIES�BASED�IN�*APAN�
WITH�A�PROFESSIONAL�CAREER�OF�MORE�THAN�TEN�YEARS�IN�THE�lELD�OF�
PERFORMING�ARTS��AND��B	�WITH�A�HISTORY�OF�ARTISTIC�ACHIEVEMENTS�
IN�THE�AREA�OF�INTERCULTURAL�EXCHANGE�ACTIVITIES�AT�THE�TIME�OF�AP

PLICATION�

!RTISTIC�%XCHANGE�0ROJECT�0ROGRAM��DESIGNATED�FUND�PRO

GRAM	

4HIS�DESIGNATED�FUND�PROGRAM�SUPPORTS�ACTIVITIES�BY�NOT
FOR

PROlT�ORGANIZATIONS�OUTSIDE�OF�*APAN�WITH�A�CONTINUOUS�PARTNER

SHIP�WITH� THE�3AISON�&OUNDATION�� INCLUDING�CREATIVE�WORK�BY�
ARTISTS�COMPANIES��PROJECTS�WITH�THE�AIM�TO�FAMILIARIZE�*APANESE�
CULTURE�TO�OTHER�NATIONS��AND�FELLOWSHIP�PROGRAMS�

.OTE��!PPLICATIONS�TO�THIS�PROGRAM�ARE�NOT�PUBLICLY�INVITED�

3PECIAL�0ROJECT�3UPPORT�'RANT�0ROGRAM��DESIGNATED�FUND�
PROGRAM	

4HIS�PROGRAM�PROVIDED�SUPPORT� TO�INTERNATIONAL�CULTURAL�EX

CHANGE�PROJECTS�BELONGING�TO�lELDS�OTHER� THAN�CONTEMPORARY�
THEATER�OR�DANCE�

.OTE��!PPLICATIONS�TO�THIS�PROGRAM�ARE�NOT�PUBLICTY�INVITED�

30/.3/23()0�!.$�#/
30/.3/23()0�02/'2!-3
�3!)3/.�4(%!4%2�02/'2!-	

!PART� FROM�MAKING�GRANTS�� THE�3AISON�&OUNDATION�SPONSORS�
AND�ORGANIZES�SEMINARS��WORKSHOPS��AND�SYMPOSIA��AND�PUB

LISHES�A�NEWSLETTER�

)N�ORDER�TO�SUPPORT�AND�ENHANCE�THE�CREATIVE�PROCESS�WITHIN�
CONTEMPORARY�THEATER�AND�DANCE�AND�TO�STIMULATE�THE�PERFORM

ING�ARTS�SCENE�IN�*APAN�� THE�3AISON�&OUNDATION�ALSO�ORGANIZES�
CREATIVE�PROJECTS�BY�WORKING�WITH�ARTISTS�COMPANIES��NOT
FOR

PROlT�ORGANIZATIONS��AND�OTHER�GROUPS�UNDER�ITS�CO
SPONSORSHIP�
PROGRAM�KNOWN�AS�THE�3AISON�4HEATER�0ROGRAM�

�
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　本年度は、現代演劇・舞踊分野を中心に、��件・総額�����万円

の助成を行った。また同分野に関連した自主製作事業・共催事業を

�件開催した。

　過去�年度続けて減額を余儀なくされた助成金支出予算を、財産

運用の効率化や、支出の見直しを図ることで、本年度はひとまず据

え置くことができた。今後は少しずつでも増額できるよう努めたいと

思う。

＊　　＊　　＊

　本年度は、当財団の運営する森下スタジオが開館��周年を迎え

た。開館以来、�つのスタジオは、ほとんどフル稼働に近い状態が

続き、作品制作やワークショップの場としてここを使用したアーティ

スト・芸術団体はのべ���組を超えた。

　��年前の開館に至る道のりを思い返すと、とくに主務官庁の理解

を得るのに大変苦慮したことが思い出される。アーティストの創造プ

ロセスを長期的かつ複合的に支援するという当財団の基本政策から

すれば、稽古場を作るというアイデアはいわば自然な帰結であったの

だが、実際に承認を得るには長い時間を必要とした。助成財団が舞

台芸術を支援するといえば、個別の公演に助成するか、アーティスト

個人に奨学金を出すかくらいしかわが国では行われておらず、この

ような施設を自ら造り、運営するのは前例がなかったためである。

　当時から較べると、現在の状況は大きく様変わりしたといえる。全

国の自治体や、企業において、演劇やダンスの稽古スペースを提供

するタイプの芸術支援は、もはや珍しいものではなくなった。民間助

成財団は本来このように、前例に拘束されるべきものではなく、むし

ろ前例をつくり社会に提示すべき存在なのではないだろうか。

　森下スタジオは、当初の想定どおり、主として作品創造の場とし

て活用されてきた。本年度は、芸術創造活動プログラムで長期的に

支援している劇団・ダンスカンパニー ��団体のうち、東京に拠点を

持つ�団体がのべ���日間使用した。次いで頻度が高いのは、創造

環境整備プログラムで重点的に支援している教育活動や、情報交

流活動の場としての活用である。本年度はのべ��本を超えるワーク

ショップを始め、「国際劇場セミナー＆シンポジウム」「アジア・パフォー

マンス・アート東京会議」などの交流事業がこの場で催された。

　これらに加えて近年増えつつあるのが小規模な公演やショーイン

グの開催である。森下スタジオはもともと稽古場であって興行場で

はない。そのため楽屋もなく機材も不十分で、公演会場としては使

い勝手が悪い。しかし、たとえば本年度でいえば、最終年を迎えた

自主製作事業「ネクスト・ネクスト」のように、若手の育成や紹介の

機会提供を主眼としたものや、劇団燐光群による『フィリピン��ベッド

タイム��ストーリーズ』、うずめ劇場による『夜壺』など、助成先団体に

よる実験的な公演には、「舞台と観客を隔てない、ここならではの親

密さ」Iが、却って強みとなる。また、本年度も何件か開催されたワー

クショップの成果発表会や、創作過程で作品を公開するワーク・イ

ン・プログレスなども、森下スタジオのユニークな役割を反映したプ

ログラムとして定着しつつある。

　振り返ると森下スタジオの可能性は、この��年間アーティストた

ちの想像力によって試され続けてきたことに気づかされる。かつて、

シアターワークス（シンガポール）の芸術監督であるオン・ケンセン

氏は、このスタジオで日本の現代アーティスト達とワークショップや

ディスカッションを重ね、戦争と現代の問題を挑発的に問う作品を

創作・公開したII。彼もまた森下スタジオのフロンティアを拡げてくれ

た一人なのである。その彼が、今年度はおよそ�ヶ月のレジデンシー

を行い、この間、新しい作品の創作やリサーチ活動を行う傍ら、当財

団の助成対象者をはじめとする多くのアーティストに会い、さまざま

な議論を行った。週末には、彼のシンガポールでの活動や、これま

で関わったコラボレーションの報告会を開催、多くのアート関係者の

関心を集めた。決まった結果を前提とするのではなく、語り合い、思

索し、試行錯誤するための場としての活用もまた、森下スタジオの

今後を示唆するものといえるであろう。　　

　本年度、森下スタジオは、傷みの目立つ箇所を中心に若干のリ

ニューアル工事 IIIを行った。次の��年間、この場がどのように進化

していくのか、われわれ自身も楽しみにしているところである。

＊　　＊　　＊

　ところで、先ほども少し触れたように、����年度より継続してきた

自主製作事業「ネクスト・ネクスト」が�回目をもって最終回を迎える

こととなった。若手振付家によるこのダンス･ショーケースは、もとも

と「パ－クタワー・ネクストダンス・フェスティバル」IVに出品する作品

の稽古を森下スタジオで行うことになったことが契機で企画された

ものである。

　当時すでにこのフェスティバルは、コンテンポラリー･ダンスの若手

振付家の登竜門として定着した存在であったが、いっぽうで当財団

は、34スポット、セッションハウス、$!.#%�"/8といった小スペー

片山正夫
常務理事

本年度の事業について
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スVが取り組む若手育成プログラムへの支援を継続して行っていた。

そこでこの両者を結び合わせ、新しい才能にステップアップの機会

を提供することによって、効果的な支援の枠組みができるのではな

いかと考えたのである。森下スタジオは、空間の大きさとしてもパー

クタワーホールと小スペースの中間に位置しており、次のフェスティ

バルを目指すアーティストのためのショーケースの場には最適であっ

た。

　毎年師走の一度きりの公演であったが、アート.0/、企業 VI、財団

の�つの異なった立場の支援者によるこのユニークなコラボレーショ

ンは、芸術面でも、また観客の拡大という面でも一定の成果を生ん

だものと思う。この�年の間に、企業等によるコンテンポラリーダン

スへの支援は充実し、若手のプレゼンテーションの場も増えた。わ

れわれとしては、この試みもひとまず役割を終えたと判断し、新たな

支援プログラムをまた模索していきたいと考えている。

＊　　＊　　＊

　なお本年度「フランス・ダンス・��」VIIより、寄付金約���万円を受

け入れた。当財団としては、この寄付金を基に、����年度より、日

仏間のダンス交流を促進するプログラムを新設する意向である。「フ

ランス・ダンス・��」の関係者の皆様に御礼を述べたいと思う。

I�� 石井達朗「ネクネクダンサーズ、師走の乱拍子」（「ネクスト・ネクスト」プログラ
ム����）

II�� $REAMTIME�IN�-ORISHITA�3TUDIOS������	
III�� 工事費����万円を、森下スタジオ修繕基金資産より充当
IV�� 主催：パークタワー・アートプログラム、提供：東京ガス都市開発株式会社
V�� $!.#%�"/8は現在!RT�4HEATER�D"を運営する.0/
VI�� アサヒビール株式会社、トヨタ自動車株式会社にも継続的な支援を頂いた
VII�� ����年度、日本全国で開催された、フランスのコンテンポラリー･ダンスを紹介
するフェスティバル。主催はフランス外務省!&&!、フランス大使館、朝日新聞
社、フランス・ダンス・��実行委員会。
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)N������� THE�3AISON�&OUNDATION�SUPPORTED�lFTY
lVE�PROJECTS�
AND�COMPANIES���MOSTLY�IN�THE�lELDS�OF�CONTEMPORARY�THEATER�
AND�DANCE���AND�EXPENDED�A�TOTAL�OF�c�����������FOR�GRANTS��
WHILE�ALSO�SPONSORING�AND�CO
SPONSORING�lVE�EVENTS�

!LTHOUGH�WE�HAD�TO�KEEP�REDUCING�OUR�GRANT�EXPENSE�BUDGET�
FOR�TWO�YEARS�IN�A�ROW��WE�WERE�ABLE�TO�AVERT�THIS�IN������THROUGH�
EFlCIENT�ASSET�MANAGEMENT�AND�RE
EXAMINATION�OF�OUR�ANNUAL�
EXPENDITURES��7E�WILL�MAKE�EVERY�EFFORT� TO� INCREASE�OUR�GRANT�
EXPENSE�BUDGET��HOWEVER�GRADUALLY� IT�MAY�BE�� IN� THE�COMING�
YEARS�


����
����

4HE�YEAR������WAS�THE�TENTH�ANNIVERSARY�OF� THE�OPENING�OF�

-ORISHITA�3TUDIO��A�BUILDING�WITH�REHEARSAL�FACILITIES�OWNED�AND�
OPERATED�BY�THE�3AISON�&OUNDATION��3INCE�ITS�OPENING�IN�������
THE�THREE�STUDIOS�WITHIN�THE�BUILDING�HAVE�MORE�OR�LESS�BEEN�FUL

LY�OCCUPIED�AND�A�TOTAL�OF�MORE�THAN�����ARTISTS�COMPANIES�HAVE�
USED�THE�STUDIOS�FOR�CREATING�NEW�WORKS�AND�OR�FOR�WORKSHOPS�

,OOKING�BACK�AT�THE�STEPS�WE�HAD�TO�TAKE�TILL� THE�OPENING�OF�
-ORISHITA�3TUDIO�TEN�YEARS�AGO��)�RECALL�THAT�IT�WAS�EXTREMELY�DIF

lCULT�TO�MAKE�OUR�INTENTIONS�UNDERSTOOD�BY�OUR�AUTHORIZING�GOV

ERNMENT�AGENCY�� 3INCE�THE�ESSENTIAL�POLICY�OF�OUR� FOUNDATION�
HAS�BEEN�TO�SUPPORT� THE�CREATIVE�PROCESS�OF�ARTISTS�ON�A� LONG

TERM�BASIS�AND�IN�A�COMPOUND�WAY��THE�IDEA�OF�CREATING�REHEARS

AL�FACILITIES�WAS�A�NATURAL�CONSEQUENCE�FOR�US��9ET�IT�TOOK�A�LONG�
TIME�FOR�THE�GOVERNMENT�AGENCY�TO�APPROVE�THE�CONSTRUCTION�OF�
THE�BUILDING��)N�THOSE�DAYS��PROGRAMS�SUPPORTING�THE�PERFORMING�
ARTS�BY�MOST�GRANT
MAKING�FOUNDATIONS� IN�*APAN�WERE�MERELY�
LIMITED� TO�PROJECT
ONLY�GRANTS� FOR�PERFORMANCES�OR� TO�PROVIDE�
SCHOLARSHIPS�TO�INDIVIDUAL�ARTISTS��THE�ACT�OF�A�GRANT
MAKING�FOUN

DATION�BUILDING�A�SPACE�WITH�REHEARSAL�FACILITIES�AND�OPERATING�IT�
BY�ITSELF�WAS�UNHEARD�OF�

-UCH�HAS�CHANGED�WITHIN�THE�PAST�DECADE��.OWADAYS�� IT� IS�
COMMON�FOR�LOCAL�GOVERNMENTS�OR�CORPORATIONS�TO�SUPPORT�THE�
ARTS�BY�PROVIDING�REHEARSAL�SPACES�TO�THEATER�AND�DANCE�COM

PANIES��7E�FEEL� THAT�A�PRIVATE�GRANT
MAKING�FOUNDATION�SHOULD�
ESSENTIALLY�CREATE�PRECEDENTS�AND�TO�PRESENT�THEM�TO�SOCIETY�IN�
THIS�WAY��RATHER�THAN�TO�FOLLOW�OR�TO�BE�BOUND�BY�THEM�

!S�ORIGINALLY�PLANNED��-ORISHITA�3TUDIO�HAS�BEEN�USED�MOSTLY�
AS�A�PLACE�TO�CREATE�NEW�WORK��!MONG�THE�TEN�COMPANIES�NOW�
RECEIVING�GRANTS�UNDER�THE�TWO�!RTISTIC�#REATIVITY�%NHANCEMENT�
�!#%	�0ROGRAMS��SEVEN�THAT�ARE�BASED�IN�4OKYO�USED�THE�3TUDIO�
FOR�����DAYS�IN�TOTAL�IN�lSCAL�YEAR�������4HE�NEXT�CATEGORY�THAT�
USED�THE�3TUDIO�MOST�FREQUENTLY�AFTER�THE�!#%�COMPANIES�WERE�
EDUCATIONAL�PROJECTS�OR�DATA�SHARING�COMMUNICATION�PROJECTS�
THAT�WE�SUPPORTED�INTENSIVELY�UNDER�OUR�#REATIVE�%NVIRONMENT�
)MPROVEMENT�0ROGRAM��-ORE� THAN� TWENTY�WORKSHOPS��PLUS�
EXCHANGE�COMMUNICATION�PROJECTS�SUCH�AS� THE� )NTERNATIONAL�
4HEATRE�-ANAGEMENT�-EETING�OR�THE�!SIA�0ERFORMANCE�!RT�-EET

ING�IN�4OKYO��WERE�HELD�AT�-ORISHITA�3TUDIO�IN������

)N�ADDITION�TO�THE�ABOVE�PROJECTS��THERE�HAS�BEEN�AN�INCREASE�

-ASAO�+ATAYAMA
-ANAGING�$IRECTOR

!BOUT�/UR�0ROGRAMS�IN�����
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IN�THE�NUMBERS�OF�SMALL
SCALE�PERFORMANCES�AND�SHOWINGS�BE

ING�HELD�AT� THE�3TUDIO�RECENTLY��4HE�3TUDIO�WAS�DESIGNED�AND�
BUILT� FOR�REHEARSAL�USE��NOT�FOR�ACTUAL�PERFORMANCES��)T� IS�AN�IN

CONVENIENT�VENUE�TO�HOLD�PERFORMANCES�SINCE�THERE�ARE�NO�BACK

STAGE�DRESSING�ROOMS�AND�THE�STAGE�EQUIPMENT�AND�DEVICES�ARE�
INADEQUATE��.EVERTHELESS��hTHE�INTIMACY�BETWEEN�THE�STAGE�AND�
THE�AUDIENCE�UNIQUE�TO�THIS�STUDIO�THAT�BRINGS�THE�TWO�CLOSELY�TO

GETHERv�I�HAS�BEEN�RECOGNIZED�AS�AN�ADVANTAGE�IN�DEVELOPMENT�
PROGRAMS�AND�EVENTS�IN�WHICH�YOUNG�ARTISTS�ARE�OFFERED�OPPOR

TUNITIES�TO�PRESENT�THEIR�WORK�BEFORE�PUBLIC�AUDIENCES��SUCH�AS�
OUR�SPONSORSHIP�PROGRAM�KNOWN�AS�.EXT�.EXT�DANCE�SHOWCASE�
EVENT��WHICH�ENDED�IN�������OR�EXPERIMENTAL�PRODUCTIONS�BY�
OUR�GRANTEES�SUCH�AS�4HEATRE�#OMPANY�2INKOGUN�S�0HILIPPINE�
"EDTIME�3TORIES�OR�5ZUME�4HEATER�S�4HE�.IGHT�0OT��!DDITIONALLY��
A�NUMBER�OF�WORKSHOPS�PRESENTATIONS�OR�WORK
IN
PROGRESS�SHOW

ING�EVENTS�HAVE�BEGUN�TO�BE�lRMLY�ESTABLISHED�AS�PROGRAMS�THAT�
REmECT�THE�UNIQUE�ROLE�OF�-ORISHITA�3TUDIO�

2EmECTING�AT�THE�PAST��WE�REALIZE�THAT�THE�POTENTIAL�OF�-ORISHI

TA�3TUDIO�HAS�BEEN�TESTED�CONSTANTLY�THROUGH�THE�IMAGINATION�OF�
THE�ARTISTS�DURING�THIS�DECADE��!�FEW�YEARS�AGO��/NG�+ENG�3EN��
THE�ARTISTIC�DIRECTOR�OF�THE�3INGAPOREAN�COMPANY�4HEATRE7ORKS��
CREATED�AND�STAGED�A�WORK�AT�-ORISHITA�3TUDIO�THAT�CHALLENGINGLY�
PURSUED�THE�ISSUE�OF�WAR�AND�THE�PRESENT�AGE�THROUGH�DISCUS

SIONS�AND�WORKSHOPS�WITH�*APANESE�CONTEMPORARY�ARTISTS��II�/NG�
IS�ONE�OF�THE�ARTISTS�WHO�EXPANDED�THE�BOUNDARIES�AT�-ORISHITA�
3TUDIO�� )N�lSCAL�YEAR�������/NG�CONDUCTED�A�RESIDENCY�AT� THE�
3TUDIO� FOR� TWO�MONTHS��AND�DURING� THIS�PERIOD�HE�MET�MANY�
ARTISTS� INCLUDING�OUR�GRANTEES�AND�AWARDEES�AND�HELD�VARIOUS�
DISCUSSIONS�WITH�THEM�WHILE�CREATING�NEW�WORK�AND�DOING�RE 

SEARCH�ON�HIS�OWN��/N�WEEKENDS��/NG�GAVE�PRESENTATIONS�ON�HIS�
PAST�COLLABORATION�PROJECTS��WHICH�ATTRACTED�A� LARGE�AUDIENCE�
FROM�THE�ARTS�WORLD��/NG�S�USE�OF�-ORISHITA�3TUDIO�AS�A�LOCATION�
TO�DISCUSS��TO�CONTEMPLATE��AND�TO�REPEAT�TRIAL�AND�ERROR�WITHOUT�
ANY�lXED�RESULT�OF�WORK�IN�MIND�ALSO�SUGGESTS�THE�FUTURE�OF�THE�
PLACE�

)N�������-ORISHITA�3TUDIO�UNDERWENT�MINOR�REFURBISHMENT�TO�
REPAIR�PARTS�AND�AREAS�THAT�HAVE�SUFFERED�FROM�WEAR�AND�TEAR�� III�

(OW�THIS�LOCATION�WILL�EVOLVE�DURING�THE�NEXT�TEN�YEARS�IS�SOME

THING�WE�OURSELVES�ARE�LOOKING�FORWARD�TO�


����
����

!S�MENTIONED�ABOVE�� THE�YEAR������WAS� THE�lFTH�AND�lNAL�

YEAR�OF� THE�.EXT�.EXT�DANCE�SHOWCASE��WHICH�HAD�BEEN�HELD�
ANNUALLY�SINCE�������4HIS�EVENT��WHICH�PRESENTED�THE�WORKS�OF�
YOUNG�CHOREOGRAPHERS��ORIGINALLY�BEGAN�WHEN�-ORISHITA�3TUDIO�
BECAME�THE�REHEARSAL�VENUE�FOR�THE�ARTISTS�PARTICIPATING�IN�THE�
0ARK�4OWER�.EXT�$ANCE�&ESTIVAL��IV

7HILE�THE�.EXT�$ANCE�&ESTIVAL�WAS�ALREADY�RECOGNIZED�AS�A�
GATEWAY�FOR�YOUNG�CHOREOGRAPHERS�AT� THE�TIME��OUR�FOUNDATION�
HAD�BEEN�SUPPORTING�DANCE�DEVELOPMENT�PROGRAMS�FOR�YOUNG�
CHOREOGRAPHERS�CONTINUOUSLY�FOR�SOME�YEARS�THAT�WERE�COORDI


NATED�BY�SMALL�PERFORMING�ARTS�SPACES�SUCH�AS�34�3POT�OF�9OKO

HAMA��3ESSION�(OUSE�OF�4OKYO��AND�$!.#%�"/8�OF�/SAKA�V��7E�
THEN�THOUGHT�THAT�BY�LINKING�THESE�TWO�DIFFERENT�LEVELS�OF�DANCE�
DEVELOPMENT�SCHEMES��AND�BY�PROVIDING�ANOTHER�SET�OF�OPPORTU

NITIES�TO�NEW�TALENTED�ARTISTS��AN�EFFECTIVE�FRAME�OF�SUPPORT�COULD�
BE�CONSTRUCTED��-ORISHITA�3TUDIO�WAS�THE�IDEAL�VENUE�FOR�SUCH�
A�SHOWCASE�FOR�ARTISTS�AIMING�TO�PARTICIPATE�IN�THE�.EXT�$ANCE�
&ESTIVAL�THE�FOLLOWING�YEAR�SINCE�ITS�SIZE�IS�JUST�BETWEEN�THE�0ARK�
4OWER�(ALL�AND�THE�ABOVE�THREE�SMALL�PERFORMING�ARTS�SPACES�

!LTHOUGH�.EXT�.EXT�WAS�AN�EVENT� THAT� TOOK�PLACE�ONCE�A�
YEAR�IN�$ECEMBER��WE�BELIEVE�THE�UNIQUE�COLLABORATION�AMONG�
NON
PROlT�ART�ORGANIZATIONS��CORPORATIONS �VI��AND�A�FOUNDATION��
EACH�HAVING�A�DIFFERENT�STANCE�WITHIN�THE�CONTEMPORARY�DANCE�
SCENE��CREATED�SUCCESSFUL�RESULTS� FROM�AN�ARTISTIC�VIEWPOINT�AS�
WELL�AS� IN� THE�CULTIVATION�OF�NEW�AUDIENCES��7ITHIN�THESE�lVE�
YEARS��THE�LEVEL�OF�CORPORATE�SUPPORT�TO�CONTEMPORARY�DANCE�HAS�
ENHANCED��AND�PRESENTATION�OPPORTUNITIES�FOR�YOUNG�CHOREOGRA

PHERS�HAVE�ALSO�INCREASED��7E�FEEL�THAT�.EXT�.EXT�HAS�COMPLETED�
ITS�ROLE�FOR�THE�TIME�BEING�AND�NOW�HOPE�TO�EXPLORE�NEW�SUPPORT�
PROGRAMS�FOR�THE�FUTURE�


����
����

,ASTLY��WE�ARE�DELIGHTED�TO�MENTION�THAT�OUR�FOUNDATION�HAS�

RECEIVED�A�DONATION�OF�c���������� FROM�THE� FRANCE�DANSE����
FESTIVAL�OFlCE�IN������VII��7ITH�THIS�GENEROUS�GIFT��WE�PLAN�TO�START�
A�NEW�DANCE�EXCHANGE�DEVELOPMENT�PROGRAM�BETWEEN�&RANCE�
AND�*APAN�FROM�������7E�WOULD�LIKE�TO�TAKE�THIS�OPPORTUNITY�TO�
THANK�THOSE�AT�THE�FRANCE�DANSE����FESTIVAL�OFlCE�

I�� &ROM�AN�ESSAY�BY�DANCE�CRITIC�4ATSURO�)SHII�FOR�THE�.EXT�.EXT���PROGRAM�
II�� $REAMTIME�IN�-ORISHITA�3TUDIOS�
III�� 2EFURBISHMENT�EXPENSES�WERE�c�����������AND�APPROPRIATED�FROM�THE�

REPAIRS�AND�REFURBISHMENT�RESERVE�FUND�FOR�THE�3TUDIO�
IV�� 3PONSORED�BY�THE�0ARK�4OWER�!RT�0ROGRAM�AND�PRESENTED�BY�4OKYO�'AS�

5RBAN�$EVELOPMENT�#O���,TD�
V�� $!.#%�"/8�IS�NOW�A�NON
PROlT�ORGANIZATION�MANAGING�A�THEATER�CALLED�

!RT�4HEATER�D"�
VI�� 4HE�.EXT�.EXT�DANCE�SHOWCASE�EVENT�ALSO�RECEIVED�CONTINUOUS�SUPPORT�

FROM�!SAHI�"REWERIES��,TD��AND�4OYOTA�-OTOR�#ORPORATION�
VII�� !�FESTIVAL�HELD�THROUGHOUT�*APAN�IN������TO�PROMOTE�CONTEMPORARY�

&RENCH�DANCE��SPONSORED�BY�THE�&RENCH�-INISTRY�OF�&OREIGN�!FFAIRS��!S

SOCIATION�&RANÎAISE�D�!CTION�!RTISTIQUE��!&!!	��4HE�%MBASSY�OF�&RANCE�
IN�*APAN��!SAHI�3HIMBUN��AND�THE�FRANCE�DANSE����COMMITTEE�



パニーのような親密さと活気に満ちていた。

　東京外での地域間交流も活発に行われて

いる。おかやまアートファームによる岡山舞台

芸術ゼミナールは三年間の助成期間を経て、

����年度より.0/法人アートファームとして

満を持しての活動が始まる。/RT
D�Dの倉迫

康史が総合演出、プロデュースを務める創作

ネットワーク委員会『昏睡』上演プロジェクト

は、各地域の演出家をひとつの作品で結ぶ

ユニークな演劇作品である。こふく劇場（宮

崎）の永山智行が書いた戯曲を山口の自由

下僕（0/0�4(%!42%��）、北九州の泊篤志

（飛ぶ劇場）、鳥取の森本孝文（演劇企画夢

/2%3）の�地域の演出家／劇団の協力のも

とに各地域で創作・上演された。地域の演

出家たちから立ち上がったネットワークによ

る新たな創作方法の提案として非常に興味

深いものだった。ダンスの分野でも、地域

ではまだ十分ではないコンテンポラリーダン

スのすそ野を広げるため、毎年開催されてい

るワークショップ・フェスティバル「京都の暑

い夏」で来日した講師を地域に派遣するダン

ス・ワークショップ・リンク事務局にも助成を

開始した。助成期間に、ワークショップ運営

のノウハウや他地域との交流を深め、最終的

には各地域で自立した運営がなされることを

期待している。

　また今年度は、日本では、あまり理解の進

んでいない芸術分野におけるマーケティング

の問題を舞台芸術環境フォーラム地域マネ

ジメントセンターが取り扱った第�回国際劇

場経営セミナー会議「集客から創客へ／ )4

社会とアーツマーケティング、その可能性。」

や、制作者の仕事の可能性を海外の事例か

ら考察するアートネットワーク・ジャパンの

国内プログラム
.ATIONAL�0ROGRAMS

現代演劇・舞踊助成｜創造環境整備
助成対象��件／助成総額：����������円

■演劇教育

池内美奈子
ショーケースを目的としたヴォイスとムーヴメン
ト・トレーニング
����年��月��日－����年�月��日
東京（森下スタジオ）
���������円��スタジオ提供��日間

ウインドミルオフィス
演劇を創る上での理論と実践
����年�月�日－����年�月��日
東京（永代リバースポット、こまばアゴラ劇場、森
下スタジオ）
�������円��スタジオ提供�日間

特定非営利活動法人�ＳＴスポット横浜
スパーキング���VOL���
����年�月��日－����年�月��日
神奈川（34スポット、岩崎ミュージアム山手ゲー
テ座、赤レンガ倉庫一号館ほか横浜市内施設）
���������円��スタジオ提供��日間

シアター・ジャパン・プロダクションズ
ニューヨーク・アクターズ・ワークショップ�イン�
東京
����年�月�日－�月��日
東京（森下スタジオ）
スタジオ提供��日間

　創造環境整備プログラムでは、現代演劇・

舞踊界の創造基盤に関わる問題解決・改善

に向けての活動を支援することを目的として

いる。����年度は��件の事業を採択した。

　今年度、現代演劇の創造環境を巡る問題

で、ひとつの大きな動きとなったのは、����

年�月より開設が決まった新国立劇場の演劇

研修所による俳優養成研修である。当財団

でも支援を続けてきた俳優指導者養成ゼミ

����イントロダクション・コース�リフレッシュ

コースのネットワークユニット$UOやショー

ケースを目的としたヴォイスとムーヴメント・

トレーニングの池内美奈子らがコーディネー

ターや講師として名前を連ねている。早くか

ら、日本の現代演劇の俳優育成については

強い問題意識をもって活動していた二人な

ので、今後の活躍に期待したい。

　また、海外で活躍するダンサー／振付家の

「里帰り」ダンスワークショップは、今年度で助

成の最終年度を迎えた。現在は、ザ・フォーサ

イス�カンパニーに所属する安藤洋子（5.$/）

による安藤洋子ダンスワークショップ、マルセ

イユ国立バレエ団の遠藤康行が、ローザスの

社本多加と立ち上げた"/NO"/3が、森下

スタジオを使用して年に�～�回、定期的に

三年間継続してワークショップを実施した。

安藤は、当時所属していたフランクフルトバ

レエ団の同僚を招き、ボディトレーニングとイ

ンプロビゼーションを中心としたワークショッ

プ、遠藤は、社本と共に創作の方法を、音楽、

映像などの要素を取り込みながら探るワーク

ショップを行った。最終年度は、ヨーロッパ

でのコンテンポラリーダンスの状況を生で体

験出来る場とあって、双方のワークショップと

も、多くの参加者を得、さながらひとつのカン

�．�現代演劇・舞踊助成̶創造環境整備
#ONTEMPORARY�4HEATER�AND�$ANCE���#REATIVE�%NVIRONMENT�)MPROVEMENT�0ROGRAM

��

『ドラマトゥルクの可能性を巡って』、実務経

験豊かな制作者たちが中心となってアーツ・

マネジャーたちの海外留学の情報交流推進

を目的に立ち上げられた芸術分野海外研修

サポートプロジェクトなど、意欲的な事業が

実施された。これらは、日本のアーツ・マネ

ジャーたちの専門度を向上させる非常に有

益な機会となった。



株式会社ティーファクトリー
川村毅＋笠井叡��台詞と身体のワークショップ
����年�月��日－�月��日
東京（森下スタジオ）
スタジオ提供�日間

株式会社�花組芝居
平成新女形講習
����年��月��日－��月��日
東京（森下スタジオ）
�������円��スタジオ提供��日間

ネットワークユニット$UO
俳優指導者養成ゼミ������イントロダクション・
コース�リフレッシュ・コース
����年��月�日－��月��日
東京（森下スタジオ）
���������円��スタジオ提供��日間

■舞踊教育

5.$/
安藤洋子ダンスワークショップ
����年��月��日－��月��日
東京（森下スタジオ）
�������円��スタジオ提供��日間

木佐貫ダンスオフィス
����年木佐貫邦子＋NÏO��夏期集中ダンスワー
クショップ
����年�月��日－�月��日
東京（森下スタジオ）
スタジオ提供��日間

京都ダンスアカデミー
第�回京都ダンスアカデミー�IN�3UMMER���IN�
7INTER
����年�月�日－����年�月��日
京都（京都芸術センター）
���������円

株式会社ステーション
������のステップで綴る記憶� �ワークショップ
（中馬芳子�4HE�3CHOOL�OF�(ARD�+NOCKS）
����年�月��日－����年�月�日
東京、新潟、岩手、アメリカ（森下スタジオ、スー
パーデラックス、川冶神社、リハーサルスタジオ、
ベーコン・アート・センターほか）
���������円��スタジオ提供��日間

セッションハウス企画室
セッションハウス・レジデンス��アーティスト・シス
テム
����年�月�日－����年�月��日
東京（セッションハウス地下スタジオ・セッション
ハウス・ガーデン、森下スタジオ）
�������円��スタジオ提供�日間

3・/・,・/���������/NTARIO�,IMITED
3・/・,・/�#LASS���4ALK�0ROJECT�6OL���
����年�月�日－�月��日
東京（森下スタジオ）
スタジオ提供�日間

特定非営利活動法人��ダンスボックス
$!.#%�"/8̶コンテンポラリーダンス育成支
援プログラム̶
����年�月�日－����年�月��日
大阪（!RT�4HEATRE�D"）
���������円

4RANSPARENCE
表現する身体ワークショップ� �～失われた時を求
めて
����年��月��日－��月��日
東京（森下スタジオ）
スタジオ提供�日間

"/NO"/3
創造活動における方法と可能性の模索
����年��月��日－��月��日
東京（森下スタジオ）
�������円��スタジオ提供��日間

■舞台芸術全般

おかやまアートファーム
岡山舞台芸術ゼミナール
����年�月��日－����年�月��日
岡山（岡山市立旧出石小学校、岡山市立西川アイ
プラザ）
���������円　

■情報交流

.0/法人アートネットワーク・ジャパン
!.*講座シリーズ6OL���ドラマトゥルクの可能性
を巡って
����年�月��日
東京（東京ドイツ文化センター）
���������円

芸術分野海外研修サポートプロジェクト
芸術分野海外研修サポートプロジェクト
����年�月�日－����年�月��日
東京（森下スタジオ、カンバス）
���������円��スタジオ提供�日間

創作ネットワーク委員会
『昏睡』上演プロジェクト
����年�月��日－��月��日
宮崎、山口、東京（門川総合文化会館､三股町立
文化会館、山口情報芸術センター ､にしすがも創
造舎）
���������円�

ダンス・アンド・メディア・ジャパン
ダンスとメディア�����
����年�月�日－�月��日
東京、京都、山口（スパイラルホール、京都造形
芸術大学スタジオ��、山口情報芸術センター、
アップリンクギャラリー、森下スタジオほか）
�������円��スタジオ提供�日間

ダンス・ワークショップ・リンク事務局
ダンス・ワークショップ・リンク

4HE�CHOREOGRAPHER�DANCER�!KIRA�+ASAI�AT�THE�4AKESHI�+AWAMURA���!KIRA�+ASAI�
7ORKSHOP�ORGANIZED�BY�4�FACTORY�AT�-ORISHITA�3TUDIO��*UNE������

��

-INAKO�)KEUCHI��LEFT	�AT�THE�6OICE�AND�-OVEMENT�4RAINING�7ORKSHOP�AT�-ORISHITA�
3TUDIO�



4HE�#REATIVE�%NVIRONMENT�)MPROVEMENT�
0ROGRAM�SUPPORTS�PROJECTS�AND�ACTIVITIES�
AIMED�TO�OVERCOME�OBSTACLES� IN�OR� TO� IM

PROVE�THE�INFRASTRUCTURE�THAT�SUSTAINS�CON

TEMPORARY�THEATER�AND�DANCE�IN�*APAN���)N�
������TWENTY
THREE�PROJECTS�WERE�AWARDED�
GRANTS�AND�OR�PRIORITY�USE�OF�-ORISHITA�3TU

DIO�UNDER�THIS�PROGRAM�

/NE� OF� THE� MOST� SIGNIlCANT� IS SUES�
CONCERNING� THE�CREATIVE�ENVIRONMENT�OF�
*APANESE�CONTEMPORARY� THEATER� IN������
WAS� THE�ANNOUNCEMENT�OF�A� TRAINING�AND�
DEVELOPMENT� PROGRAM� FOR� ACTORS� AT� THE�
.EW�.ATIONAL�4HEATER�S�$RAMA�3TUDIO� IN�
4OKYO��WHICH�OPENED�IN�!PRIL�������7HAT�
IS�NOTEWORTHY� IS� THAT� TWO�OF�OUR�GRANTEES�
ARE�PARTICIPATING�IN�THIS�PROGRAM�AS�COOR

DINATORS�AND� INSTRUCTORS��ONE� IS�-EGUMI�
+AWAMINAMI�OF�.ETWORK�5NIT�$UO��WHO�
HAS�ORGANIZED�INTRODUCTORY�AND�REFRESHER�
COURSES� FOR�ACTING� INSTRUCTORS�� THE�OTHER�
IS�VOICE� TRAINER�-INAKO� )KEUCHI��4HE� TWO�
HAVE�BEEN�ACTIVELY� INVOLVED�WITH�A�STRONG�
AWARENESS�IN�ACTING�TRAINING�IN�CONTEMPO

RARY�*APANESE�THEATER�FROM�AN�EARLY�PERIOD��
AND�WE�EXPECT�THEM�TO�MAKE�A�HUGE�CONTRI

BUTION�TO�THIS�AREA�

����� WAS� ALSO� THE� lNAL� YEAR� OF� SUP 

PORT� TOWARDS� THE�SO 
CALLED�hHOMECOMING�
WORKSHOPSv�BY�*APANESE�DANCERS�WORKING�
OUTSIDE�OF�*APAN��4HE�5.$/�WORKSHOP�BY�
9OKO�!NDO��CURRENTLY�A�DANCER�OF�4HE�&OR

SYTHE�#OMPANY��AND�THE�"ONO"/3�WORK

SHOP�BY�9ASUYUKI�%NDO�OF�"ALLET�.ATIONAL�
DE�-ARSEILLES�AND�4AKA�3HAMOTO�OF�2OSAS�
EACH�USED�-ORISHITA�3TUDIO�FOR�ONE�OR�TWO�
lXED�PERIODS�PER�YEAR�FOR�THREE�YEARS�IN�A�
ROW��!NDO��WHO�WAS�AT�THE�TIME�A�MEMBER�
OF�"ALLETT�&RANKFURT�� INVITED�HER�COLLEAGUES�
AS�INSTRUCTORS�AND�HELD�WORKSHOPS�FOCUSED�
ON�BODY�TRAINING�AND�IMPROVISATION��%NDO�
AND�3HAMOTO�CONDUCTED�WORKSHOPS� THAT�

-OVEMENT�INSTRUCTOR�9OU
RI�9AMANAKA�AT�THE�3EMINAR�FOR�!CTORS��4EACHERS�IN�
����
)NTRODUCTION�COURSE�AND�2ETRAINING�COURSE�ORGANIZED�BY�.ETWORK�5NIT�$UO�
AT�-ORISHITA�3TUDIO��$ECEMBER������

4HE��TH�$ANCE�!CADEMY�+YOTO�IN�3UMMER���IN�7INTER�

��

EXPLORED�THE�POSSIBILITIES�OF�CREATION�ALONG�
WITH�OTHER�GENRES�SUCH�AS�MUSIC�AND�VIDEO��
"Y� THE�END�OF� THEIR�GRANT�PERIOD�OF� THREE�
YEARS��THE�TWO�WORKSHOPS��WHICH�PROVIDED�
lRSTHAND�EXPERIENCE�OF�%UROPEAN�CONTEM

PORARY�DANCE� TECHNIQUES�AND�STYLES��HAD�
A�HUGE�FOLLOWING�AND�ALMOST�EVEN�HAD�THE�
INTIMACY�AND�ENERGY�OF�REAL�DANCE�COMPA

NIES�

!DDITIONALLY�� A� NUMBER� OF� LIVELY� EX

CHANGE�PROJECTS�TOOK�PLACE�AMONG�REGIONS�
OUTSIDE� OF� 4OKYO�� !FTER� OUR� FOUNDATION�
SUPPORTED� ITS� SEMINARS� FOR� THREE�YEARS� IN�
A�ROW��/KAYAMA�!RTFARM�WILL�START�AS�AN�
OFlCIALLY�APPROVED�.ON
0ROlT�/RGANIZA

TION� �.0/	� IN� ������#REATIVE�.ETWORK�
#OMMITTEE�PRESENTED�A�PLAY�CALLED�#/-!��
WHICH�WAS�A�UNIQUE� THEATER�PROJECT� LINK

ING�SEVERAL� REGIONAL�DIRECTORS��/RGANIZED�
BY� +OJI� +URASAKO� OF� /RT 
 D�D��� WHO� WAS�
EXECUTIVE�DIRECTOR�AND�PRODUCER�OF� THIS�
PROJECT�� PLAYWRIGHT�DIRECTOR� 4OMOYUKI�
.AGAYAMA�OF�#OFUKU�'EKIJYO�OF�-IYAZAKI�
PREFECTURE�WROTE�THE�SCRIPT��AND�3HITABOKU�
*IYU� OF� THE� 9AMAGUCHI 
BASED� COMPANY�
0/0�4(%!42% ��9A	��!TSUSHI�4OMARI�OF�
4OBUGEKIJYOU�OF�+ITAKYUSHU��AND�4AKAFUMI�
-ORIMOTO�OF� THE� THEATER�COMPANY�9UME�
/RES�OF�4OTTORI�PARTICIPATED�AS�DIRECTORS�
OF� THE�PLAY��WHICH�WAS�STAGED� IN�EACH�OF�
THE�ABOVE�AREAS��4HE�PROPOSAL�OF�THIS�NEW�
CREATIVE�METHOD�FROM�A�REGIONAL�NETWORK�
OF�DIRECTORS�WAS�EXTREMELY�REMARKABLE�� )N�
CONTEMPORARY�DANCE��WHICH�IS�STILL�A�GENRE�
THAT� REQUIRES�MUCH�WORK� IN�ORDER� TO�GAIN�
RECOGNITION�IN�RURAL�AREAS��WE�HAVE�STARTED�
GIVING�GRANTS� TO� THE�+YOTO 
BASED�$ANCE�
7ORKSHOP�,INK� �$7,	�/FlCE��WHO�DIS 

PATCHED�INTERNATIONAL�DANCE�ARTISTS�VISITING�
*APAN�FOR�THEIR�(OT�3UMMER�IN�+YOTO�DANCE�
WORKSHOP�FESTIVAL� TO�VARIOUS�REGIONS��$UR

ING�ITS�GRANT
RECEIVING�PERIOD��$7,�HOPES�

����年�月�日－�月�日
福岡、愛媛、広島、高知、宮城、京都（パピオビー
ルーム、三ノ上万由美バレエスタジオ、松山大学、
$!.#%�#2%!-、グリーンアリーナ武道場、青葉
区中央市民センターほか）
���������円�

特定非営利活動法人（.0/）舞台芸術環境フォー
ラム地域演劇マネジメントセンター
第�回�国際劇場経営セミナー会議「集客から創
客へ／ )4社会とアーツマーケティング、その可能
性。」
����年�月��日－�月��日
東京（森下スタジオ）
���������円��スタジオ提供�日間

4HE�#OMPOSITE�3UPPORTING�0ROGRAM�FOR�2AISING�
THE�#ONTEMPORARY�$ANCE�!RTISTS��%NVIRONMENTS�
ORGANIZED�BY�$!.#%�"/8����0HOTO��+AORI�)TO



#ONTEMPORARY�4HEATER�AND�$ANCE���
#REATIVE�%NVIRONMENT�)MPROVEMENT�
0ROGRAM
���'RANTEES�4OTAL�APPROPRIATIONS��c����������

��7ORKSHOPS�AND�%DUCATIONAL�0ROJECTS

;4HEATER�$RAMA=

(ANAGUMI�3HIBAI
(EISEI�3HIN
/NNAGATA�7ORKSHOP
.OVEMBER����n�.OVEMBER���������
4OKYO��-ORISHITA�3TUDIO	
c�����������3TUDIO�2ENTAL�����DAYS

)KEUCHI�-INAKO
6OICE�AND�-OVEMENT�4RAINING�#ULMINATING�
IN�A�3HOWCASE
$ECEMBER����������n�&EBRUARY���������
4OKYO��-ORISHITA�3TUDIO	
c�������������3TUDIO�2ENTAL�����DAYS

.ETWORK�5NIT�$UO
3EMINAR�FOR�!CTOR�S�4EACHERS�IN�����
)NTRO

DUCTION�COURSE�AND�2ETRAINING�COURSE
$ECEMBER���n�$ECEMBER���������
4OKYO��-ORISHITA�3TUDIO	
c�������������3TUDIO�2ENTAL�����DAYS

34�3POT�9OKOHAMA
3PARKING����VOL���
*ULY����������n�-ARCH���������
+ANAGAWA��34�SPOT�ETC�	
c�������������3TUDIO�2ENTAL�����DAYS

4�FACTORY
4AKESHI�+AWAMURA���!KIRA�+ASAI�7ORKSHOP
*UNE����n�*UNE���������
4OKYO��-ORISHITA�3TUDIO	
3TUDIO�2ENTAL����DAYS

4HEATRE�*APAN�0RODUCTIONS��)NC�
.EW�9ORK�!CTORS�7ORKSHOP�IN�4OKYO
!UGUST���n�!UGUST���������
4OKYO��-ORISHITA�3TUDIO	
3TUDIO�2ENTAL�����DAYS

7INDMILL�/FlCE
4HEORY�AND�0RACTICE�FOR�$EVELOPING�A�0LAY
-AY���������n�-ARCH���������

4OKYO��+OMABA�!GORA�4HEATER��-ORISHITA�3TUDIO�
ETC	
c����������3TUDIO�2ENTAL����DAYS

;$ANCE=

"/NO"/3
7ORKSHOP�FOR�RESEARCHING�MOVEMENT�AND�
CREATIVITY
$ECEMBER����n�$ECEMBER���������
4OKYO��-ORISHITA�3TUDIO	
c�����������3TUDIO�2ENTAL�����DAYS

.0/�$!.#%�"/8
4HE�#OMPOSITE�3UPPORTING�0ROGRAM�FOR�
2AISING�#ONTEMPORARY�$ANCE�!RTISTS���%NVI

RONMENTS
!PRIL���������n�-ARCH���������
/SAKA��!RT�4HEATRE�D"	
c���������

+�$ANCE�/FlCE
+)3!.5+)�+5.)+/���NÏO�$!.#%�7/2+

3(/0�).�35--%2�����
!UGUST����n�3EPTEMBER���������
4OKYO��-ORISHITA�3TUDIO	
3TUDIO�2ENTAL�����DAYS

+YOTO�$ANCE�!CADEMY
4HE��TH�$ANCE�!CADEMY�+YOTO�IN�3UMMER�
��IN�7INTER
!UGUST���������n�-ARCH���������
+YOTO��+YOTO�!RT�#ENTER	
c���������

3ESSION�(OUSE�0LANNING�/FlCE�
3ESSION�(OUSE�2ESIDENCE�!RTISTS�3YSTEM
!PRIL���������n�-ARCH���������
4OKYO��3ESSION�(OUSE��-ORISHITA�3TUDIO	
c�����������3TUDIO�2ENTAL����DAYS

3�/�,�/����������/NTARIO�,IMITED
#LASS���4ALK�0ROJECT�6OL���
*ULY���n�*ULY���������
4OKYO��-ORISHITA�3TUDIO	
3TUDIO�2ENTAL����DAYS

3TATION
34!4)/.!29�-/4)/.��������34%03�7/2+

3(/0
*UNE����������n�&EBRUARY��������

&IRST�SYMPOSIUM�ORGANIZED�BY�THE�5NITED�&ELLOWS�FOR�THE�!RTS��*UNE�������AT�
-ORISHITA�3TUDIO�

(UMAN�.ETWORK�OF�0ERFORMINGA�!RTS�#/-!�0ROJECT�IN�9AMAGUCHI��&EBRUARY���������
0HOTO��3HUJI�+UBOTA

��

TO�SHARE�WORKSHOP�MANAGEMENT�SKILLS�WITH�
OTHER� REGIONS�AND�ENHANCE�COMMUNICA

TION�AMONG�THOSE�AREAS�SO� THAT� THEY�MAY�
BECOME�SELF
SUFlCIENT�IN�THE�END�

&URTHERMORE��WE�SUPPORTED�A�NUMBER�OF�
ARTS�MANAGEMENT
RELATED�PROJECTS�IN�������
SUCH�AS� THE� SEMINAR�CONFERENCE� THAT� FO 

CUSED�ON�THE�ISSUE�OF�MARKETING�IN�THE�ARTS��
WHICH�IS�A�CONCEPT�THAT�IS�STILL�UNFAMILIAR�IN�
*APAN��ENTITLED�4HIRD� )NTERNATIONAL�4HEATRE�
-ANAGEMENT�-EETING���&ROM�!TTRACTING�
AN�!UDIENCE� TO�#REATING�AN�!UDIENCE�!RTS�
-ARKETING�AND�ITS�0OTENTIAL�IN�THE�)4�3OCIETY�
BY� THE�0ERFORMING�!RTS�%NVIRONMENTAL�
&ORUM��0!%&	��AND�!RT�.ETWORK�*APAN�S�
LECTURE�ENTITLED�3EEKING�0ERSPECTIVES�OF�
$RAMATURGY��WHICH�EXAMINED� THE�POSSI 

BILITIES�OF�ARTS�MANAGERS�WITH�CASE�STUDIES�
FROM�ABROAD��PLUS�THE�HIGHLY�MOTIVATED�AC

TIVITIES�OF�THE�5NITED�&ELLOWS�OF�THE�!RTS��
AN�ORGANIZATION� FOUNDED�BY�EXPERIENCED�
ARTS�MANAGERS�COMMITTED� TO�PROMOTE� IN

FORMATION
SHARING�ON�OVERSEAS�STUDIES�AND�
INTERNSHIPS��4HESE�PROJECTS�AND�ACTIVITIES�
PROVED�TO�BE�EXTREMELY�USEFUL�IN�IMPROVING�
THE�EXPERTISE�OF�*APANESE�ARTS�MANAGERS�



4OKYO��.IIGATA��)WATE��53!��-ORISHITA�3TUDIO��
3UPER�$ELUXE��+AWAJI�3HRINE��2EHEARSAL�3TUDIO��
"EACON�!RTS�#ENTER�ETC	
c�������������3TUDIO�2ENTAL�����DAYS

4RANSPARENCE
7ORKSHOP�OF�EXPRESSION���THE�REVIEW�OF�
THE�0AST�4IME
.OVEMBER����n�.OVEMBER���������
4OKYO��-ORISHITA�3TUDIO	
3TUDIO�2ENTAL����DAYS

5.$/
9OKO�!NDO�$ANCE�7ORKSHOP
/CTOBER����n�.OVEMBER���������
4OKYO��-ORISHITA�3TUDIO	
c�����������3TUDIO�2ENTAL�����DAYS

;'ENERAL=

/KAYAMA�!RTFARM
/KAYAMA�0ERFORMING�!RTS�3EMINARY�VOL��
!PRIL����������n�*ANUARY���������
/KAYAMA��)ZUISHI�3CHOOL��.ISHIKAWA�!I�0LAZA	
c���������

;$ATA�3HARING�#OMMUNICATION=

!RTS�.ETWORK�*APAN
!.*�LECTURE�SERIES�6OL���3EEKING�0ERSPEC

TIVES�OF�$RAMATURG
-ARCH���������
4OKYO��'OETHE
)NSTITUT�4OKYO	
c�����������

#REATIVE�.ETWORK�#OMMITTEE
#/-!�0ROJECT
&EBRUARY����n�&EBRUARY���������
-IYAZAKI��9AMAGUCHI��4OKYO��+ADOGAWA�#UL

TURE�(ALL��-INATA
#HO�#ULTURE�(ALL��9AMAGUCHI�
#ENTER�FOR�!RTS�AND�-EDIA��.ISHI
3UGAMO�!RTS�
&ACTORY	
c���������

$ANCE�AND�-EDIA�*APAN
$ANCE�AND�-EDIA�����
!UGUST���n�!UGUST���������
4OKYO��+YOTO��9AMAGUCHI��3PIRAL�(ALL��+YOTO�
5NIVERSITY�OF�!RT�AND�$ESIGN��9#!-、�5PLINK�
'ALLERY��-ORISHITA�3TUDIO�ETC	
c�����������3TUDIO�2ENTAL����DAYS

$ANCE�7ORKSHOP�,INK�/FlCE
$ANCE�7ORKSHOP�,INK
!PRIL���n�-AY��������
&UKUOKA��%HIME��(IROSHIMA��+OUCHI��-IYAGI��
+YOTO��0APIO�"EE�2OOM��-INOKAMI�-AYUMI�
"ALLET�3TUDIO��-ATSUYAMA�5NIV���$ANCE�#REAM��
'REEN�!RENA�"UDOJO��!OBAKU�#OMMUNITY�#EN

TER�ETC	
c�����������

0ERFORMING�!RTS�%NVIROMENTAL�&ORUM��0!%&	
4HE�4HIRD�)NTERNATIONAL�4HEATRE�-ANAGE

MENT�-EETING���&ROM�!TTRACTING�AN�!UDI

ENCE�TO�#REATING�AN�!UDIENCE��!RTS�-ARKET

ING�AND�ITS�0OTENTIAL�IN�THE�)4�3OCIETY
&EBRUARY����n�&EBRUARY���������
4OKYO��-ORISHITA�3TUDIO	
c�������������3TUDIO�2ENTAL����DAYS

5NITED�&ELLOWS�OF�THE�!RTS
5NITED�&ELLOWS�OF�THE�!RTS
!PRIL���������n�-ARCH���������
4OKYO��-ORISHITA�3TUDIO��&REE�3PACE�#ANVAS	
c�������������3TUDIO�2ENTAL����DAY

　芸術団体に対し複数年にわたって運営助

成を行う本プログラムでは、現代演劇・舞踊

界での活躍が今後期待される若手と、次段

階としてさらに国際的な活躍が期待される中

堅の芸術団体の育成を目的とし、芸術創造

活動 )と))の�段階（原則としてそれぞれ�年

間の継続助成）で、助成金の交付および森

下スタジオの提供による支援を行っている。

　本年度は芸術創造活動 )の助成対象者と

して、舞踊の"!4)+が新たに選抜された。

また昨年度芸術創造活動 )を終了した演劇

の劇団指輪ホテルと、����年度に終了した

舞踊のレニ・バッソが芸術創造活動))に採

択され、前年度からの)、))の継続助成をあわ

せると��団体への助成を行った。

　"!4)+は、����年に設立された、黒田育

世振付による作品創造を中心とする、女性

ダンサーによって構成されるダンスカンパ

ニー。バレエのテクニックを基礎に持った

カンパニーとして、多様化するコンテンポラ

リーダンスの表現の中で「踊ること」にこだ

わる活動を展開している。作品創造の根源

として、皮膚感覚を大切にし、いまここにあ

る身体に向き合うことから始め、抽象論的で

はない身体の存在自体の違和感を探求して

いく。主宰の黒田は����年に「ランコント

ル・コレグラフィック・アンテルナショナル・

ドゥ・セーヌ・サン・ドニ（旧バニョレ国際振

付賞）ヨコハマプラットフォーム」にてナショ

ナル協議員賞、静岡県舞台芸術センター主

催「30!#�ダンス・フェスティバル�����」に

て優秀賞、「4/9/4!�#(/2%/'2!0(9�

!7!2$�����」にて「次代を担う振付家賞」

（グランプリ）と「オーディエンス賞」、また

����年には朝日舞台芸術賞・キリンダンス

��



�．�現代演劇・舞踊助成̶芸術創造活動
#ONTEMPORARY�4HEATER�AND�$ANCE���!RTISTIC�#REATIVITY�%NHANCEMENT��!#%	�0ROGRAMS

サポートを受賞している。

　継続助成が決まったもののうち、�件が本

年度で継続助成最終年度を迎えた。芸術創

造活動 )を終了した舞踊のニブロールは�年

間を通じて精力的に活動し、海外公演のみ

ならず、美術の分野でも海外進出を実現、ま

た演劇分野におけるコラボレーションの機会

を得るなど様々な展開がみられた。また芸

術創造活動 ))を終了した演劇の-/./は

現代演劇の劇団の中でもメジャーな存在に

なるまでに発展を遂げた。とりわけ劇団活動

と並行しながら劇作家・演出家としてさまざ

まな仕事をこなし、その作品が映画化され、

かつ英訳されるようになった主宰・土田英生

の成長が大きい。

　本年度の活動概要については後述のデー

タ編を参照されたい。

　また、本年度より新たに、今後の活動が期

待される若手アーティストへの支援策の一

環として、芸術鑑賞やワークショップ参加な

どの研修を奨励する若手奨励助成を開始し

た。このプログラムは、若手アーティストが

他者の作品を鑑賞したり知見を深める機会

を増やすことによって刺激を受け、自身の作

品へのフィードバックに生かし、ひいては優

れた舞台芸術作品の創造につながることを

目的としている。今年度は、演劇分野では、

劇団、本谷有希子の本谷有希子、劇団�5GLY�

DUCKLINGの池田祐佳理と樋口美友喜、南

船北馬一団の棚瀬美幸、三条会の関美能

留、舞踊分野では#O�山田うんの山田うん

に対し、総額��万円の奨励金を付与した。

4HE�!RTISTIC�#REATIVITY�%NHANCEMENT�
�!#%	� 0ROGRAMS��WHICH� OFFER�OPERATING�
SUPPORT� TO� THEATER�AND�DANCE�COMPANIES�
ON�A�MULTI 
YEAR�BASIS� THROUGH�GRANTS�AND�
PRIORITY�USE�OF�-ORISHITA�3TUDIO��ARE�DIVIDED�
INTO� TWO� LEVELS��BASICALLY� THREE�YEARS� FOR�
EACH� LEVEL	��4HE�lRST� LEVEL��0ROGRAM�)�� IS�
DESIGNED�TO�SUPPORT�THE�YOUNG�GENERATION�
OF�ARTISTS�WHOSE�ACTIVITIES�ARE�EXPECTED�TO�
MAKE�AN� IMPACT�ON� THE�lELDS�OF�CONTEM

PORARY�*APANESE� THEATER�OR�DANCE� IN� THE�
FUTURE��0ROGRAM�))� IS� FOR� THE�FURTHER�DEVEL

OPMENT�OF�SUCH�SIGNIlCANT�COMPANIES�WHO�
ARE�EXPECTED�TO�BECOME�ACTIVE�WITHIN�THE�
INTERNATIONAL�PERFORMING�ARTS�COMMUNITY�

)N� ������ THE� DANCE� COMPANY� "!4)+�
WAS�NEWLY�SELECTED�AS�AN�!#%�0ROGRAM�)�
GRANTEE��!DDITIONALLY��THE�THEATER�COMPANY�
9UBIWA�(OTEL��AND�DANCE�COMPANY�,ENI

"ASSO��WHO�COMPLETED� THEIR�!#%� )�GRANT

RECEIVING�PERIODS�IN������AND������RESPEC

TIVELY�� JOINED� THE�0ROGRAM� ))�CATEGORY��!�
TOTAL�OF�TEN�COMPANIES�WERE�AWARDED�SUP

PORT�UNDER�THESE�TWO�PROGRAMS�IN������

"!4)+� IS�AN�ALL 
 FEMALE�COMPANY� THAT�
WAS� FOUNDED� IN������BY�CHOREOGRAPHER�
DANCER�)KUYO�+URODA��7ITHIN�THE�*APANESE�
CONTEMPORARY�DANCE�SCENE�WHERE� FORMS�
OF�ARTISTIC�EXPRESSION�HAVE�BECOME�DIVER

SIlED��"!4)+��A�COMPANY� FOUNDED�UPON�
BALLET
 TECHNIQUES��HAS�CREATED�WORKS� THAT�
SHOWS�ITS�ADHERENCE�TO�DANCE�OR�TO�DANCING��
!S� THE�SOURCE�OF� THEIR�WORKS��CUTANEOUS�
SENSATION�PLAYS�AN�IMPORTANT�ROLE��AND�CRE

ATION�BEGINS�FROM�FACING�THE�PHYSICAL�BODY�
THAT�EXISTS�HERE�AND�NOW�AND�BY�PURSUING�
THE� SENSATION�OF�CONGRUITY���NOT� IN� THE�
ABSTRACT�SENSE�OF�THE�WORD�BUT�WITH�A�REAL��
INTENSE�FEELING�OF�IT���THAT�ARISES�FROM�THE�
VERY�EXISTENCE�OF� THE�BODY��+URODA�� THE�
ARTISTIC�DIRECTOR�OF� THE�COMPANY��HAS�WON�
MANY�AWARDS� INCLUDING� THE�.ATIONAL�!D

VISORY�0ANEL�!WARD�AT�THE�9OKOHAMA�0LAT

FORM�OF�THE�2ENCONTRES�#HOREOGRAPHIQUES�
)NTERNATIONALES�DE�3EINE 
 3AINT 
$ENIS� IN�
������THE�%XCELLENT�7ORK�0RIZE�AT�THE�30!#�
$ANCE�&ESTIVAL� ������ SPONSORED�BY�3HI 

ZUOKA�0ERFORMING�!RTS�#ENTER�� THE�'RAND�
0RIZE�AND�ALSO�THE�!UDIENCE�!WARD�AT� THE�
4OYOTA�#HOREOGRAPHY�!WARD�IN�������AND�

THE�0ERFORMING�!RTS�!WARD�PLUS� THE�+IRIN�
3PECIAL�'RANT� FOR� THE�$ANCE�AT� THE�!SAHI�
0ERFORMING�!RTS�!WARDS�IN������

!MONG�THE�GRANT�RECIPIENTS�OF� THE� TWO�
PROGRAMS�� THE� FOLLOWING� TWO�COMPLETED�
THEIR�GRANT
 RECEIVING� TERMS� IN�������4HE�
DANCE�COMPANY�.IBROLL��A�GRANTEE�OF�0RO 

GRAM�)��SPENT�ITS�THREE�YEARS�WORKING�ENTHU

SIASTICALLY�AND�EXTENSIVELY��AS�A�RESULT��THEY�
DID�AN�OVERSEAS� TOUR�AS�WELL�AS�MAKING�A�
DEBUT� INTO� THE�VISUAL�ARTS�SCENE��AND�PAR

TICIPATED�IN�A�COLLABORATIVE� THEATER�PIECE��
&URTHERMORE��-/./��WHICH�COMPLETED�ITS�
TERM�IN�0ROGRAM�))��BECAME�A�SUCCESSFUL�
MAJOR�COMPANY�WITHIN� THE�CONTEMPORARY�
THEATER� SCENE� IN� *APAN��7HAT�WAS�ESPE 

CIALLY� REMARKABLE�WAS� THE�DEVELOPMENT�
OF�(IDEO�4SUCHIDA�AS�A�PLAYWRIGHT�AND�A�
DIRECTOR��WHO�COMPLETED�VARIOUS�PROJECTS�
DURING�THE�COMPANY�S�GRANT
RECEIVING�TERM�
AND�WHOSE�WORKS�WERE�ADAPTED�TO�lLM�AND�
TRANSLATED�INTO�%NGLISH�

$ETAILS�ON�THE�ACTIVITIES�OF�THE�GRANTEES�
UNDER�THIS�PROGRAM�DURING������ARE�LISTED�
IN�THE�FOLLOWING�PAGES�

&URTHERMORE��WE� STARTED�A�NEW�GRANT�
PROGRAM�THIS�YEAR�AS�PART�OF�OUR�SCHEME�
TO� SUPPORT� YOUNG�PROMISING�ARTISTS���A�
PROGRAM�WHICH�ENCOURAGES�SUCH�ARTISTS�TO�
COME�INTO�CONTACT�WITH�WORKS�OF�ART�OR� TO�
PARTICIPATE� IN�WORKSHOPS��"Y� INCREASING�
OPPORTUNITIES� TO�EXPERIENCE�OTHER�ARTISTS��
WORKS�AND�TO�ENRICH�THEIR�KNOWLEDGE��WHILE�
ALSO� REmECTING�UPON� THEIR�OWN�WORK��WE�
HOPE�TO�STIMULATE�THESE�YOUNG�GRANT
RECIP

IENTS�TO�CREATE�EXCELLENT�WORKS�IN�THE�lELD�
OF�PERFORMING�ARTS��&OR�THE�lRST�YEAR�OF�THIS�
PROGRAM��A�TOTAL�OF�c��������WERE�GIVEN�AS�
GRANTS�TO�THE�THEATER�COMMUNITY�INCLUDING�
9UKIKO�-OTOYA�OF�GEKIDAN�MOTOYAYUKIKO��
9UKARI� )KEDA�AND�-IYUKI�(IGUCHI�OF�5GLY�
DUCKLING��-IYUKI�4ANASE�OF�.ANSEN�(OKU

BA�)CHIDAN��AND�-INORU�3EKI�OF�3ANJYOKAI��
AND�ALSO�TO�5N�9AMADA�OF�#O��9AMADA�5N�
FROM�THE�DANCE�COMMUNITY�

国内プログラム
.ATIONAL�0ROGRAMS

��



現代演劇・舞踊助成｜芸術創造活動�)
助成対象�件／助成総額����������円
#ONTEMPORARY�4HEATER�AND�$ANCE���!RTISTIC�#REATIVITY�
%NHANCEMENT�0ROGRAM�)
��'RANTEES�4OTAL�APPROPRIATIONS��c����������

����年度より
&ROM�����

バティック［舞踊／東京］
"!4)+�;DANCE�4OKYO=

主宰：�黒田育代（振付家・ダンサー）
制作：�高樹光一郎
ARTISTIC�DIRECTOR��)KUYO�+URODA��CHOREOGRAPHER��
DANCER	
PRODUCER��+OICHIRO�4AKAGI
NON
T DC��SO
NET�NE�JP
HTTP���MY
BB�COM�BATIK�

■�継続助成対象期間
����年度から����年度まで
■�����年度の助成内容
年度：����年�月�日－����年�月��日
金額：���������円
スタジオ提供（����年�月から����年�月までの
期間）：��日間
■�����年度の主な活動
【公演活動】
�月：トヨタコレオグラフィーアワード����受賞者
公演『3(/+5ｰFULL�VERSIONｰ』　
��月：3)$!.#%（3EOUL� )NTERNATIONAL�$ANCE�
&ESTIVAL）出場『3)$%�"』
$ANCE�5MBRELLA�&ESTIVAL（ロンドン）出場『3)$%�"』
『3(/+5ｰFULL�VERSIONｰ』　
��月：アイホールダンスコレクション�VOL�����
"!4)+�,5$%.3合同公演『3)$%�"』（兵庫）　
【その他】
����年度朝日舞台芸術賞・キリンダンスサポート
を受賞

�'RANT
RECEIVING�TERM
&ROM������TO�����
�$ETAILS�ON�SUPPORT�DURING�lSCAL�YEAR�����
&ISCAL�YEAR��!PRIL���������¥-ARCH���������
'RANT��c���������
3TUDIO�2ENTAL���BETWEEN�*UNE������TILL�-AY�
����	�����DAYS
�-AJOR�ACTIVITIES�DURING�lSCAL�YEAR�����
;0ERFORMANCES=
!UGUST��0REMIER�OF�3(/+5nFULL�VERSIONn�IN�
4OKYO��4/9/4!�#(/2%/'2!0(9�!7!2$������
7INNER�S�0ERFORMANCE	
/CTOBER��0ERFORMANCE�OF�3)$%�"�AT�3)$!.#%�
�3EOUL�)NTERNATIONAL�$ANCE�&ESTIVAL	
0ERFORMANCE�OF�3)$%�"��3(/+5nSOLO�VERSIONn�AT�
$ANCE�5MBRELLA�,ONDON
$ECEMBER��0ERFORMANCE�OF�3)$%�"�AT�!)�(!,,�
$!.#%�#/,,%#4)/.�6/,����IN�(YOGO
;/THER=
+URODA�RECEIVES�0ERFORMING�!RTS�!WARD�AND�
+IRIN�3PECIAL�'RANT�FOR�THE�$ANCE�AT�4HE�!SAHI�
0ERFORMING�!RTS�!WARDS�����

3(/+5nFULL�VERSIONn��!UGUST���������PHOTO��+OICHIRO�3AITO

)KUYO�+URODA���0HOTO��+EIKO�3ATO

��



��

����年度より
&ROM�����

うずめ劇場［演劇／福岡］
5ZUME�4HEATER�;THEATER�&UKUOKA=

主宰：�ペーター・ゲスナー（演出家）
制作：�五島朋子
ARTISTIC�DIRECTOR��0ETER�'OESSNER��DIRECTOR	
PRODUCER��4OMOKO�'OTO
17$����� NIFTY�NE�JP
HTTP���WWW�UZUME�ORG

0ETER�'OESSNER

■�継続助成対象期間
����年度から����年度まで
■�����年度の助成内容
年度：����年�月�日－����年�月��日
金額：���������円
スタジオ提供（����年�月から����年�月までの
期間）：��日間
■�����年度の主な活動
【公演活動】
�月：第��回うずめ劇場公演『夜壺』福岡公演およ
び第��回カイロ国際実験演劇祭招聘公演
��月：『夜壺』東京公演（森下スタジオ）　
�月：第��回うずめ劇場公演『ねずみ狩り』福岡公
演
【その他】
�����月日本演劇学会����年秋の研究集会シン
ポジウム「アジア演劇の視座」にゲスナーがパネ
リストとして参加　
���唐十郎『夜壺』英訳およびアラビア語訳　
����月「うずめ新聞」発行

�'RANT
RECEIVING�TERM
&ROM������TO�����
�$ETAILS�ON�SUPPORT�DURING�lSCAL�YEAR�����
&ISCAL�YEAR��!PRIL���������¥-ARCH���������
'RANT��c���������
3TUDIO�2ENTAL���BETWEEN�*UNE������TILL�-AY�
����	�����DAYS
�-AJOR�ACTIVITIES�DURING�lSCAL�YEAR�����
;0ERFORMANCES=
3EPTEMBER��0ERFORMANCES�OF�+ARA�*URO�S�4HE�
.IGHT�0OT�IN�&UKUOKA�AND�AT�4HE���TH�#AIRO�
)NTERNATIONAL�&ESTIVAL�FOR�%XPERIMENTAL�4HEATER
.OVEMBER��0ERFORMANCES�OF�4HE�.IGHT�0OT�AT�
-ORISHITA�3TUDIO�IN�4OKYO
-ARCH��0ERFORMANCES�OF�0ETER�4URRNI�S�3HOOTING�
2ATS�IN�&UKUOKA�
;/THER�PROJECTS=
��.OVEMBER��'OESSNER�PARTICIPATES�AS�A�PANELIST�
IN�A�SYMPOSIUM�ON�!SIAN�THEATER�AT�THE�
�����AUTUMN�MEETING�OF�THE�*APANESE�3OCIETY�
FOR�4HEATRE�2ESEARCH
���4RANSLATION�OF�+ARA�*URO�S�4HE�.IGHT�0OT�INTO�
%NGLISH�AND�!RABIC
���-ARCH��0UBLISHING�OF�THE�COMPANY�S�NEWSLETTER�
5ZUME�3HIMBUN

!�SCENE�FROM�PERFORMANCE�OF�4HE�.IGHT�0OT�IN�+ITAKYUSHU��&UKUOKA	��3EPTEMBER���������0HOTO�BY�9ASUSHI�%GUCHI



����年度より
&ROM�����

珍しいキノコ舞踊団［舞踊／東京］
3TRANGE�+INOKO�$ANCE�#O��;DANCE�4OKYO=

主宰：�伊藤千枝（振付家・ダンサー）
制作：�大桶�真
ARTISTIC�DIRECTOR��#HIE�)TO��CHOREOGRAPHER��
DANCER	
PRODUCER��-AKOTO�/OOKE
MAIL STRANGEKINOKO�COM
HTTP���WWW�STRANGEKINOKO�COM

■�継続助成対象期間
����年度から����年度まで
■�����年度の助成内容
年度：����年�月�日－����年�月��日
金額：���������円
スタジオ提供（����年�月から����年�月までの
期間）：��日間
■�����年度の主な活動
【公演活動】
�月：『&,/7%2�0)#+).'』ストックホルム公演　
��月：『&,/7%2�0)#+).'』愛知、富山公演　
�月：新作『家まで歩いてく。』埼玉公演
【その他】
ワークショップ、振付、出演など多数。

�'RANT
RECEIVING�TERM
&ROM������TO�����
�$ETAILS�ON�SUPPORT�DURING�lSCAL�YEAR�����
&ISCAL�YEAR��!PRIL���������¥-ARCH���������
'RANT��c���������
3TUDIO�2ENTAL���BETWEEN�*UNE������TILL�-AY�
����	�����DAYS
�-AJOR�ACTIVITIES�DURING�lSCAL�YEAR�����
;0ERFORMANCES=
!UGUST��0ERFORMANCES�OF�&,/7%2�0)#+).'�IN�
3TOCKHOLM
/CTOBER��0ERFORMANCES�OF�&,/7%2�0)#+).'�IN�
!ICHI�AND�4OYAMA
-ARCH��0REMIERE�OF�)�M�WALKING�TO�MY�HOME�IN�
3AITAMA
;/THER�PROJECTS�AND�EVENTS=
7ORKSHOPS��CHOREOGRAPHY�FOR�OTHER�PROJECTS��
ETC�

&ROM�THE�PERFORMANCE�OF�&,/7%2�0)#+).'�IN�3TOCKHOLM��!UGUST���������0HOTO��$EFYRA

#HIE�)TO���0HOTO��$AVID�$UVAL
3MITH�

��



����年度より
&ROM�����

ニブロール［舞踊／東京］
.IBROLL�;DANCE�4OKYO=

主宰：�矢内原美邦（振付家・ダンサー）
制作：�伊藤剛
ARTISTIC�DIRECTOR��-IKUNI�9ANAIHARA�
�CHOREOGRAPHER��DANCER	
PRODUCER��4AKESHI�)TO
INFO NIBROLL�COM
HTTP���WWW�NIBROLL�COM�

■�継続助成対象期間
����年度から����年度まで
■�����年度の助成内容
年度：����年�月�日－����年�月��日
金額：���������円
スタジオ提供（����年�月から����年�月までの
期間）：��日間
■�����年度の主な活動
【公演活動】
�月：トヨタコレオグラフィーアワードに矢内原が
出場　
�月：『./4%3』東京公演、,AOKOON�&ESTIVAL�参加
公演（ハンブルク）　
��月：『$RY�&LOWER』ニューヨーク公演　
【その他】
�月：上海ビエンナーレに『$RY�&LOWER』映像イン
スタレーションにて参加　
�月：遊園地再生事業団と演劇『東京／不在／ハム
レット』を共同制作

�'RANT
RECEIVING�TERM
&ROM������TO�����
�$ETAILS�ON�SUPPORT�DURING�lSCAL�YEAR�����
&ISCAL�YEAR��!PRIL���������¥-ARCH���������
'RANT��c���������
3TUDIO�2ENTAL���BETWEEN�*UNE������TILL�-AY�
����	�����DAYS
�-AJOR�ACTIVITIES�DURING�lSCAL�YEAR�����
;0ERFORMANCES=
*UNE��9ANAIHARA�PRESENTS�./4%3�AT�THE�4OYOTA�
#HOREOGRAPHY�!WARD������
!UGUST��0ERFORMANCES�OF�./4%3�IN�4OKYO�AND�AT�
THE�,AOKOON�&ESTIVAL�IN�(AMBURG
.OVEMBER��0ERFORMANCE�OF�$RY�&LOWER�IN�.EW�
9ORK
;/THER�PROJECTS�AND�EVENTS=
3EPTEMBER��6ISUAL�)NSTALLATION�OF�$RY�&LOWER�AT�
THE�3HANGHAI�"IENNALE�EXHIBITION
*ANUARY��#OLLABORATION�WORK�OF�4OKYO�
&UZAI�(AMLET�WITH�THE�THEATER�COMPANY�
9UENCHISAISEIJIGYOUDAN�IN�4OKYO

$RY�&LOWER�IN�.EW�9ORK��.OVEMBER���������0HOTO��3ATOMI�3HIRAI

-IKUNI�9ANAIHARA

��



����年度より
&ROM�����

指輪ホテル［演劇／東京］
9UBIWA�(OTEL�;THEATER�4OKYO=

主宰：�羊屋白玉（劇作家・演出家・俳優）
制作：�上田�茂
ARTISTIC�DIRECTOR��3HIROTAMA�(ITSUJIYA��PLAYWRIGHT��
DIRECTOR��AND�ACTOR	
PRODUCER��3HIGERU�5EDA
RECEPTION YUBIWAHOTEL�COM
HTTP���WWW�YUBIWAHOTEL�COM

■�継続助成対象期間
����年度から����年度まで
■�����年度の助成内容
年度：����年�月�日－����年�月��日
金額：���������円
スタジオ提供（����年�月から����年�月までの
期間）：��日間
■�����年度の主な活動
【公演活動】
�月：『)T�S�5P�4O�9OU～赦されざる乙女たち』埼
玉公演、『指輪ホテル��星空レビュー』東京公演　
�月：岸田理生作品連続上演参加作品『リア』東京
公演　
【その他】
�月：『3.!+%』埼玉公演（羊屋白玉による演出）　
【ワークショップ講師活動】
�月：「ソロ（孤独）はおんなの原点」東京・森下ス
タジオ、演出者協会主催「演劇大学IN札幌」
��月：青年団･アゴラ劇場主催「日韓合同ワーク
ショップ」
�月：演出者協会主催「演劇大学IN横浜」

�'RANT
RECEIVING�TERM
&ROM������TO�����
�$ETAILS�ON�SUPPORT�DURING�lSCAL�YEAR�����
&ISCAL�YEAR��!PRIL��������¥-ARCH���������
'RANT��c���������
3TUDIO�2ENTAL���BETWEEN�*UNE������TILL�-AY�
����	�����DAYS
�-AJOR�ACTIVITIES�DURING�lSCAL�YEAR�����
;0ERFORMANCES=
-AY��0ERFORMANCE�OF�)T�S�5P�4O�9OU�n�4HE�
5NFORGIVEN�'IRLS�n�IN�3AITAMA��4HE�3TARRY�3KY�
REVUE�IN�4OKYO
*ULY��0ERFORMANCE�OF�,EAR�WRITTEN�BY�2IO�+ISHIDA�
IN�4OKYO
;/THER�PROJECTS=
*ANUARY��0ERFORMANCE�OF�3.!+%�DIRECTED�BY�
(ITSUJIYA�IN�3AITAMA

!�SCENE�FROM�,EAR�IN�4OKYO��*ULY�������

3HIROTAMA�(ITSUJIYA���0HOTO��-ASAHIKO�4ANIGUCHI

��

現代演劇・舞踊助成｜芸術創造活動�))
助成対象�件／助成総額����������円
#ONTEMPORARY�4HEATER�AND�$ANCE���!RTISTIC�#REATIVITY�
%NHANCEMENT�0ROGRAM�))
��'RANTEES�4OTAL�APPROPRIATIONS��c����������



��

レニ・バッソ［舞踊／東京］
,ENI
"ASSO�;DANCE�4OKYO=

����年度より
&ROM�����

主宰：�布施龍一
芸術監督：�北村明子（振付家・ダンサー）
EXECUTIVE�DIRECTOR��2YUICHI�&USE�
ARTISTIC�DIRECTOR��!KIKO�+ITAMURA��CHOREOGRAPHER��
DANCER	
RYUICHI?FUSE LENI
BASSO�COM
HTTP���WWW�LENI
BASSO�COM�

!KIKO�+ITAMURA���PHOTO��!YAKO�.AGATSUMA

■�継続助成対象期間
����年度から����年度まで
■�����年度の助成内容
年度：����年�月�日－����年�月��日
金額：���������円
スタジオ提供（����年�月から����年�月までの
期間）：��日間
■�����年度の主な活動
【公演活動】
�月：『&INKS』スウェーデン公演　
�月：新作『'HOSTLY�2OUND』長野、東京公演　
�月：『&INKS』カナダ・アメリカツアー、マレーシア
公演
【海外共同製作】
�月：4HE�'ROUP�-OTION�-ULTIMEDIA�$ANCE�
4HEATER委嘱作品のためフィラデルフィアに滞在
【その他】
�月：東京芸術見本市出展　
��月：モントリオールの芸術見本市#).!23に出
展
�月－��月：都内でワークショップ　

�'RANT
RECEIVING�TERM
&ROM������TO�����
�$ETAILS�ON�SUPPORT�DURING�lSCAL�YEAR�����
&ISCAL�YEAR��!PRIL��������¥-ARCH���������
'RANT��c���������
3TUDIO�2ENTAL���BETWEEN�*UNE������TILL�-AY�
����	�����DAYS
�-AJOR�ACTIVITIES�DURING�lSCAL�YEAR�����
;0ERFORMANCES=
!UGUST��0ERFORMANCES�OF�&INKS�IN�3WEDEN
&EBRUARY�� 0ERFORMANCES�OF�'HOSTLY�2OUND�IN�
.AGANO�AND�4OKYO
-ARCH��&INKS������53
#ANADA�4OUR�AND�-ALAYSIA�
4OUR
;)NTERNATIONAL�#OLLABORATION=
3EPTEMBER��2ESIDENTIAL�#OLLABORATION�WITH�THE�
'ROUP�-OTION�-ULTIMEDIA�$ANCE�4HEATER�IN�
0HILADELPHIA
;/THER�!CTIVITIES=
!UGUST��0RESENTATION�AT�4OKYO�0ERFORMING�!RTS�
-ARKET�����
.OVEMBER��0RESENTATION�AT�#).!23�����
-AYn.OVEMBER��7ORKSHOPS�IN�4OKYO

!�SCENE�FROM�'HOSTLY�2OUND��&EBRUARY���������0HOTO��!YAKO�.AGATSUMA



��

����年度より
&ROM�����

桃園会［演劇／大阪］
4ÙENKAI�;THEATER�/SAKA=

主宰：�深津篤史（劇作家・演出家）
制作：�長谷川一馬
ARTISTIC�DIRECTOR��3HIGEFUMI�&UKATSU�（PLAYWRIGHT��
DIRECTOR）
PRODUCER��+AZUMA�(ASEGAWA
CAW����� POP���ODN�NE�JP
HTTP���WWW�GEOCITIES�CO�JP�(OLLYWOOD�����

■�継続助成対象期間
����年度から����年度まで
■�����年度の助成内容
年度：����年�月�日－��月��日
金額：���������円
■�����年度の主な活動
【公演活動】
�月：『中野金属荘、0+戦』兵庫公演　
�月：『中野金属荘、0+戦』東京公演　
�月：番外企画・観客参加エチュード大阪公演『決
められない三人』、国際演劇交流セミナー����（大
阪）ドラマリーディング『ローズィの食卓』（リック・
シオミ作）　
��月：『熱帯夜』『うちやまつり』�作連続公演（大
阪）　　
��月：����年アジア演劇祭IN関西参加公演『熱
帯夜』『うちやまつり』�作連続上演（兵庫）

�'RANT
RECEIVING�TERM
&ROM������TO�����
�$ETAILS�ON�SUPPORT�DURING�lSCAL�YEAR�����
&ISCAL�YEAR��*ANUARY��¥$ECEMBER���������
'RANT��c���������
�-AJOR�ACTIVITIES�DURING�lSCAL�YEAR�����
;0ERFORMANCES=
-AY��.AKANOKINZOKUSOU��0+SEN�PREMIERED�IN�
(YOGO
*UNE��0ERFORMANCE�OF�.AKANOKINZOKUSOU��0+SEN�
IN�4OKYO
3EPTEMBER��0ERFORMANCE�OF�4HREE�0ERSONS�
7HO�#ANNOT�$ECIDE�AND�DRAMA�READING�OF�2ICK�
3HIOMI�S�2OSIE�S�#AFÏ�IN�/SAKA
.OVEMBER��0ERFORMANCES�OF�.ETTAIYA�AND�
5CHIYAMATSURI�IN�/SAKA
$ECEMBER��0ERFORMANCES�OF�.ETTAIYA�AND�
5CHIYAMATSURI�IN�(YOGO

&ROM�THE�PERFORMANCE�OF�5CHIYAMATSURI�IN�/SAKA��.OVEMBER���������0HOTO��%IJI�3HIRASAWA

3HIGEFUMI�&UKATSU���0HOTO��2YUZO�)SHIKAWA



Dance Theatre LUDENS［舞踊／東京］
$ANCE�4HEATRE�,5$%.3�;DANCE�4OKYO=

����年度より
&ROM�����

主宰：�岩淵多喜子（振付家・ダンサー）
ARTISTIC�DIRECTOR��4AKIKO�)WABUCHI��CHOREOGRAPHER��
DANCER	
DT?LUDENS HOTMAIL�COM
HTTP���MEMBERS�TRIPOD�CO�JP�LUDENS�

■�継続助成対象期間
����年度から����年度まで
■�����年度の助成内容
年度：����年�月�日－����年�月��日
金額：���������円
スタジオ提供（����年�月から����年�月までの
期間）：���日間
■�����年度の主な活動
【公演活動】
�月：『"E』ペンシルバニア公演�ワークショップ
�月：『"E』滋賀公演�ワークショップ　
�月：『"E』インドネシア公演（インドネシアダンス
フェスティバル参加）　
�月：『$ISTANCE』神奈川公演　
��月：『"E』岡山・長崎公演（*#$.主催「踊りにい
くぜ��」参加）、『!GAINST�.EWTON』兵庫公演　　
【ワークショップ】
�月：夏季ワークショップ　
��月：�日間集中秋季ワークショップ　
��月：冬季ワークショップ　
�月：スペシャルワークショップ　
�月：春季スペシャルワークショップ

�'RANT
RECEIVING�TERM
&ROM������TO�����
�$ETAILS�ON�SUPPORT�DURING�lSCAL�YEAR�����
&ISCAL�YEAR��!PRIL��������¥-ARCH���������
'RANT��c���������
3TUDIO�2ENTAL���BETWEEN�*UNE������TILL�-AY�
����	������DAYS
�-AJOR�ACTIVITIES�DURING�lSCAL�YEAR�����
;0ERFORMANCES=
!PRIL��0ERFORMANCES�OF�"E�AND�WORKSHOP�IN�
0ENNSYLVANIA
-AY��0ERFORMANCES�OF�"E�AND�WORKSHOP�IN�3HIGA
*ULY��0ERFORMANCES�OF�"E�IN�)NDONESIA
3EPTEMBER��0ERFORMANCES�OF�$ISTANCE�IN�
+ANAGAWA
.OVEMBER��0ERFORMANCES�OF�"E�IN�/KAYAMA�AND�
.AGASAKI��PERFORMANCE�OF�!GAINST�.EWTON�IN�
(YOGO
;7ORKSHOPS=
!UGUST��3UMMER�7ORKSHOPS�AT�-ORISHITA�3TUDIO
/CTOBER��4WO
DAY�INTENSIVE�WORKSHOP�AT�
-ORISHITA�3TUDIO
$ECEMBER��7INTER�WORKSHOP�AT�-ORISHITA�3TUDIO
*ANUARY��3PECIAL�WORKSHOP�AT�-ORISHITA�3TUDIO
-ARCH��3PRING�7ORKSHOP�AT�-ORISHITA�3TUDIO

!�SCENE�FROM�!GAINST�.EWTON��(YOGO��.OVEMBER������

4AKIKO�)WABUCHI�0HOTO��9OICHI�4SUKADA

��



イデビアン・クルー／特定非営利活動法人days［舞踊／東京］
)DEVIAN�#REW��DAYS�;DANCE�4OKYO=

����年度より
&ROM�����

主宰：�井手茂太（振付家・ダンサー）
制作：�坪井香保里
ARTISTIC�DIRECTOR��3HIGEHIRO�)DE�（CHOREOGRAPHER��
DANCER）
PRODUCER��+AHORI�4SUBOI
DAYS IDEVIAN�COM
HTTP���WWW�IDEVIAN�COM

■�継続助成対象期間
����年度から����年度まで
■�����年度の助成内容
年度：����年�月�日－����年�月��日
金額：���������円
スタジオ提供（����年�月から����年�月までの
期間）：��日間
■�����年度の主な活動
【公演活動】
��月：『関係者デラックス』東京公演　
【ダンサー企画】
�月：『ヒメゴとアソビ』（斉藤美音子振付）兵庫公演
�月：斎藤美音子ワークショップ（東京）　
�月：『はぎ子別館』（菅尾なぎさ振付）東京公演　
�月：菅尾なぎさワークショップ・ショーイング（東
京）
【井手茂太による活動】
�月：劇団ダンダンブエノ『バナナが好きな人』振付
�月：ミュージカル『0IPPI』（宮田慶子演出）振付、
ワークショップ
��月：『忠臣蔵』（宮城聰演出）振付　
�月：『城』（松本修演出）振付
�月：『ルル』（白井晃演出）振付など

�'RANT
RECEIVING�TERM
&ROM������TO�����
�$ETAILS�ON�SUPPORT�DURING�lSCAL�YEAR�����
&ISCAL�YEAR��!PRIL��������¥-ARCH���������
'RANT��c���������
3TUDIO�2ENTAL���BETWEEN�*UNE������TILL�-AY�
����	�����DAYS
-AJOR�ACTIVITIES�DURING�lSCAL�YEAR�����
;0ERFORMANCES=
$ECEMBER��0REMIERE�OF�+ANKEISHA�$ELUXE�IN�4OKYO
;0ROJECTS�BY�#OMPANY�$ANCERS=
*UNE��(IMEGO�TO�!SOBI�CHOREOGRAPHED�BY�
-INEKO�3AITO�IN�4OKYO
!UGUST��-INEKO�3AITO�7ORKSHOP�IN�4OKYO
3EPTEMBER��0ERFORMANCE�CHOREOGRAPHED�BY�
.AGISA�3UGAO�IN�4OKYO
*ANUARY��.AGISA�3UGAO�7ORKSHOP�AND�3HOWING�
AT�-ORISHITA�3TUDIO
;0ROJECTS�BY�3HIGEHIRO�)DE=
-AY��#HOREOGRAPHS�"ANANA�GA�3UKINA�(ITO�
!UGUST��#HOREOGRAPHS�0IPPI��DIRECTED�BY�+EIKO�
-IYATA	�AND�CONDUCTS�WORKSHOP
$ECEMBER��#HOREOGRAPHS�#HUSHINGURA��DIRECTED�
BY�3ATOSHI�-IYAGI	
*ANUARY��#HOREOGRAPHS�$AS�3CHLOSS��DIRECTED�BY�
/SAMU�-ATSUMOTO	�
-ARCH��#HOREOGRAPHS�,ULU��DIRECTED�BY�!KIRA�
3HIRAI	�ETC�

&ROM�THE�PREMIERE�OF�+ANKEISHA�$ELUXE�IN�4OKYO��$ECEMBER���������0HOTO��4SUKASA�!OKI

3HIGEHIRO�)DE���0HOTO��4OYOHIRO�(ASEGAWA

��



����年度より
&ROM�����

MONO［演劇／京都］
-/./�;THEATER�+YOTO=

主宰：�土田英生
（劇作家・演出家・俳優）
制作：�垣脇純子
ARTISTIC�DIRECTOR��(IDEO�4SUCHIDA��PLAYWRIGHT��
DIRECTOR��ACTOR	
PRODUCER��*UNKO�+AKIWAKI
INFO C
MONO�COM
HTTP���WWW�C
MONO�COM

■�継続助成対象期間
����年度から����年度まで
■�����年度の助成内容
年度：����年４月１日－����年�月��日
金額：���������円
■����年度の主な活動
【公演活動】
�月：壁ノ花団第一回公演『壁ノ花団』京都公演　
��月：-/./『相対的浮世絵』福岡、兵庫、愛知、
静岡、東京公演　
【その他】
�月：『－初恋』戯曲英訳完成　
�月：主宰・土田英生、文化庁新進芸術家留学制
度で研修を行っていたロンドンより帰国　
��月：映画『約三十の嘘』（原作・脚本：土田英生）
公開、小説版『約三十の嘘』刊行

�'RANT
RECEIVING�TERM
&ROM������TO�����
�$ETAILS�ON�SUPPORT�DURING�lSCAL�YEAR�����
&ISCAL�YEAR��!PRIL��������¥-ARCH���������
'RANT��c���������
�-AJOR�ACTIVITIES�DURING�lSCAL�YEAR�����
;0ERFORMANCES=
-AY��0ERFORMANCE�OF�+ABENOHANA
DAN�IN�+YOTO�
BY�+ABENOHANA
DAN
$ECEMBER��0REMIERE�OF�3OUTAITEKI
5KIYOE�IN�
&UKUOKA��(YOGO��!ICHI��3HIZUOKA��AND�4OKYO
;/THER�PROJECTS�AND�EVENTS=
*ULY��4RANSLATION�OF�&IRST�,OVE�INTO�%NGLISH�
3EPTEMBER��4SUCHIDA�COMPLETES�HIS�ONE
YEAR�
RESIDENCY�IN�,ONDON�AS�A�FELLOW�UNDER�THE�
*APANESE�'OVERNMENT�S�/VERSEAS�3TUDY�0ROGRAM�
FOR�!RTISTS�0ROGRAM�
$ECEMBER��0REMIERE�OF�THE�lLM�9AKU�3ANJHU�NO�
5SO��WRITTEN�AND�ADAPTED�TO�THE�SCREEN�BY�(IDEO�
4SUCHIDA��NOVELIZATION�OF�THE�PLAY�IS�PUBLISHED�

!�SCENE�FROM�THE�PERFORMANCE�OF�3OUTAITEKI
5KIYOE�IN�4OKYO��$ECEMBER���������0HOTO��-ASAHIKO�9AKOH

(IDEO�4SUCHIDA��0HOTO��4OSHIHIRO�3HIMIZU

��



特別助成（国内）【非公募】
助成対象�件／助成総額���������円

　����年度に引き続き、詩人・草野心平

（����～����）の生誕���周年を記念して草

野心平日記刊行会が実施した、氏の日記���

冊を�巻にわたって刊行する事業の�年目に

対して助成を行った。

　また、歌曲作品の作曲家として知られてい

る山田耕筰による、音楽史上珍しいジャンル

とされる舞踊詩（創作舞踊のための音楽）を、

Ｈ・アール・カオスの大島早紀子の振付と白

河直子らの踊りを取り入れて一世紀ぶりに

上演する日本楽劇協会主催公演「山田耕筰

の遺産～よみがえる舞踊詩～」を支援。

草野心平日記刊行会
草野心平日記　全７巻刊行
����年�月��日－����年�月��日
東京
�������円

日本楽劇協会
山田耕筰の遺産　～よみがえる舞踊詩～
����年�月�日
東京（東京文化会館大ホール）
�������円

3PECIAL�0ROJECT�3UPPORT�0ROGRAM�
�NATIONAL	�;DESIGNATED�FUND�PROGRAM=
��'RANTEES�4OTAL�APPROPRIATION��c���������

&OLLOWING�THE�GRANT�MADE�IN������FOR�ITS�
lRST�YEAR��A�GRANT�WAS�AWARDED�TO�THE�SECOND�
YEAR�OF�A�PUBLISHING�PROJECT�BY�4HE�3HIMPEI�
+USANO�$IARY�0UBLISHING�3OCIETY��AN�ORGANI

ZATION�DEDICATED�TO�PUBLISHING�THE�����DIARIES�
OF�3HIMPEI�+USANO������
����	�IN�SEVEN�VOL

UMES�TO�CELEBRATE�THE�CENTENNIAL�OF�THE�POETgS�
BIRTH�

!DDITIONALLY�� THE� *APAN�-USIC
$RAMA�
3OCIETY�RECEIVED�A�GRANT�FOR�ORGANIZING�THE�
PERFORMANCE� OF� A� CHOREOGRAPHIC 
 POEM�
��MUSIC� THAT� IS�COMPOSED�SPECIlCALLY�FOR�
MODERN�DANCE�AND�A�RARE�GENRE�WITHIN�MUSIC�
HISTORY���BY�THE�FAMED�*APANESE�COMPOSER�
+OUSAKU�9AMADA������ 
����	� FOR� THE�lRST�
TIME�IN�A�CENTURY��WHICH�INCLUDED�DANCE�PIEC

ES�CHOREOGRAPHED�BY�3AKIKO�/SHIMA�OF�(�
!RT�#HAOS�AND�PERFORMED�BY�THE�COMPANYgS�
DANCER�.AOKO�3HIRAKAWA�

*APAN�-USIC
$RAMA�3OCIETY
2EJUVENATION�OF�+OUSAKU�9AMADAgS�
#HOREOGRAPHIC
0OEM�WORK
*ULY��������
4OKYO��4OKYO�-ETROPOLITAN�&ESTRIVAL�(ALL�n�,ARGE�
(ALL	
c�������

+USANO�3HINPEI�S�$IARY�0UBLISHING�3OCIETY
0UBLICATION�OF�+USANO�3HIMPEI�S�$IARY�IN���
6OLUMES
-AY����������n�-AY���������
4OKYO
c�������

　

　

　

��

!�SCENE�CHOREOGRAPHED�BY�3AKIKO�/SHIMA�AND�PERFORMED�BY�.AOKO�3HIRAKAWA�OF�(�!RT�#HAOS�FOR�A�
CHOREOGRAPHIC
POEM�WORK�COMPOSED�BY�+OUSAKU�9AMADA��4OKYO��*ULY������



現代演劇・舞踊助成｜知的交流活動
助成対象�件／助成総額���������円

　国際会議・シンポジウムの開催、翻訳出

版などを通して日本の現代演劇・舞踊芸術

の国際化を促進する事業に対して助成をす

る本プログラムでは、今年度�件の事業に対

して助成した。

　日露演劇会議が実施したロシア国立オム

スク大学「日本文化講座」開講講義「現代日

本演劇文化史」は、将来日本文化科または日

本語科の開設を検討しているロシア国立オ

ムスク大学の「日本文化講座」開講に伴う講

師派遣事業。大学の他に�つの劇場とシベ

リア最大の図書館のある同市は今後の日露

文化交流にとって重要な拠点になると考え、

一週間に亘って演劇評論家の村井健が日本

演劇に関する集中講義を行った。講義には

予想以上の受講者が集まり、最終日には試

験を実施。その結果も非常に良く、学生たち

の意欲を感じたという。次年度には、本講座

をオムスク大学と同市の国立教育大学との

連携にし、さらに大学院でのマスタークラス

も設けたいとの申し出がでており、継続的な

日本の現代演劇紹介の機会となりそうだ。

　ラオコオン世界演劇祭シンポジウム

「4RANSNATIONAL�)NTRANATIONAL�2E
IMAGING�

THE�"OUNDARIES」は、ハンブルクにある劇

場、カンプナーゲルが主催するサマーフェ

スティバルに関連して、����年から����年

まで、芸術監督に鴻英良が就任したことを

機に開始された三回シリーズのシンポジウ

ム。今回は、招聘作品と密接な関係をとりな

がら、国民国家や紛争地帯の内部において、

何が具体的に問われているのかを芸術実践

��



国際交流プログラム
)NTERNATIONAL�0ROGRAMS

�．�知的交流
)NTELLECTUAL�%XCHANGE�0ROGRAMS�

との関わりの中で取り上げ、ナショナリズム

や原理主義を回避するために演劇に何が出

来るのかをテーマに二日間にわたり実施され

た。加えて、任期の最終年度を迎えた鴻英

良がクロージング・レクチャー「フェスティ

ヴァルにおける批評家の使命」を行った。パ

ネリストは、フェスティバルからはレバノンの

演出家ラビーウ・ムルウェ、フィリピンの演出

家・パフォーマーのミデオ・クルツ、研究者

／批評家としてクロアチアのマリン・ブラジェ

ヴィチ、在ベルリンのイラク人ラミース・エ

ル・アマーリ。日本からは演劇評論家の内野

儀、森山直人、それに在ハンブルクの多和

田葉子、他にパリ在住のパキスタン人の演

出家エイブラヒム・クライーシなどが参加し

た。シンポジウムの記録は一部、『舞台芸術』

七号（京都舞台芸術研究センター刊）に採録

されている。

#ONTEMPORARY�4HEATER�AND�$ANCE���
)NTELLECTUAL�%XCHANGE�0ROGRAM
��'RANTEES�4OTAL�APPROPRIATIONS��c���������

4HE�AIM�OF�THIS�PROGRAM�IS�TO�IMPROVE�THE�
VISIBILITY�OF�CONTEMPORARY�*APANESE�THEATER�
AND�DANCE�WITHIN� THE�WORLDgS�PERFORMING�
ARTS�COMMUNITY�BY�SUPPORTING�INTERNATIONAL�
CONFERENCES��SYMPOSIA��AND�TRANSLATION�AND�
PUBLISHING�PROJECTS�RELATED�TO�THE�ABOVE�TWO�
lELDS�OF�PERFORMING�ARTS�� )N������� THE�PRO 

GRAM�SUPPORTED�TWO�PROJECTS�THAT�TOOK�PLACE�
OUTSIDE�OF�*APAN�

4HE�lRST�PROJECT�WAS�AN�INTENSIVE�COURSE�
ON�THE�CULTURAL�HISTORY�OF�CONTEMPORARY�*APA

NESE�THEATER��WHICH�THE�*APAN�2USSIA�4HEATRE�
&ORUM�WAS�COMMISSIONED�BY�THE�.ATIONAL�
/MSK�5NIVERSITY� IN�2USSIA� FOR� THE� START�OF�
THEIR�NEW�*APANESE�#ULTURAL�3TUDIES�COURSE��
4HEATER�CRITIC�+EN�-URAI�GAVE�THE�WEEKLONG�
INTENSIVE�COURSE�AT�/MSK��A�CITY�THAT�HAS�EIGHT�
THEATERS�AND�THE�LARGEST�LIBRARY�IN�3IBERIA�AND�
CONSIDERED�TO�BECOME�A�SIGNIlCANT�LOCATION�
FOR�2USSO
*APANESE�CULTURAL�EXCHANGE�IN�THE�
NEAR�FUTURE��4HE�NUMBER�OF�STUDENTS�WHO�TOOK�
THE�COURSE�SURPASSED�THE�ESTIMATED�lGURE��
!N�EXAM�WAS�GIVEN�AT�THE�END�OF�THE�COURSE��
WHICH�THE�RESULTS�TURNED�OUT�TO�BE�EXTREMELY�
WELL��AND�-URAI�COMMENTED�THAT�HE�FELT� THE�
STUDENTS�WHO�ATTENDED�THE�COURSE�WERE�HIGH

LY�MOTIVATED��4HE�UNIVERSITY�HAS�PROPOSED�TO�
CO
ORGANIZE�THE�SUCCESSFUL�COURSE�WITH�THE�
CITY�S�4EACHERS��#OLLEGE�IN������AND�ESTABLISH�
A�MASTER�CLASS�AS�WELL��AND��CONSEQUENTLY��THE�
COURSE�HAS�EVOLVED�INTO�A�MULTI
YEAR�PROJECT�
FOR�PRESENTING�CONTEMPORARY�*APANESE�THE

ATER�TO�2USSIA�

!NOTHER�PROJECT�WAS�A�SYMPOSIUM�THAT�
WAS�HELD�IN�PART�OF�THE�,AOKOON�3UMMER�
&ESTIVAL������AT�THE�+AMPNAGEL�ARTS�CENTER�
IN�(AMBURG�ENTITLED�4RANSNATIONAL�)NTRA 

NATIONAL���2E 
 IMAGING� THE�"OUNDARIES��

��

+AMPNAGEL��(AMBURG
ラオコオン世界演劇祭シンポジウム「トランスナ
ショナル・イントラナショナル」
����年�月��日－�月��日
ハンブルク（カンプナーゲル）
���������円

日露演劇会議
ロシア国立オムスク大学「日本文化講座」開講講
義「現代日本演劇文化史」の実施
����年�月��日－�月��日
オムスク（ロシア国立オムスク大学）
�������円

3YMPOSIUM�AT�THE�,AOKOON�3UMMER�&ESTIVAL�AT�+AMPNAGEL��(AMBURG��ENTITLED�
4RANSNATIONAL� )NTRA
NATIONAL��!UGUST������

4HEATER�CRITIC�+EN�-URAI��LEFT	�LECTURING�AT�A�COURSE�ON�THE�HISTORY�OF�MODERN�
*APANESE�THEATRE�AT�.ATIONAL�/MSK�5NIVERSITY��2USSIA��ORGANIZED�BY�*APAN�2USSIA�
4HEATRE�&ORUM��-AY������



4RANSLATION�0UBLICATION�0ROJECT�0ROGRAM�
;DESIGNATED�FUND�PROGRAM=
��'RANTEES�4OTAL�APPROPRIATIONS��c���������

4HIS� PROGRAM� PROVIDES� lNANCIAL� AS 

SISTANCE� TO�MULTI 
YEAR�PROJECTS�AIMED� TO�
INTRODUCE�*APANESE�SOCIAL�SCIENCE�AND�HU

MANITIES� TO�OTHER� LANGUAGES�AND�CULTURES��
)N�������GRANTS�WERE�AWARDED�TO�TRANSLATION�

WHICH�WAS�PART�OF�A�SERIES�OF� THREE�SYM

POSIA�FROM������TO������THAT�BEGAN�WHEN�
*APANESE� THEATER� CRITIC� (IDENAGA� /TORI�
BECAME�THE�FESTIVAL�S�ARTISTIC�DIRECTOR�� �!T�
THE� TWO 
 DAY� SYMPOSIUM� IN�������WHICH�
WAS�CLOSELY� RELATED� TO� THE�WORKS� INVITED�
TO� THE�FESTIVAL�� THE�PARTICIPANTS�DISCUSSED�
WHAT� THEATER�MAY�DO�TO�AVERT�NATIONALISM�
AND� FUNDAMENTALISM� BY� TAKING� UP� AC 

TUAL�PROBLEMS�BEING�ARGUED�AMONG�NATION�
STATES�OR�THE�HOT�SPOTS� IN�THE�WORLD�WITHIN�
THE�CONTEXT�OF�ACTUAL�PRACTICE�OF� THE�ARTS��
!DDITIONALLY��/TORI�GAVE�A�CLOSING� LECTURE�
IN�HIS�lNAL�YEAR�AS�ARTISTIC�DIRECTOR�ENTITLED�
4HE�-ISSION�OF�4HE�#RITIC�7ITHIN�A�&ESTIVAL��
4HE�PANELISTS�WHO�PARTICIPATED�IN�THE�SYM

POSIUM�WERE�AS�FOLLOWS���FROM�THE�FESTIVAL	�
,EBANESE�DIRECTOR�2ABIH�-ROUÏ��0HILIPPINE�
DIRECTOR�AND�PERFORMER�-IDEO�#RUZ��#ROA

TIAN�RESEARCHER�AND�CRITIC�-ARIN�"LAZEVIC��
AND�0ROF��$R��,AMICE�%L 
!MARI��ORIGINALLY�
FROM�)RAN�AND�CURRENTLY�BASED� IN�"ERLIN��
�FROM�*APAN	�THEATER�CRITICS�4ADASHI�5CHI

NO��.AOTO�-ORIYAMA��AND�(AMBURG
BASED�
WRITER�9OKO�4AWADA��AND�0ARIS 
BASED�DI 

RECTOR� )BRAHIM�1URAISHI�OF�0AKISTAN��0ART�
OF� THE�SYMPOSIUM�HAS�BEEN�DOCUMENTED�
IN�THE�SEVENTH�ISSUE�OF�THE�*APANESE�MAGA

ZINE�"UTAI
'EIJUTSU��0ERFORMING�!RTS	��PUB

LISHED�BY�+YOTO�0ERFORMING�!RTS�#ENTER�

+AMPNAGEL��(AMBURG
3YMPOSIUM�AT�THE�,AOKOON�3UMMER�&ESTIVAL��
4RANSNATIONAL�)NTRA
NATIONAL
!UGUST����n�!UGUST���������
(AMBURG��+AMPNAGEL	
c���������

*APAN�2USSIA�4HEATRE�&ORUM
(ISTORY�OF�-ODERN�*APANESE�4HEATRE�#OURSE�
AT�.ATIONAL�/MSK�5NIVERSITY��2USSIA
-AY����n�-AY���������
/MSK��/MSK�3TATE�5NIVERSITY	
c�������

翻訳出版助成【非公募】
助成対象�件／助成総額���������円

　日本の社会科学および人文科学などに関

する文献を海外に継続的に紹介する活動を

支援する本プログラムではドイツとイタリア

での翻訳出版事業に助成が行われた。

　ミュンヘンに拠点を置く出版社ユディツィ

ウム社（IUDICIUM�6ERLAG�'MB(）は、当

財団の助成を受けて����年度から����年

度までの�年間にわたって日本の社会科学、

人文科学の著作をシリーズとしてドイツ語に

翻訳出版し、����年度からは�年間にわたる

第�期が開始された。初年度には森嶋通夫

著『日本にできることは何か』と久保田展弘

著『日本多神教の風土』の翻訳出版に着手

し、前者は����年末、また後者は����年の

春に刊行予定。さらに第�期に翻訳作業が

開始され、����年度以降に出版されたのは

辻井喬著『伝統の創造力』、今後出版を控え

ているのが井筒俊彦著『意識と本質』。

　今年度はさらにイタリアのミラノにある出版

社メデューサ社（!SSOCIAZIONE�-EDUSA�

!RTE�E�#ULTURA）による多木浩二著『天皇の

肖像』のイタリア語への翻訳出版事業に対し

ても助成を行った。

IUDICIUM�6ERLAG�'MB(
日本の現代社会に関する著書２冊を独語への翻
訳出版
����年�月�日－����年�月��日
ミュンヘン
���������円

!SSOCIAZIONE�-EDUSA�!RTE�E�#ULTURA
多木浩二著『天皇の肖像』伊訳出版
����年�月�日－����年�月��日
ミラノ
�������円

#OVER�OF�A�BOOK�BY�4AKASHI�4SUJII�PUBLISHED�BY�
IUDICIUM�6ERLAG�'MB(�OF�-UNICH�

��

AND�PUBLISHING�PROJECTS�THAT�TOOK�PLACE�IN�
'ERMANY�AND�IN�)TALY�

IUDICIUM�6ERLAG�'MB(��A�PUBLISHING�
COMPANY�BASED� IN�-UNICH��COMPLETED�A�
lVE 
YEAR� SERIES� TO� TRANSLATE�AND�PUBLISH�
WORKS�OF�SOCIAL�SCIENCE�AND�HUMANITIES�BY�
*APANESE�AUTHORS� FROM������ TO������WITH�
THE�SUPPORT� FROM�THE�3AISON�&OUNDATION��
AND�STARTED�A�NEW�THREE 
YEAR�SERIES� FROM�
������ )N�lRST� YEAR�OF� THE� SECOND� SERIES��
TRANSLATION�ON�-ICHIO�-ORISHIMA�S�7HAT�
#AN�*APAN�$O�AND�.OBUHIRO�+UBOTA�S�4HE�
*APANESE�#LIMATE�OF�0OLYTHEISM�BEGAN��4HE�
BOOKS�ARE�SCHEDULED�FOR�PUBLICATION�AT�THE�
END�OF������AND�THE�SPRING�OF������RESPEC

TIVELY��-EANWHILE��FROM�THE�lRST�TRANSLATION�
SERIES��4AKASHI�4SUJII�S�4HE�#REATIVE�0OWER�
OF�4RADITION�WAS�BROUGHT�OUT� IN������AND�
4OSHIHIKO�)ZUTSU�S�#ONSCIOUSNESS�AND�2EAL

ITY�WILL�BE�PUBLISHED�SOON�

&URTHERMORE��A�GRANT�WAS�AWARDED� TO�
!SSOCIAZIONE� -EDUSA� !RTE� E� #ULTURA�
OF�-ILAN�FOR� THE� )TALIAN�TRANSLATION�OF�+OJI�
4AKI�S�)L�RITRATTO�DELL�)MPERATORE��4HE�0ORTRAIT�
OF�4HE�%MPEROR	�

!SSOCIAZIONE�-EDUSA�!RTE�E�#ULTURA
0UBLISHING�OF�THE�)TALIAN�VERSION�OF�4HE�
0ORTRAIT�OF�THE�%MPEROR
3EPTEMBER���������n�!PRIL���������
-ILANO
c�������

)5$)#)5-�6ERLAG�'MB(�
4RANSLATION�AND�PUBLISHING�OF�TWO�BOOKS�ON�
CONTEMPORARY�*APANESE�SOCIETY�INTO�'ERMAN
!PRIL���������n�-ARCH���������
-UNICH
c���������



�．�芸術交流
!RTISTIC�%XCHANGE�0ROGRAMS�

現代演劇・舞踊助成̶芸術交流活動)：プロ
ジェクト支援
助成対象�件

　このプログラムでは、国際間での相互理解

を推進する日本の現代演劇・舞踊の海外公

演、招聘受け入れ公演、国際共同創造事業に

対して、森下スタジオの貸与を行っている。

　今年度は、シンガポールを拠点に欧米を中

心に活躍するオン・ケンセンが森下スタジオに

�ヶ月弱滞在し、4HEATRE7ORKS��2ESIDENCY�

AT�-ORISHITAを実施した。滞在期間中、海外

で発表予定の作品創作・研究の他、二回にわ

たるパブリックトーク、日本の現代芸術の分

野で活躍する若手アーティストのリサーチ、イ

ンタビューなどを行った。

　日本国際パフォーマンス・アート・フェスティ

バル（日本）実行委員会による第�回ニパフ・

アジア・パフォーマンス・アート連続展＋第一

回アジア・パフォーマンス・アート東京会議で

は、海外から�ヵ国�名のパフォーマーが参加。

ショーイングに加えて、今回は、初めてフェス

ティバル参加者による会議が森下スタジオで

開催された。昼��時から夜の�時過ぎまで、

各国の芸術界の政治的、社会的状況や自身

の表現方法についてディスカッションが行わ

れ、密度の濃い貴重な交流の機会となった。

　その他、ダンスカンパニーのコンドルズが、

ニューヨーク、ポートランド公演のための稽古

を行った。両都市とも既に数回の公演実績が

あり、今回は完売の日もあった。コンドルズの

人気は高く、海外での公演実績を確実なもの

にしていることが窺える。

■海外公演

コンドルズ
コンドルズ��ノースアメリカンツアー�����
����年�月��日－�月�日
ニューヨーク、ポートランド（ジャパン・ソサエ
ティー、#ENTER�FOR�#ULTURAL�%XCHANGE）
スタジオ提供��日間

丹野賢一／.5-"%2).'�-!#().%
丹野賢一／.5-"%2).'�-!#().%�アジア・
ヨーロッパ公演����
諸事情により事業は中止。なお森下スタジオは使
用した。
スタジオ提供��日間

■受入公演・会議

日本国際パフォーマンス・アート・フェスティバル
（ニパフ）実行委員会
第�回ニパフ・アジア・パフォーマンス・アート連
続展＋第�回アジア・パフォーマンス・アート東京
会議
����年�月��日－�月�日
東京、愛知、京都、長野（森下スタジオ、スペース
楽、!RT�#OMPLEX�����、ネオンホール）
スタジオ提供�日間

■共同創造活動／森下スタジオでのレジデンシー

4HEATRE7ORKS��3INGAPORE	�,TD�
4HEATRE7ORKS��2ESIDENCY�AT�-ORISHITA
����年�月�日－�月��日
東京（森下スタジオ）
スタジオ提供��日間

4HE�MEMBERS�OF�#ONDORS�RELAXING�DURING�THEIR�.ORTH�!MERICAN�4OUR�

��

国際交流プログラム
)NTERNATIONAL�0ROGRAMS

3EIJI�3HIMODA��CENTER	��%XECUTIVE�#OMMITTEE�$IRECTOR�OF�THE�.IPPON�)NTERNATIONAL�
0ERFORMANCE�!RT�&ESTIVAL��.)0!&	�AND�ORGANIZER�OF�THE��TH�.)0!&�!SIAN�0ERFORMANCE�
!RT�3ERIES����ST�!SIA�0ERFORMANCE�!RT�-EETING��IN�+YOTO��3UMMER������
0HOTO��-AKOTO�+ONDO



SIGNIlCANT�EVENT�OF�SUBSTANTIAL�EXCHANGE�
AMONG�THE�MEMBERS�

&UR THERMORE�� THE� DANCE� COMPANY�
#ONDORS�WAS�ALSO�GIVEN�A� STUDIO�AWARD�
FOR�REHEARSALS�IN�PRIOR�TO�THEIR�TOUR�OF�.EW�
9ORK�AND�0ORTLAND��WHICH�ARE� TWO�CITIES�
THEY�HAD�PERFORMED�IN�THE�PAST�AND�WERE�
FAMILIAR�WITH�THEIR�WORK��3OME�OF�THE�SHOWS�
DURING�THIS�TOUR�WERE�SOLD�OUT��WHICH�INDI

CATES�HOW�THE�COMPANY�HAS�BEEN�BUILDING�
ITS�REPUTATION�lRMLY�ABROAD�

�4OURING�0ROJECTS

#ONDORS
#ONDORS�.ORTH�!MERICAN�4OUR�����
&EBRUARY����n�-ARCH��������
.EW�9ORK��0ORTLAND��*APAN�3OCIETY��#ENTER�FOR�
#ULTURAL�%XCHANGE	
3TUDIO�2ENTAL�����DAYS

4!../�+%.�)#()��.5-"%2).'�-!#().%
4!../�+%.�)#()�.5-"%2).'�-!#().%�
!SIAN���%UROPEAN�4OUR�����

4HIS�TOUR�PROJECT�WAS�CANCELLED�AFTER�THE�
COMPANY�HELD�REHEARSALS�AT�-ORISHITA�3TUDIO�
3TUDIO�2ENTAL�����DAYS

�INVITATIONAL�PRODUCTIONS�AND�MEETING

.IPPON�)NTERNATIONAL�0ERFORMANCE�!RT�
&ESTIVAL�%XECUTIVE�#OMMITTEE
�TH�.)0!&�!SIAN�0ERFORMANCE�!RT�3ERIES���
�ST�!SIA�0ERFORMANCE�!RT�-EETING
*ULY����n�!UGUST��������
4OKYO��!ICHI��+YOTO��.AGANO��-ORISHITA�3TUDIO��
3PACE�2!+5��!RT�#OMPLEX�������.EON�(ALL	
3TUDIO�2ENTAL����DAYS

�INTERNATIONAL�COLLABORATION�PROJECTS��
RESIDENCY�AT�-ORISHITA�3TUDIO

4HEATRE7ORKS��3INGAPORE	�,TD�
4HEATRE7ORKS��2ESIDENCY�AT�-ORISHITA
!PRIL���n�-AY���������
4OKYO��-ORISHITA�3TUDIO	
3TUDIO�2ENTAL�����DAYS

��

#ONTEMPORARY�4HEATER�AND�$ANCE���
#REATIVE�%XCHANGE�0ROGRAM��3TUDIO�
!WARD	
��!WARDEES

4HIS�PROGRAM�AWARDS�PRIORITY�USE�OF�THE�
REHEARSAL� FACILITIES�AT�-ORISHITA�3TUDIO� TO�
PROJECTS� THAT�WILL�CONTRIBUTE�TO�PROMOTING�
MUTUAL�UNDERSTANDING�BETWEEN�*APAN�AND�
OTHER�CULTURES��SUCH�AS�INTERNATIONAL�TOURS�
BY�CONTEMPORARY� *APANESE� THEATER�AND�
DANCE�COMPANIES��PERFORMANCES�IN�*APAN�
BY�FOREIGN�PERFORMING�ARTISTS��AND�INTERNA

TIONAL�COLLABORATION�PROJECTS�

!MONG� THOSE�WHO�RECEIVED�AN�AWARD�
FROM�THIS�PROGRAM�IN�lSCAL�YEAR�������/NG�
+ENG�3EN��THE�ARTISTIC�DIRECTOR�OF�THE�3INGA

POREAN�COMPANY�4HEATRE7ORKS��WHO�ALSO�
SPENDS�MUCH�OF�HIS�TIME�WORKING�IN�%UROPE�
AND�THE�5�3���DID�A�RESIDENCY�AT�-ORISHITA�
3TUDIO� FOR�ABOUT� TWO�MONTHS��$URING�HIS�
STAY��/NG�CARRIED�OUT�RESEARCH�AND�CREATION�
OF� HIS� NEW� WORK� THAT� WILL� BE� PRODUCED�
OUTSIDE�OF�*APAN�WHILE�HOLDING�TWO�PUBLIC�
LECTURES�AS�WELL�AS�STUDYING�ABOUT�AND�IN

TERVIEWING�YOUNG�*APANESE�CONTEMPORARY�
ARTISTS�

!�STUDIO�AWARD�WAS�ALSO�GIVEN� TO� THE�
.IPPON� )NTERNATIONAL�0ERFORMANCE�!RT�
&ESTIVAL��.)0!&	�%XECUTIVE�#OMMITTEE�FOR�
ITS�NINTH�.)0!&�!SIAN�0ERFORMANCE�!RT�3E

RIES�AND�lRST�!SIAN�0ERFORMANCE�!RT�-EET

ING� IN�4OKYO�� IN�WHICH�NINE�PERFORMERS�
FROM�NINE� FOREIGN�COUNTRIES�PARTICIPATED��
)N�ADDITION�TO�SHOWINGS��A�CONFERENCE�WAS�
HELD�AMONG� THE�PARTICIPANTS� FOR� THE�lRST�
TIME��WHICH�STARTED�FROM�NOON�AND�ENDED�
AT�NINE�P�M�� )SSUES� SUCH�AS� THE�POLITICAL�
AND�SOCIAL�CLIMATES�IN�THE�ARTS�IN�EACH�PAR

TICIPANT�S�COUNTRY�AND�ABOUT�THEIR�MEANS�OF�
ARTISTIC�EXPRESSION�WERE�DISCUSSED�DURING�
THE�CONFERENCE��WHICH�TURNED�OUT� TO�BE�A�

4HEATRE7ORKS��2ESIDENCY�AT�-ORISHITA��-AY������



現代演劇・舞踊助成̶芸術交流活動))：継続プ
ロジェクト支援
助成対象�件／助成総額���������円

　����年度から開始された本プログラムで

は、国際交流の推進に中心的な役割を果た

しているカンパニーに最長�年にわたって助

成金が支給され、さらに森下スタジオ使用

の優先権が付与される。今年度から対象事

業を�年以上�年以内の継続プロジェクトに

限ることとした。これは、国際交流事業には

ワークショップやリサーチ、稽古期間を含め

た入念な準備期間が必要であるという考え

に基づいている。今年度は、�件を採択した。

　劇団解体社による、国際コラボレーショ

ン／『夢の体制』は、「世界の多様性を認識す

ること」を目的に、����年�月のイギリスでの

ワークショップを皮切りに、ドイツ、日本、東

チモール、ヨルダンでワークショップを実施

した。その結果当初予定していたよりもはる

かに多くのコラボレーターを選出することに

なった。夏のワークショップは、ドイツの旧

共産圏に位置するブルーリン城で�週間にわ

たって開催され、演出家の清水信臣がそれ

まで��年間排除してきた「ことば」への興味

を再び呼び起こす機会となった。プロジェク

トの初年度は、多様な出自を持つコラボレー

ターたちと「対話」し続けることの重要性と困

難を痛感したという。����年秋には、世界プ

レミアとして公演が実施される予定だ。

　舞踊資源研究所の国際共同制作ダンス・

プロジェクト［気配の探求］))「森の微笑」は、

多国籍のダンサーとともに、都市の劇場では

#ONTEMPORARY�4HEATER�AND�$ANCE���
#REATIVE�%XCHANGE�0ROGRAM���&OR�
,ONG
4ERM�0ROJECTS
��'RANTEES�4OTAL�APPROPRIATION��c���������

4HIS� PROGRAM�� WHICH� BEGAN� IN� ������
AWARDS�GRANTS�AND�PRIORITY�USE�OF�-ORISHITA�
3TUDIO�UP� TO� THREE�CONSECUTIVE�YEARS� TO�
*APANESE�PERFORMING�ARTISTS�COMPANIES�
WHO�ARE�EXPECTED�TO�PLAY�AN�IMPORTANT�ROLE�
IN�THE�lELD�OF�INTERNATIONAL�EXCHANGE��&ROM�
������THE�PROGRAM�HAS�BEEN�LIMITED�TO�PROJ

ECTS� THAT�WILL�CONTINUE�FOR�MORE�THAN�TWO�
YEARS�AND�WILL�BE�COMPLETED�WITHIN�THREE��
SINCE� INTERNATIONAL�EXCHANGE�PROJECTS� RE 

QUIRE�MUCH�TIME�IN�THE�PREPARATORY�STAGE�
THAT�USUALLY� INCLUDE�WORKSHOPS��RESEARCH��
AND�REHEARSALS��4WO�PROJECTS�WERE�GIVEN�
AWARDS�FROM�THIS�PROGRAM�IN������

4HE�INTERNATIONAL�COLLABORATION�PROJECT�
BY�'EKIDAN�+AITAISHA�CALLED�$REAM�2E

GIME��A�WORK�TO�hTO�APPRECIATE�THE�DIVERSI 


なく、人類共通の資源である場所「森」の中

で人間の生命や気配の物語を紡ぎ出す試み

である。セルビア・モンテネグロ、ロシア、ハ

ンガリー、アメリカ、日本の５ヵ国のアーティ

ストが参加、山梨県の白州で�～�ヶ月の共

同生活を経て、東京・井の頭公園を使用し

て実施された。公園での舞台設営、稽古期

間中は、公園を利用する多くの市民の目に創

作のプロセスを晒すことになり、これまで現

代舞踊に接点がなかった人々をダンスに巻

き込む機会となったという。プロジェクトは、

最終年度に神宮の森での上演ができること

を希望している。許可の手続き上の問題で

困難が多いということだが、実現を望みたい。

��

TIES� IN�THE�WORLD�v�STARTED�FROM�A�SERIES�OF�
WORKSHOPS�THAT�BEGAN�IN�THE�5�+��IN�*ANU

ARY�������WHICH�THEN�MOVED�ON�TO�'ERMA

NY��*APAN��%AST�4IMOR��AND�TO�*ORDAN��#ON

SEQUENTLY��A�MUCH�LARGER�NUMBER�OF�PEOPLE�
WERE�CHOSEN�TO�JOIN�THE�PROJECT�THAN�ORIGI

NALLY� EXPECTED�� 4HE� SUMMER� WORKSHOP�
TOOK�PLACE�FOR�THREE�WEEKS�AT�"ROELLIN�#AS

TLE��A�SITE� LOCATED�IN�A�REGION�OF�'ERMANY�
THAT�USED�TO�BELONG�TO�THE�#OMMUNIST�BLOC��
WHICH�WAS�AN�EVENT�THAT�STIMULATED�INTEREST�
IN� LANGUAGE�AGAIN�WITHIN�DIRECTOR�3HINJIN�
3HIMIZU��WHO�HAD�ELIMINATED�ITS�USE�IN�HIS�
WORK�DURING� THE�PAST�DECADE�� )N� THE�lRST�
YEAR�OF�THE�PROJECT��3HIMIZU�BECAME�KEENLY�
AWARE�OF� THE�SIGNIlCANCE�OF�MAINTAINING�
DIALOGUE�WITH�PEOPLE� FROM�VARIOUS�BACK

GROUNDS� AND� ITS� COMPLEXITY�� 4HE� WORLD�
PREMIERE�OF� THE�WORK� IS�SCHEDULED� IN� THE�
AUTUMN�OF������

$ANCE�2ESOURCES�ON�%ARTH�S� )N�3EARCH�
OF�3UBTLE�0RESENCE���4HE�3MILE�OF� THE�&OR

EST� IS�AN�INTERNATIONAL�DANCE�COLLABORATION�
PROJECT�WITH�DANCE�ARTISTS� FROM�VARIOUS�
COUNTRIES�TO�WEAVE�A�TALE�OF�HUMAN�LIFE�OR�
hSUBTLE�PRESENCEv�WITHIN�A�FOREST���A�PLACE�
THAT�IS�A�COMMON�RESOURCE�FOR�MANKIND���
INSTEAD�OF�A�THEATER�IN�THE�CITY��!RTISTS�FROM�
3ERBIA
-ONTENEGRO��2USSIA��(UNGARY�� THE�
5�3���AND�*APAN�GATHERED�AND�LIVED�TOGETHER�
FOR�A�COUPLE�OF�MONTHS� IN�(AKUSHU�IN�9A

MANASHI�0REFECTURE��WORKING�ON�THE�PIECE�
THAT�WAS�PERFORMED�LATER�AT�)NOGASHIRA�0ARK�
IN�4OKYO��3ETTING�UP�THE�OPEN
AIR�STAGE�AND�
REHEARSING�IN�PUBLIC�EXPOSED�THE�CREATIVE�
PROCESS� TO� THE�VISITORS�OF� THE�PARK��WHICH�
TURNED�OUT�TO�BE�A�PERFECT�OCCASION�TO�GET�
PEOPLE�INVOLVED��INCLUDING�THOSE�WHO�HAD�
NEVER�HAD�THE�CHANCE�TO�COME�INTO�CONTACT�
WITH�CONTEMPORARY�DANCE��4HE�DANCE�COM

PANY�PLANS�TO�STAGE�THE�WORK�IN�THE�FOREST�OF�
-EIJI�*INGU�3HRINE�IN�4OKYO�IN�THE�lNAL�YEAR�
OF�THE�PROJECT��!LTHOUGH�IT�SEEMS�THAT�MANY�
DIFlCULTIES� LIE� IN�OBTAINING�PERMISSION� TO�
PERFORM�ON�THE�GROUNDS��WE�HOPE�THIS�PLAN�
WILL�BE�REALIZED�



■�継続助成対象期間
����年度から����年度まで
■�����年度の助成内容
年度：����年�月�日－����年�月��日
金額：���������円
■�����年度の主な国際交流活動
『夢の体制』プロジェクト
ブルーリン城（ブルーリン）、フリースペース・カン
バス（東京）、アルテ・モリス（ディリ）、アラブ演劇
研修センター（アンマン）にてコラボレーション

�'RANT
RECEIVING�TERM
&ROM������TO�����
�$ETAILS�ON�SUPPORT�DURING�lSCAL�YEAR�����
&ISCAL�YEAR��!PRIL��������¥-ARCH���������
'RANT��c���������
�-AJOR�ACTIVITIES�DURING�lSCAL�YEAR�����
;$REAM�2EGIME��0ROJECT=
#OLLABORATION�AT�"ROELLIN�#ASTLE��"ROELLIN	��&REE�
3PACE�#!.6!3��4OKYO	��!RTE�-ORIS��$ILI	��!RAB�
4HEATER�4RAINING�#ENTER��!MMAN	�

��

劇団解体社［演劇／東京］
'EKIDAN�+!)4!)3(!�;THEATER�4OKYO=

!�SCENE�FROM�$REAM�2EGIME����AT�"ROELLIN�#ASTLE��'ERMANY��3EPTEMBER���������0HOTO��-)9!5#()�+ATSU

主宰：�清水信臣（演出家）
制作：�秦��岳志
ARTISTIC�DIRECTOR��3HINJIN�3HIMIZU
COMPANY�MANEGER��4AKESHI�(ATA
GEKIDAN KAITAISHA�COM
HTTP���WWW�KAITAISHA�COM�

3HINJIN�3HIMIZU



舞踊資源研究所［舞踊／東京］
$ANCE�2ESOURCES�ON�%ARTH�;DANCE�9AMANASHI=

/UTDOOR�PERFORMANCE�OF�THE�)NTERNATIONAL�$ANCE�0ROJECT��)N�3EARCH�OF�3UBTLE�0RESENCE��7ORK�))��3MILES�IN�THE�&OREST��AT�)NOGASHIRA�0ARK��3EPTEMBER������
0HOTO��!:89

主宰：田中泯
制作：斎藤朋
ARTISTIC�DIRECTOR��-IN�4ANAKA
COMPANY�MANAGER��4OMO�3AITO
ARTCAMP SF��SO
NET�NE�JP�
HTTP���WWW�MIN
TANAKA�COM�

-IN�4ANAKA

■�継続助成対象期間
����年度から����年度まで
■�����年度の助成内容
年度：����年�月�日－����年�月��日
金額：���������円
■�����年度の主な国際交流活動
国際共同制作ダンス・プロジェクト「気配の探求」
))「森の微笑」および他公演、井の頭公園（東京）

�'RANT
RECEIVING�TERM
&ROM������TO�����
�$ETAILS�ON�SUPPORT�DURING�lSCAL�YEAR�����
&ISCAL�YEAR��!PRIL��������¥-ARCH���������
'RANT��c���������
�-AJOR�ACTIVITIES�DURING�lSCAL�YEAR�����
)NTERNATIONAL�$ANCE0ROJECT��)N�3EARCH�OF�3UBTLE�
0RESENCE��WORK�))�3MILES�IN�THE�&OREST���OTHER�
PERFORMANCES�AT�)NOGASHIRA�0ARK�4OKYO	

��



��

芸術交流活動【非公募】
助成対象�件／助成総額����������円

　本プログラムでは、海外の非営利団体と

の継続的なパートナーシップによる日本文化

の紹介事業や文化交流活動を支援する。

　当財団は����年度より、ニューヨークに

本部を置くアジアン・カルチュラル・カウ

ンシル（!##）が日米の芸術家、学者、専

門家、機関のために行っている相互的フェ

ローシッププログラム「日米芸術交流プログ

ラム」に対して支援を行っている。����年度

には、当財団からの前年度の助成金が充当

されて、振付家・舞踊家の田中泯および天

野由起子、ビジュアルアーティストの名和晃

平による渡航・滞在プロジェクトが実施され

た。なお、����年度の助成金は、同交流プ

ログラムの����年度の助成対象に選ばれた

日本の芸術家や専門家の渡航費用に充当さ

れる。

　日本の現代演劇を紹介する�カ年プロ

ジェクト「ジャパニーズ・シアター・ナウ」を

����年度から����年度まで行ったニュー

ヨークのジャパン・ソサエティーでは、����

年度より第�期を開始。初年度には劇作家・

演出家の坂手洋二率いる燐光群による『屋

根裏』をマイアミ、ピッツバーグ、ニューヨー

クで上演し、さらに坂手によるニューヨーク市

立大学大学院やカリフォルニア大学でのディ

スカッションなどの関連イベントを開催した。

アジアン・カルチュラル・カウンシル
日米芸術交流プログラム（����年度の活動に充
当）
����年�月�日－��月��日
アメリカ各地
���������円

ジャパン・ソサエティー
ジャパニーズ・シアター・ナウ（第))期）�2).+/

'5.�4HEATER�#OMPANY�IN�9ANEURA
����年�月�日－�月��日
マイアミ、ピッツバーグ、ニューヨーク（マイアミ・
ライト・プロジェクト、ピッツバーグ大学、ジャパ
ン・ソサエティー､カリフォルニア州立大学）
���������円

!RTISTIC�%XCHANGE�0ROJECT�0ROGRAM�
;DESIGNATED�FUND�PROGRAM=
��'RANTEES�4OTAL�APPROPRIATION��c����������

4HIS�PROGRAM�AWARDS�GRANTS� TO�PROJECTS�
BY�NON
PROlT�ORGANIZATIONS�OUTSIDE�OF�*APAN�
WITH�A�SOLID�AND�CONTINUING�RELATIONSHIP�WITH�
THE�3AISON�&OUNDATION�THAT�ARE�DEVOTED�TO�
INTRODUCING�*APANESE�CULTURE�WITHIN�THEIR�SO

CIETIES�

3INCE������� THE�3AISON�&OUNDATION�HAS�
GIVEN�SUPPORT�EACH�YEAR� TO� THE�.EW�9ORK

BASED�!SIAN�#ULTURAL�#OUNCIL�S��!##	�*APAN

5NITED�3TATES�!RTS�0ROGRAM��AN�INTERACTIVE�
FELLOWSHIP�PROGRAM�FOR�5�3��AND�*APANESE�ART

ISTS��SCHOLARS��SPECIALISTS��AND�INSTITUTIONS��)N�
������THE�GRANT�AWARDED�TO�THIS�PROGRAM�THE�
YEAR�BEFORE�WAS�APPROPRIATED�TO�THE�TRAVELS�
BY�CHOREOGRAPHERS�DANCERS�-IN�4ANAKA�AND�
9UKIKO�!MANO�AND�VISUAL�ARTIST�+OHEI�.AWA��
4HE�3AISON�&OUNDATION�S�GRANT�MADE�IN������
WILL�BE�APPROPRIATED�TO�THE�TRAVEL�EXPENSES�
OF�*APANESE�ARTISTS�AND�SPECIALISTS�CHOSEN�AS�

GRANT�RECIPIENTS�OF�THE�!##�S�INTERACTIVE�FEL

LOWSHIP�PROGRAM�IN������

&ROM������� THE� *APAN�3OCIETY�OF�.EW�
9ORK�BEGAN�A�SECOND�SERIES�OF�*APANESE�4HE

ATER�./7��A�PROGRAM�THAT�WAS�ORIGINALLY�RUN�
FOR�lVE�YEARS�FROM������TO������AND�FOCUSED�
ON�THE�NEW�GENERATION�OF�*APANESE�THEATER�
ARTISTS�TO�PROVIDE�.ORTH�!MERICAN�AUDIENCES�
WITH�A�SIGNIlCANT�AND�SUSTAINED�EXPOSURE�TO�
CONTEMPORARY�*APANESE�THEATER�AND�CULTURE��
4HE�SECOND�lVE
YEAR�PROGRAM�WAS�LAUNCHED�
WITH�A�TOUR�BY�2INKOGUN��THE�THEATER�COMPANY�
LED�BY�PLAYWRIGHT�DIRECTOR�9OJI�3AKATE��WITH�
ITS�PRODUCTION�OF�9ANEURA��4HE�!TTIC	�TO�-I

AMI��0ITTSBURGH��AND�.EW�9ORK��WITH�LECTURES�
AND�RELATED�PROGRAMS�BY�3AKATE�AT�4HE�#ITY�
5NIVERSITY�OF�.EW�9ORK�'RADUATE�#ENTER�AND�
AT�#ALIFORNIA�3TATE�5NIVERSITY�IN�.ORTHRIDGE��
#!�

!SIAN�#ULTURAL�#OUNCIL
!##�*APAN
5NITED�3TATES�!RTS�0ROGRAM�
&ELLOWSHIPS
*ANUARY���n�$ECEMBER�����������FOR�ACTIVITIES�
TAKING�PLACE�DURING�����	
5�3���*APAN
c���������

*APAN�3OCIETY��)NC�
4HEATER�#OMPANY�2INKOGUN�IN�9ANEURA�
�!TTIC	
&EBRUARY���n�&EBRUARY����������
-IAMI��0ITTSBURGH��.EW�9ORK��.ORTHRIDGE��-IAMI�
,IGHT�0ROJECT��5NIVERSITY�OF�0ITTSBURGH��*APAN�
3OCIETY��#ALIFORNIA�3TATE�5NIVERSITY	
c���������

!�SCENE�FROM�2INKOGUN�S�5�3��TOUR�OF�9ANEURA��ORGANIZED�BY�*APAN�3OCIETY��)NC���
&EBRUARY���������0HOTO��7ILLIAM�)RWIN

-USIC�&ROM�*APAN���TH�!NNIVERSARY�&ESTIVAL�IN�.EW�9ORK��3EPTEMBER���������
0HOTO��-ARTY�3OHL



3PECIAL�0ROJECT�3UPPORT�'RANT�0ROGRAM�
�INTERNATIONAL	�;DESIGNATED�FUND�PROGRAM=
��'RANTEES�4OTAL�APPROPRIATION��c���������

!�GRANT�WAS�AWARDED�TO�-USIC�&ROM�*A

PAN�� )NC���A�.EW�9ORK
BASED�ORGANIZATION�
PROMOTING�CONTEMPORARY�*APANESE�MUSIC��
WHICH�CELEBRATED�ITS� THIRTIETH�YEAR�BY�PRE

SENTING�A�TOUR�OF�REIGAKU�AND�GAGAKU�MUSIC�
�*APANESE� )MPERIAL�#OURT�MUSIC	�ENTITLED�
2EIGAKU�AND�'AGAKU��!�,IVING�4RADITION�
TO� THREE�CITIES� IN�THE�5�3��4HE�TOUR��HAILED�
BY�4HE�.EW�9ORK�4IMES�� FEATURED�CLASSICAL�
AND�CONTEMPORARY�WORKS�OF�THE�TWO�COURT�
MUSIC� STYLES�� AS� WELL� AS� THE� WORLD� PRE 

MIERES�OF�WORKS�COMMISSIONED�BY�-USIC�
&ROM�*APAN�TO�COMPOSERS�+EIKO�&UJIIE�AND�
+AZUO�+IKKAWA��WHICH�WERE�PERFORMED�BY�
2EIGAKUSHA��A�GROUP�OF�PROFESSIONAL�GAGAKU�
INSTRUMENTALISTS��4HE�TOUR�INCLUDED�AN�EDU

CATIONAL�PROGRAM�ON�ANCIENT�!SIAN�MUSICAL�
INSTRUMENTS� USED� IN� THOSE� MUSIC� STYLES�
FROM�THE�)MPERIAL�4REASURY�OF�THE�3HOSO
IN�
BY�0ROFESSOR�4OSHIRO�+IDO�OF�+YOTO�5NIVER

SITY�OF�!RT�AND�$ESIGN��PLUS�DEMONSTRATIONS�
OF�A� RECONSTRUCTED� INSTRUMENT� FROM� THE�
)MPERIAL�4REASURY�

!NOTHER�AWARD�WAS�GIVEN�TO�THE�%ISEN

STEIN�#INE
#LUB��*APAN	��WHICH�ORGANIZED�
AN� INTERNATIONAL� SYMPOSIUM� FOR� THE�.A

KATSUGAWA�&ILM�&ESTIVAL�HELD�IN�.AKATSUGA

WA��'IFU�0REFECTURE	�AND�IN�4OKYO��ENTITLED�
*APANESE�#INEMA�IN�THE�7ORLD��&RENCH�lLM�
CRITIC�-ARCEL�-ARTIN�AND�HIS�WIFE�AND�lLM�
JOURNALIST�9UKIKO� )MAIZUMI��2USSIAN�lLM�
CRITIC�6LADIMIR�$MITRIEV��*APANESE�CINEMA�
RESEARCHER�!N�.I�OF�#HINA��*APANESE�lLM�
DIRECTOR�)SAO�4AKAHATA��AND�%TSUKO�4AKANO��
GENERAL�MANAGER�OF�)WANAMI�(ALL�IN�4OKYO�
PARTICIPATED� IN� THE�EVENT�AND�DISCUSSED�
HOW�*APANESE�CINEMA�HAS�BEEN�RECEIVED�
IN�OTHER�COUNTRIES�IN�THE�PAST�AND�THE�OUT

LOOK�ON�THE�FUTURE�OF�THIS�PARTICULAR�GENRE�
IN�THE�INTERNATIONAL�COMMUNITY�

%ISENSTEIN�#INE
#LUB��*APAN	
)NTERNATIONAL�3YMPOSIUM�*APANESE�#INEMA�
IN�THE�7ORLD
/CTOBER����n�/CTOBER���������
'IFU��4OKYO��+ABUKI�(ALL��"UNKYO
KU�#IVIC�
#ENTER	
c�������

-USIC�&ROM�*APAN��)NC�
-USIC�&ROM�*APAN���TH�!NNIVERSARY�&ESTIVAL
3EPTEMBER���n�3EPTEMBER���������
.EW�9ORK��7ASHINGTON�$�#���"ERKELEY��*APANESE�
#ONSULATE�'ENERAL�S�2ESIDENCE��#ARNEGIE�:ANKEL�
(ALL��+ENNEDY�#ENTER�4ERRACE�(ALL��&REER�'ALLERY��
5#�"ERKELEY�(ERTZ�(ALL��ETC�	
c���������

■森下スタジオのその他の利用者
（����年�月�日－����年�月��日）

利用団体名� 利用日数

!##（!LISSA�#ARDONE）� �

.0/法人�アートネットワーク・ジャパン� �
池内美奈子� �
伊藤キム＋輝く未来� ��
京都造形芸術大学舞台芸術研究センター� �

+・ダンスオフィス� ��
コンタクト・インプロビゼーション・グループ�#�)�CO����

.0/法人�*#$.� �

3・/・,・/���������/NTARIO�,IMITED� �
株式会社ティーファクトリー� ��
山の手事情社� �

�/THER�USERS�OF�-ORISHITA�3TUDIO�
�*UNE���������n�-AY���������	

5SER�NAME� NUMBER�OF�DAYS

!LISSA�#ARDONE� �

#ONTACT�)MPROVISATION�'ROUP�#�)�CO�� ��

-INAKO�)KEUCHI� �

*APAN�#ONTEMPORARY�$ANCE�.ETWORK� �

+)-�)4/(���THE�GLORIOUS�FUTURE� ��

+)3!.5+)�$!.#%�/&&)#%� ��

+YOTO�0ERFORMING�!RTS�#ENTER� �

.0/�!RTS�.ETWORK�*APAN� �

3･/･,･/���������/NTARIO�,IMITED� �

4�FACTORY�#O���,TD�� ��

9AMANOTE�*IJOSHA� �

特別助成（国際交流）【非公募】
助成対象�件／助成総額���������円

　ニューヨークを拠点に日本の現代音楽を

継続的に紹介しているミュージック・フロム・

ジャパン・インクが設立��周年を記念して

行った「伶楽と雅楽：現代に連なる伝統」と

題する事業を支援。雅楽演奏団体の伶楽舎

を招き、古典と現代の雅楽と伶楽の紹介、さ

らに正倉院復元楽器による演奏、作曲家の

藤家渓子や吉川和夫による委嘱新作の世界

初演、また京都造形芸術大学の木戸敏郎教

授による講演と伶楽舎によるデモ演奏という

教育プログラムも含まれ、ニューヨーク・タイ

ムズ紙をはじめ、各都市で高く評価された。

　また、エイゼンシュテイン・シネクラブ（日

本）は、岐阜県の中津川映画祭の一環として

中津川と東京で国際シンポジウム「世界の中

の日本映画」を開催。フランスの評論家マル

セル・マルタンと今泉幸子夫妻、ロシアの評

論家ウラジミール・ドミトリエフ、中国の日本

映画研究家の晏　、また日本からは映画監

督の高畑勲と岩波ホール総支配人の高野悦

子が参加し、日本映画がこれまで諸外国で

どのように受容されてきたか、今後日本映画

は海外にどう進出すべきかなどについて話し

合われた。

エイゼンシュテイン・シネクラブ（日本）
国際シンポジウム「世界の中の日本映画」
����年��月��日－��月��日
岐阜、東京（東美濃ふれあいセンター歌舞伎ホー
ル、文京シビックセンター）
�������円

ミュージック・フロム・ジャパン・インク
ミュージック・フロム・ジャパン�創立３０周年記
念音楽祭
����年�月�日－�月��日
ニューヨーク、ワシントン$#、バークレー（ニュー
ヨーク総領事公邸、カーネギー・ザンケルホール、
ケネディセンターテラス劇場、スミソニアン・フ
リーア美術館、カリフォルニア州立大バークレー
校ハーツ・ホールなど）
���������円

��



制作実践セミナー ����

　舞台芸術の制作者の知識開拓を目的に、

不定期で実施しているセミナー。本年度は、

以下の�本を実施した。

���指定管理者制度はビジネスチャンス？　
� 開催日：����年�月��日
� 講師：小林真理（東京大学助教授）
� パネリスト：市村作知雄（.0/法人アートネッ
トワーク・ジャパン�理事）、大野晃（神奈川県立
県民ホール�館長）、小林真理

���ジャパニーズ・クールの波に乗る｜マンガ、
アニメ、ゲームの海外戦略｜　

� 開催日：����年��月�日
� 講師：小野打恵（株式会社ヒューマンメディア�
代表取締役社長）

� ゲスト：村濱章司（株式会社'$(�代表取締役
会長）

���美術界から学ぶ｜新世代ギャラリストの戦略
とは｜　

� 開催日：����年��月��日
� 講師：小山登美夫（小山登美夫ギャラリー�オー
ナー）

会場は、すべて国際交流フォーラム会議室

セゾンシアタープログラム
若手振付家育成プログラム／ネクスト・ネクス
ト���ダンス・ショーケース

　次世代を担う若手振付家の育成紹介を目

的としたダンス・ショーケース「ネクスト・ネ

���自主製作事業
3PONSORSHIP�0ROGRAM�

&ROM�LEFT�TO�RIGHT��-ARI�+OBAYASHI��!KIRA�/HNO��AND�3ACHIO�)CHIMURA�AT�THE�!RTS�
-ANAGEMENT�3EMINAR�ENTITLED�$ESIGNATED�-ANAGEMENT�3YSTEM�FOR�,OCAL�0UBLIC�(ALLS�
AND�4HEATERS�
�)S�4HIS�!�"USINESS�/PPORTUNITY�FOR�0RIVATE�0ERFORMING�!RTS�#OMPANIES���
3EPTEMBER������

��

クスト」を森下スタジオで開催。本公演は、

����年から��年まで東京ガス都市開発（株）

パークタワー・アート・プログラムとの共催で

実施していた企画の最終年度にあたる。今

年度は、単独主催で実施。最終年度にあた

りプログラムも作成した。

若手振付家育成プログラム／ネクスト・ネクスト�
ダンス・ショーケース　
開催日：�����年��月��日
会場：� 森下スタジオ
作品名および振付家：
� 「不完全スパイラる」北村成美
� 「幸福の森の掟」鈴木ユキオ（金魚×１０）
� 「�メクランラク�」康本雅子

アーテストサロン

「プロセスと作品��オン・ケンセン�IN�-ORISHITA�
3TUDIOS」
開催日：� ����年�月��日、��日　
会場：� 森下スタジオ

�月��日（土）
内容：�【一部】�THE�&LYING�#IRCUS�0ROJECT（フラ

イング・サーカス）とその��年間の軌跡
について

� 【二部】�山崎広太（舞踊）のダンスとトー
ク－『サンダカン挽歌』『サーチ：ハム
レット』について

�月��日（土）�
内容：� アジアのシェイクスピア三部作から近

作まで｜岸田理生の思い出に
ゲスト：�西山美なコ（美術）、山中透（作曲家、

$*、プロデューサー）、五條雅之助（日
本舞踊）

ニュースレター『VIEWPOINT』の刊行

　セゾン文化財団のニュースレター『VIEW


POINT』では、研究助成や海外留学、レジデ

ンシーの成果など、当財団の助成・共催事

業に関連した論考、レポートを幅広く掲載し

ている。発行部数は毎号����部。芸術団体、

自治体、助成財団、マスコミ、大学、シンク

タンク、研究者などに無料配布している。地
-EGUMI�/NOUCHI�LECTURING�AT�THE�SECOND�
!RTS�-ANAGEMENT�3EMINAR��2IDING�THE�
7AVE�OF�*APANESE�#OOL��/CTOBER������

4OMIO�+OYAMA�AT�THE�THIRD�!RTS�
-ANAGEMENT�3EMINAR��,EARNING�FROM�
THE�6ISUAL�!RTS�7ORLD



��

域における舞台芸術の振興、海外でのアー

ツマネジメント留学・研修、国際交流事業の

成果や森下スタジオで実施された事業など、

当財団の助成・共催事業に関連した論考、

レポートを幅広く掲載。

第��号（����年�月発行）
"�［シリーズ：�世界の芸術文化助成・支援機関①］
� 台湾・財団法人国家文化芸術基金会について
� 財団法人国家文化芸術基金会�資源開発部編
"�芸術振興政策における芸術.0/の意義
� 曽田修司（跡見学園女子大学�マネジメント学部
教授）

"�ロンドンへの道・後編
� 野田秀樹（劇作家・演出家・俳優）
"�森下スタジオにおける活動報告
"�芸術分野海外研修サポートプロジェクトシンポ

-ASAKO�9ASUMOTO��3HIGEMI�+ITAMURA��9ASUO�3UZUKI�AT�THE�.EXT�.EXT�DANCE�
SHOWCASE�AT�-ORISHITA�3TUDIO��$ECEMBER������
0HOTOS��+OICHIRO�3AITO

ジウム6OL���海外で学ぶ～そのプロセスと成果
～アーツマネージメント編

第��号（����年��月発行）
"�作品の成熟
� 川村�毅（劇作家・演出家・4�FACTORY主宰）
"�［シリーズ：�世界の助成・支援機関②］
� ジャーウッドとは何か
� ロアンヌ・ドッズ（英ジャーウッド・チャリティ事
務局長）

"�日本の現代演劇をロシアへ｜国立オムスク大
学における日本文化講座

� 村井�健（演劇評論家）

第��号（����年�月発行）
"�［シリーズ：�芸術文化助成・支援機関③］
� ロレックスの「メントー＆プロトジェ�アートプロ
グラム」について
� レベッカ・アーヴィン（ロレックス�メントー＆プ
ロトジェ�アートプログラム兼ロレックス賞�事務

局長）
"�誤解から理解へ｜俳優教育でいま求められて
いるもの
� 川南�恵（舞台芸術コーディネーター／プロ
デューサー）

"�コンタクト・インプロビゼーションって何？�を
#�)�CO�的視点から

� 勝部ちこ（ダンサー、インプロバイザー、振付
家、#�)�CO�代表）

-ASAKO�9ASUMOTO

3HIGEMI�+ITAMURA

9ASUO�3UZUKI



!RTS�!DMINISTRATION�3EMINAR�3ERIES

4HE�!RTS�!DMINISTRATION�3EMINAR�3ERIES�
OFFERS�PERFORMING�ART�PRODUCERS�AND�MAN

AGERS�OPPORTUNITIES�TO�EXPAND�THEIR�KNOWL

EDGE��)N�������THE�FOLLOWING�THREE�SEMINARS�
WERE�HELD�

���$ESIGNATED�-ANAGEMENT�3YSTEM�FOR�
,OCAL�0UBLIC�(ALLS�AND�4HEATERS���)S�4HIS�!�
"USINESS�/PPORTUNITY�FOR�0RIVATE�0ERFORM

ING�!RTS�#OMPANIES�
$ATE�� 3EPTEMBER���������
,ECTURERS��-ARI�+OBAYASHI��!SSOCIATE�0ROFESSOR��

#ULTURAL�3TUDIES��'RADUATE�3CHOOL�
OF�(UMANITIES�AND�3OCIOLOGY��4HE�
5NIVERSITY�OF�4OKYO��!KIRA�/HNO��
$IRECTOR��+ANAGAWA�+ENMIN�(ALL��
3ACHIO�)CHIMURA��$IRECTOR��.0/�!RTS�
.ETWORK�*APAN

���2IDING�THE�7AVE�OF�*APANESE�#OOL���
4HE�)NTERNATIONAL�3TRATEGIES�OF�-ANGA��
!NIME��AND�'AME
$ATE�� /CTOBER��������
,ECTURERS��-EGUMI�/NOUCHI��0RESIDENT��(U


MANMEDIA�)NC���3HOWJI�-URAHAMA��
#HAIRMAN��'$(�+�+�

���,EARNING�FROM�THE�6ISUAL�!RTS�7ORLD���
4HE�3TRATEGIES�OF�THE�.EW�'ENERATION�'AL

LERISTS
$ATE�� .OVEMBER���������
,ECTURER�� 4OMIO�+OYAMA��/WNER��4OMIO�

+OYAMA�'ALLERY

6ENUE�� !LL�THREE�SEMINARS�WERE�HELD�AT�A�
CONFERENCE�ROOM�IN�THE�4OKYO�)NTER

NATIONAL�&ORUM�

3AISON�4HEATER�0ROGRAM���9OUNG�
$ANCE�!RTISTS��$EVELOPMENT�0ROGRAM��
.EXT�.EXT���DANCE�SHOWCASE�

.EXT� .EXT� IS� A� SHOWCASE� PROGRAM�
FOR�PROMISING�CONTEMPORARY�DANCE�ARTISTS�
THAT�HAD�BEEN�CO
SPONSORED�BY�THE�3AISON�
&OUNDATION�AND� THE�0ARK�4OWER�0ROGRAM�
OF�4OKYO�'AS�5RBAN�$EVELOPMENT�#O���,TD��
FROM������TO�������)N�������WHICH�WAS�THE�
lNAL� YEAR�OF� THE�lVE 
YEAR�PROGRAM�� THE�
3AISON�&OUNDATION�HELD�THE�SHOWCASE�ON�
ITS�OWN�AS�A�SPONSORSHIP�PROGRAM�

.EXT�.EXT����A�SHOWCASE�OF�YOUNG�DANCE�
ARTISTS��WORKS	
$ATE�� $ECEMBER���������
6ENUE��-ORISHITA�3TUDIO
0ARTICIPATING�ARTISTS��3HIGEMI�+ITAMURA��9UKIO�

3UZUKI��-ASAKO�9ASUMOTO

!RTIST�S�3ALON

0ROCESS�AND�0RODUCT��/NG�+ENG�3EN�IN�
-ORISHITA�3TUDIOS
$ATES��� !PRIL����AND���������
6ENUE���-ORISHITA�3TUDIO

;!PRIL���=
4OPICS�� 0ART�����*OURNEY�INTO�THE�PROCESS�OF�

4HE�&LYING�#IRCUS�0ROJECT�AND�ITS�DEVEL

OPMENTS�IN�THE�PAST�DECADE

� 0ART�����$ANCE�PERFORMANCE�BY�+OTA�
9AMAZAKI�AND�DISCUSSIONS�ON�THE�3AN

DAKAN�4HRENODY�AND�3EARCH��(AMLET�
PROJECTS

;!PRIL���=
4OPICS�� &ROM�THE�!SIAN�3HAKESPEARE�4RILOGY�

TO�RECENT�WORKS���)N�MEMORY�OF�2IO�
+ISHIDA

'UESTS��-INAKO�.ISHIYAMA��VISUAL�ARTIST��4ORU�
9AMANAKA��COMPOSER��$*��AND�PRO

DUCER��-ASANOSUKE�'OJO��.IHON�"UYO�
�CLASSICAL�*APANESE�DANCE	�MASTER

0UBLISHING�OF�VIEWPOINT

4HE� 3AISON� &OUNDATION�S� NEWSLETTER�
VIEWPOINT�CARRIES�A�WIDE�RANGE�OF�REPORTS�
AND�ESSAYS�� INCLUDING� THE� RESULTS�OF� THE�
&OUNDATION�S�RESEARCH�GRANTS�AND�THE�OUT

COME�OF�PROJECTS�SUPPORTED�BY�THE�&OUNDA

TION��4WELVE�HUNDRED�COPIES�ARE�PUBLISHED�
FOR�EACH�ISSUE��WHICH�ARE�CIRCULATED�FREE�OF�
CHARGE�TO�ART�ORGANIZATIONS�� LOCAL�GOVERN

MENTS��FOUNDATIONS��THE�PRESS��UNIVERSITIES��
THINK�TANKS��RESEARCHERS��ETC�

)SSUE�.O������*ULY�����	
"�!RTS�GRANT
MAKING�AND�SUPPORTING�INSTITU


TIONS�IN�THE�WORLD�����.ATIONAL�#ULTURE�AND�
!RTS�&OUNDATION��4AIWAN	

� BY�THE�2ESOURCE�$EVELOPMENT�$EPARTMENT��
.ATIONAL�#ULTURE�AND�!RTS�&OUNDATION

"�4HE�3IGNIlCANCE�OF�!RTS�.0/S��.ON
0ROlT�
/RGANIZATIONS	�WITHIN�!RTS�0ROMOTION�0OLI

CIES

� BY�3HUJI�3OTA��0ROFESSOR��&ACULTY�OF�-ANAGE

MENT��!TOMI�5NIVERSITY

"�4HE�0ATH�TO�,ONDON���0ART�4HREE
� BY�(IDEKI�.ODA��0LAYWRIGHT��$IRECTOR��AND�
!CTOR

"�SCENES�FROM�-ORISHITA�3TUDIO��REPORT�ON�THE�
5NITED�&ELLOWS�FOR�THE�!RTS��lRST�SYMPOSIUM�
3TUDYING�!RTS�-ANAGEMENT�AT�/VERSEAS���
0ROCESS�AND�/UTCOME��

)SSUE�.O������.OVEMBER�����	
"�4HE�2IPENING�OF�A�0RODUCTION
� BY�4AKESHI�+AWAMURA��0LAYWRIGHT��$IRECTOR��
!RTISTIC�$IRECTOR�OF�4�FACTORY

"�!RTS�GRANT
MAKING�AND�SUPPORTING�INSTITU

TIONS�IN�THE�WORLD�����7HAT�IS�*ERWOOD�

� BY�2OANNE�$ODS��$IRECTOR��*ERWOOD�#HARITY
"� )NTRODUCING�#ONTEMPORARY�*APANESE�4HEATER�

TO�2USSIA
� BY�+EN�-URAI��4HEATER�#RITIC

)SSUE�.O������-ARCH�����	
"�!RTS�GRANT
MAKING�AND�SUPPORTING�INSTITU


TIONS�IN�THE�WORLD�����2OLEX�AND�THE�-ENTOR�
AND�0ROTÏGÏ�)NITIATIVE

� BY�2EBECCA�)RVIN��0ROGRAMME�$IRECTOR��4HE�
2OLEX�-ENTOR�AND�0ROTÏGÏ�!RTS�)NITIATIVE�AND�
4HE�2OLEX�!WARDS�FOR�%NTERPRISE

"�&ROM�-ISUNDERSTANDING�TO�5NDERSTANDING���
7HAT�IS�2EQUIRED�IN�!CTOR�4RAINING�0ROGRAMS�
.OW

� BY�-EGUMI�+AWAMINAMI��0ERFORMING�!RTS�
#OORDINATOR�AND�0RODUCER

"�7HAT�#ONTACT�)MPROVISATION�)S���!�'UIDE�
&ROM�THE�0ERSEPECTIVE�OF�#�)��CO�

� BY�#HICO�+ATSUBE��$ANCER��)MPROVISER��#HO

REOGRAPHER��$IRECTOR�OF�#�)��CO�

��



��

���共催事業（セゾンシアタープログラム）
#O
SPONSORSHIP�0ROGRAM��3AISON�4HEATER�0ROGRAM	�

うずめ劇場�第��回公演『夜壺』

　��年度芸術創造プログラム助成対象者に

よる演劇公演。唐十郎の戯曲を東ドイツ出

身の演出家ペーター・ゲスナーが上演。ス

タジオ内にテントを出現させた。本作品は�

月にカイロ国際実験演劇祭でも上演。

期間：� ����年��月�日－�日
会場：�森下スタジオ

燐光群演劇公演『フィリピン��ベッドタイム��ス
トーリーズ』

　��年代にフィリピンで別々に制作・上演さ

れた、ベッドルームを舞台とする�つの作品

をフィリピンの俳優と共にオムニバス形式で

上演。燐光群の『トーキョー裁判』『南洋くじ

ら部隊』に出演したフィリピン教育演劇協会

（0%4!）の俳優／戯曲家／演出家のロディ・

4WO�SCENES�FROM�2INKOGUN�S�0HILIPPINE�"EDTIME�3TORIES��-ORISHITA�3TUDIO��.OVEMBER��������
0HOTO��+ARIYUKI�/HARA

ヴェラをはじめ、計�名の俳優を招聘。燐

光群でこれまで演出助手を担当し、��年に

文化庁の在外研修員として一年間フィリピ

ンで研修を行った吉田智久の初演出作品と

なった。

期間：� ����年��月��日－��日
会場：�森下スタジオ

4HE�.IGHT�0OT�BY�5ZUME�4HEATER

!� PRODUCTION� OF� *URO� +ARA�S� PLAY� BY�
!RTISTIC� #REATIVE� %NHANCEMENT� 0ROGRAM�
GRANT� RECIPIENT� 5ZUME�4HEATER�� DIRECTED�
BY� THE� COMPANYgS�ARTISTIC�DIRECTOR�0ETER�
'OESSNER��4HE� PRODUCTION�� WHICH� WAS�
ALSO� SHOWN� AT� THE� #AIRO� )NTERNATIONAL�
%XPERIMENTAL�4HEATRE�&ESTIVAL��WAS�STAGED�
WITHIN�A� TENT� THAT�WAS�CONSTRUCTED�WITHIN�
-ORISHITA�3TUDIO�

$ATES���.OVEMBER���n�.OVEMBER��������
6ENUE��-ORISHITA�3TUDIO

0HILIPPINE�"EDTIME�3TORIES�BY�4HEATER�
#OMPANY�2INKOGUN

� � �!�COMPILATION�OF� THREE�PLAYS� THAT� TAKE�
PLACE�IN�BEDROOMS��WHICH�WERE�WRITTEN�AND�
STAGED�SEPARATELY� IN� THE�0HILIPPINES� IN� THE�
����S�� STAGED�AS�AN�OMNIBUS�PRODUCTION�
BY�2INKOGUN�WITH�0HILIPPINE�AND�*APANESE�
ACTORS��&OUR�ACTORS� FROM� THE�0HILIPPINES��
INCLUDING�0HILIPPINE�%DUCATIONAL�4HEATER�
!SSOCIATION��0%4!	�ACTOR��PLAYWRIGHT��AND�
DIRECTOR�2ODY�6ERA��WHO�ALSO�APPEARED� IN�
PAST�2INKOGUN�PRODUCTIONS��4HE�4OKYO�4RIAL�
AND�7HALERS�IN�THE�3OUTH�3EAS��WERE�INVITED�
TO�PARTICIPATE�IN�THE�PROJECT��4HIS�PRODUCTION�
ALSO�MARKED�THE�DEBUT�OF�4OMOHISA�9OSHIDA�
AS�A�DIRECTOR��WHO�WAS�ASSISTANT�DIRECTOR�OF�
THE�COMPANY�AND�WENT� TO� THE�0HILIPPINES�
FOR� A� YEAR� WITH� A� FELLOWSHIP� FROM� THE�
*APANESE�!GENCY�FOR�#ULTURAL�!FFAIRS�IN������

$ATES��.OVEMBER����n���������
6ENUE��-ORISHITA�3TUDIO



����

-AY��� 2EFURBISHMENT�OF�-ORISHITA�3TUDIO�BEGINS��TILL�-AY���	
*UNE���� "OARD�OF�$IRECTORS�-EETING�IN�4OKYO��!GENDA��REPORT�ON�ACTIVITIES�AND�

SETTLEMENT�OF�ACCOUNTS�FOR�lSCAL�YEAR�����	
� "OARD�OF�4RUSTEES�-EETING�IN�4OKYO��!GENDA��REPORT�ON�ACTIVITIES�AND�

SETTLEMENT�OF�ACCOUNTS�FOR�lSCAL�YEAR�����	
*UNE���� 2EPORT�ON�ACTIVITIES�AND�SETTLEMENT�OF�ACCOUNTS�FOR�lSCAL�YEAR������IS�

SUBMITTED�TO�THE�!GENCY�FOR�#ULTURAL�!FFAIRS
*ULY���� VIEWPOINT�.O�����IS�PUBLISHED
3EPTEMBER���� !RTS�!DMINISTRATION�3EMINAR�������$ESIGNATED�-ANAGEMENT�

3YSTEM�FOR�,OCAL�0UBLIC�(ALLS�AND�4HEATERS���)S�4HIS�!�"USINESS�
/PPORTUNITY�FOR�0RIVATE�0ERFORMING�!RTS�#OMPANIES��HELD�IN�4OKYO

/CTOBER��� !PPLICATION�PERIOD�FOR�THE������#ONTEMPORARY�4HEATER�AND�$ANCE�
'RANTS�AND�3TUDIO�!WARDS�BEGINS

/CTOBER��� !RTS�!DMINISTRATION�3EMINAR�������2IDING�THE�7AVE�OF� *APANESE�
#OOL���4HE�)NTERNATIONAL�3TRATEGIES�OF�-ANGA��!NIME��AND�'AME�
HELD�IN�4OKYO

.OVEMBER��� 3AISON�4HEATER�0ROGRAM��5ZUME�4HEATER�S�PRODUCTION�OF�4HE�.IGHT�
0OT�OPENS�AT�-ORISHITA�3TUDIO��TILL�.OVEMBER��	

.OVEMBER���� VIEWPOINT�.O�����IS�PUBLISHED

.OVEMBER���� !RTS�!DMINISTRATION�3EMINAR�������,EARNING�FROM�THE�6ISUAL�!RTS�
7ORLD���4HE�3TRATEGIES�OF�THE�.EW�'ENERATION�'ALLERISTS

.OVEMBER���� 3AISON�4HEATER�0ROGRAM��4HEATER�#OMPANY�2INKOGUN�S�PRODUCTION�OF�
0HILIPPINE�"EDTIME�3TORIES�OPENS�AT�-ORISHITA�3TUDIO��TILL�.OVEMBER�
��	

$ECEMBER���� !PPLICATION�DEADLINE�FOR�THE������#ONTEMPORARY�4HEATER�AND�$ANCE�
'RANTS�AND�3TUDIO�!WARDS

$ECEMBER���� .EXT�.EXT�DANCE�SHOWCASE�EVENT�HELD�AT�-ORISHITA�3TUDIO

����

&EBRUARY���� %VALUATION�AND�3ELECTION�#OMMITTEE�MEETING� FOR� THE������
'RANT�AND�3TUDIO�!WARDS�TAKES�PLACE�IN�4OKYO

-ARCH���� "OARD�OF�$IRECTORS�-EETING� IN�4OKYO� �!GENDA��PROPOSAL�OF�
PLANS�AND�BUDGET�FOR�lSCAL�YEAR�������SELECTION�OF�THE�"OARD�OF�
4RUSTEES�MEMBERS	

� "OARD�OF�4RUSTEES�-EETING�IN�4OKYO��!GENDA��PROPOSAL�OF�PLANS�
AND�BUDGET� FOR�lSCAL� YEAR������� SELECTION�OF� THE�"OARD�OF�
$IRECTORS�MEMBERS	

-ARCH���� !NNOUNCEMENT�OF������'RANT�AND�3TUDIO�!WARDS
-ARCH���� 0LANS�AND�BUDGET� FOR�lSCAL� YEAR������ IS� SUBMITTED� TO� THE�

!GENCY�FOR�#ULTURAL�!FFAIRS��VIEWPOINT�.O�����IS�PUBLISHED

����年

�月�日� 森下スタジオリニューアル工事（�月��日まで）
�月��日� 理事会開催（����年度事業及び収支決算報告の件）
� 評議員会開催（����年度事業及び収支決算報告の件）
�月��日� 文化庁に����年度事業及び収支決算報告書提出
�月��日�『VIEWPOINT』第��号発行
�月��日� 制作実践セミナー����「指定管理者制度はビジネスチャンス？」
��月�日� ����年度《現代演劇・舞踊助成》募集開始
��月�日� 制作実践セミナー ����「ジャパニーズ・クールの波に乗る｜マ

ンガ、アニメ、ゲームの海外戦略｜」

��月�日� セゾンシアタープログラム��うずめ劇場��第��回公演『夜壺』（��月�
日まで／森下スタジオにて）

��月��日�『VIEWPOINT』第��号発行
��月��日�制作実践セミナー ����「美術界から学ぶ｜新世代ギャラリスト

の戦略とは｜」

��月��日�セゾンシアタープログラム��燐光群演劇公演『フィリピン��ベッドタ
イム��ストーリーズ』（��月��日まで／森下スタジオにて）

��月��日� ����年度《現代演劇・舞踊助成》申請締切
��月��日�若手振付家育成プログラム／ネクスト・ネクスト� �ダンス・ショー

ケースを森下スタジオにて開催

����年

�月��日� ����年度審査会開催
�月��日� 理事会開催（����年度事業計画及び収支予算の件、評議員選出

の件）

� 評議員会開催（����年度事業計画及び収支予算の件、役員選出
の件）

�月��日� ����年度助成決定発表
�月��日� 文化庁に����年度事業計画書及び収支予算書提出、『VIEW


POINT』第��号発行

事業日誌
����年�月̶����年�月

2EVIEW�OF�!CTIVITIES
!PRIL������n�-ARCH�����

��



単位：�円／ IN�YEN

)� 収入の部� 2%6%.5%3
���基本財産運用収入� )NVESTMENT�INCOME�FROM�ENDOWMENT� �����������
���運用財産運用収入� )NVESTMENT�INCOME�FROM�OPERATING�FUNDS� ������������
���寄付金収入� #ONTRIBUTIONS� ���������
���賃貸収入� )NCOME�FROM�LEASE� ����������
���その他の収入� /THER�INCOME�� ���������
���森下スタジオ修繕取崩収入�4RANSFER�INCOME�FROM�-ORISHITA�3TUDIO�REPAIR�AND�REFURBISHMENT�FUND������������
���投資有価証券組入収入� 4RANSFER�INCOME�FROM�INVESTMENT�STOCKS�AND�BONDS� ����������

当期収入合計� .ET�4OTAL�2EVENUE� �����������
前期繰越収支差額� "ALANCE�BROUGHT�FORWARD� ����������
収入合計� 4/4!,�2%6%.5%� �����������

))� 支出の部� %80%.3%3
���事業費� 0ROGRAM�SERVICES� �����������
� 　（うち助成事業� 'RANT�PROGRAMS� ����������）
���管理費� -ANAGEMENT�AND�GENERAL� �����������
���雑支出� � �������
���森下スタジオ修繕支出� -ORISHITA�3TUDIO�REPAIR�AND�REFURBISHMENT�EXPENSES� �����������
���日仏舞踊交流基金支出� $ISBURSEMENT�FROM�*APAN
&RANCE�$ANCE�%XCHANGE�0ROGRAM�&UND� ���������

当期支出合計� 4OTAL�EXPENSES� �����������
当期収支差額� &5.$�"!,!.#%3� ����������
次期繰越収支差額� "!,!.#%�#!22)%$�&/27!2$� �����������

貸借対照表
����年�月��日現在
"!,!.#%�3(%%4�AS�OF�-ARCH���������

単位：�円／ IN�YEN

)� 資産の部� !33%43
���流動資産� #URRENT�ASSETS
� 　　現金預金� #ASH� ����������
� 　　有価証券� 3ECURITIES� ����������
� 　　未収収益等� !CCRUED�REVENUE� ����������
� 流動資産合計� 4OTAL�CURRENT�ASSETS� �����������
���固定資産� &IXED�ASSETS
� 　基本財産� %NDOWMENT
� 　　土地� ,AND� �������������
� 　　有価証券� 3ECURITIES� �������������
� 　基本財産合計� 4OTAL�ENDOWMENT�FUND� �������������
� 　特定目的資産� $ESIGNATED�FUND� �����������
� 　その他の固定資産� /THER�lXED�ASSETS� �������������
� 固定資産合計� 4OTAL�lXED�ASSETS� �������������

資産合計� 4/4!,�!33%43� �������������

))��負債の部� ,)!"),)4)%3
負債合計� 4/4!,�,)!"),)4)%3� ����������

)))�正味財産の部� .%4�!33%43
正味財産� .ET�ASSETS� �������������
� （うち基本金� %NDOWMENT�FUND� �������������）
� （うち当期正味財産減少額� $ECLINE�OF�ASSETS� ����������）

負債および正味財産合計� 4/4!,�,)!"),)4)%3�!.$�.%4�!33%43� �������������
　

収支計算書
����年�月�日～����年�月��日
34!4%-%.4�/&�2%6%.5%3�!.$�
%80%.3%3�
FROM�!PRIL���������TO�-ARCH���������

会計報告
&INANCIAL�2EPORT

��



分野� 年度� 申請件数� 助成件数� 助成金額（円）
CATEGORY� YEAR� NUMBER�OF� NUMBER�OF� GRANTS�IN�YEN
� � APPLICATIONS� GRANTS

現代演劇・舞踊助成
#ONTEMPORARY�4HEATER�AND�$ANCE�0ROGRAM�'RANTS

� ����
��� ������ ���� �������������
� ����� ���� ��� ����������
� ����� ���� ��� ����������
� ����� ���� ��� ����������
� ����� ���� ��� ����������
� 累計�TOTAL� ������ ���� �������������

非公募助成
$ESIGNATED�&UND�0ROGRAM�'RANTS

� ����
��� � ���� �����������
� ����� � ��� ����������
� ����� � �� ����������
� ����� � �� ����������
� ����� � �� ����������
� 累計�TOTAL� � ���� �����������

� 合計�GRAND�TOTAL� � ���� �������������

資金助成の概況
3UMMARY�OF�'RANTS
����
����

������������������国内プログラム �������� � � 国際交流プログラム
������������������������� .ATIONAL�0ROGRAMS ���� � � � )NTERNATIONAL�0ROGRAMS

��������������������創造環境整備 ����������� � 芸術創造� � 知的交流 �������������������芸術交流
������������������������ #REATIVE�%NVIRONMENT�)MPROVEMENT� !RTISTIC�#REATIVITY�%NHANCEMENT� )NTELLECTUAL�%XCHANGE���!RTISTIC�%XCHANGE�0ROGRAMS
������������������������ 0ROGRAMS��������������������� � 0ROGRAMS� � 0ROGRAM ������������������������

プログラム �������ワークショップ、会議・��アーツマネジメント� 芸術創造活動�)� 芸術創造活動�))� 知的交流活動����������������)：プロジェクト支援 ���� ))：継続プロジェクト���������������合計
PROGRAMS����������シンポジウム、研究 ������留学・研修� !RTISTIC�#REATIVITY� !RTISTIC�#REATIVITY� )NTELLECTUAL�%XCHANGE �����（スタジオ助成）�����������支援 ������������������������������������4OTAL
������������������������7ORKSHOPS�� ���������������� !RTS�-ANAGEMENT� %NHANCEMENT� %NHANCEMENT� 0ROGRAM ������������������������ )��#REATIVE�%XCHANGE��� ))��#REATIVE�%XCHANGE
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